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草 木 の よ う に 、 蛇 の よ う に　
◆ 年 末 年 始 は 実 家 に 帰 省 し

た 。 年 明 け 早 々 に 甥 っ 子 姪 っ子 が 実 家 に 集 ま り 、 例 年 と 比べ て と て も に ぎ や か な 新 年 と

な っ た 。 あ ま り に も 甥 っ 子 姪 っ 子 が 元気 で 、 み ん な が 帰 っ た 後 は ほ ん の 少 しさ み し く 感 じ た の は 内 緒 で あ る ◆ こ とし は 巳 年 。 干 支 で は 乙 巳 （ き の と み ）に あ た る 。 乙 は 日 陰 で も 成 長 し て し なや か に 伸 び る 草 木 を 表 し 、 蛇 は 脱 皮 を繰 り 返 し て 成 長 し て い く さ ま か ら 復 活と 再 生 の シ ン ボ ル と さ れ る 。 ま た ギ リシ ャ 神 話 の 医 神 ア ス ク レ ピ オ ス が 持 つ杖 に は 蛇 が 巻 き つ い て お り 、 世 界 保 健機 構 Ｗ Ｈ Ｏ の 旗 章 に 用 い ら れ 、 医 療 ・医 術 の 象 徴 と し て の 側 面 も 持 つ ◆

2 4年

も 多 く の 自 然 災 害 が 発 生 し 、 新 型 コ ロナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 影 響 も い ま だ に 残る 。 だ が 災 害 復 旧 は 着 実 に 進 み 、 新 型コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 と の 付 き 合 い 方も 分 か っ て き た 。 巳 年 で あ る こ と しは 、 さ ら に 「 復 活 と 再 生 」 が 進 む こ とを 祈 る ◆ 私 自 身 も 乙 巳 に あ や か り 、 草木 や 蛇 の よ う に 、 柔 軟 性 を 持 っ て 成 長す る 年 に し た い 。 脱 皮 を 繰 り 返 し て 成長 す る 蛇 の ご と く 、 失 敗 を 恐 れ ず さ まざ ま な こ と に チ ャ レ ン ジ す る 年 に で きれ ば と 思 う 。
�

（ Ｋ ）
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県 内 各 地 で 高 速 道 路 の 整 備 が 進 む 中 、 昨 年 ９ 月 、 首 都 圏 中 央 連 絡 自 動 車 道

（ 圏 央 道 ） の ４ 車 線 化 に つ い て 、 新 年 度 ～ ２ ０ ２ ６ 年 度 に 開 通 す る 見 通 し が 示さ れ た 。 東 関 東 自 動 車 道 （ 東 関 道 ） 水 戸 線 に つ い て も

2 6年 度 の 開 通 が 予 定 さ

れ 、 完 成 す れ ば 物 流 の 強 化 は も ち ろ ん 、 観 光 や 災 害 対 応 な ど 、 様 々 な 面 で の利 便 性 向 上 が 期 待 さ れ る 。 開 通 後 の 本 県 は ど の よ う な 発 展 を 遂 げ る の だ ろ う 。
“ い ば ら き 新 時 代 ” の 幕 開 け は 、 も う そ こ ま で 来 て い る 。

　
昨 年 ９ 月 ４ 日 に 開 催 さ れ

た 圏 央 道 ４ 車 線 化 （ 久 喜 白岡 Ｊ Ｃ Ｔ ～ 大 栄 Ｊ Ｃ Ｔ ） 連絡 調 整 会 議 で は 、 今 後 の 開通 見 通 し が 示 さ れ た 。　
そ れ に よ る と 、 幸 手 Ｉ Ｃ

～ 五 霞 Ｉ Ｃ 間 は 「

2 5年 春 」

開 通 予 定 と し 、 つ く ば 牛 久Ｉ Ｃ ～ 牛 久 阿 見 Ｉ Ｃ 間 お よび 阿 見 東 Ｉ Ｃ ～ 稲 敷 Ｉ Ｃ 間は 「

2 5年 夏 」 ま で 、 つ く ば

中 央 Ｉ Ｃ ～ つ く ば Ｊ Ｃ Ｔ 間は 「

2 5年 度 」 ま で の 開 通 を

目 指 す と し て い る 。　
残 る 区 間 の 五 霞 Ｉ Ｃ ～ 境

古 河 Ｉ Ｃ 間 、 坂 東 Ｉ Ｃ ～つ く ば 中 央 Ｉ Ｃ 間 、 牛 久 阿

見 Ｉ Ｃ ～ 阿 見 東 Ｉ Ｃ 間 、 稲敷 Ｉ Ｃ ～ 大 栄 Ｊ Ｃ Ｔ 間 は 、
「

2 6年 度 」 ま で の 開 通 が 予

定 さ れ て い る 。　
圏 央 道 の 本 県 区 間 、 延 長7 0・ ４ ㎞ が 暫 定 ２ 車 線 で 全

線 開 通 し た の が

1 7年 ２ 月 。

そ の 後 、 国 は 交 通 量 な ど をを 勘 案 し な が ら ４ 車 線 化 の検 討 を 進 め る と し て い たが 、 実 際 の 交 通 量 は 非 常 に多 く 、 事 故 も 多 発 し て い るこ と も あ り 、 早 々 に ４ 車 線化 が 決 ま っ た 。 つ く ば Ｊ ＣＴ ～ つ く ば 牛 久 Ｉ Ｃ 間 な どは ４ 車 線 化 さ れ た も の の 、依 然 と し て ほ ぼ ２ 車 線 区 間

と な っ て い る の が 現 状 だ 。　
先 の 会 議 で は 各 区 間 の 工

事 の 進 捗 状 況 も 明 ら か に され た 。 幸 手 Ｉ Ｃ ～ 五 霞 Ｉ Ｃ　
東 関 道 水 戸 線 は 、 起 点 の

常 磐 自 動 車 道 三 郷 Ｊ Ｃ Ｔ から 千 葉 県 北 部 を 横 断 し 、 本県 東 部 を 北 上 し て 北 関 東 自動 車 道 茨 城 町 Ｊ Ｃ Ｔ ま で の延 長 約 １ ４ ３ ㎞ を 結 ぶ 高 規格 幹 線 道 路 。 本 県 区 間 は 茨城 町 Ｊ Ｃ Ｔ ～ 鉾 田 Ｉ Ｃ ま での 延 長 約

1 8㎞ が 供 用 済 み 。

　
事 業 中 の 潮 来 Ｉ Ｃ ～ 鉾 田

Ｉ Ｃ 間 （ Ｌ

3 0・ ９ ㎞ ） は １

９ ９ ７ 年 に 基 本 計 画 が 決 定し 、 ２ ０ ０ ９ 年 度 か ら 事 業化 。 施 行 主 体 は 国 土 交 通 省常 総 国 道 事 務 所 と ネ ク ス コ東 日 本 （ 潮 来 バ イ パ ス 並 行区 間 は 常 陸 河 川 国 道 事 務所 ）  。 主 な 工 事 は 国 が 行 い 、ネ ク ス コ 東 日 本 は 舗 装 や 設備 系 な ど を 担 当 す る 。　
車 線 数 は 全 区 間 ４ 車 線 。

国 は 昨 年 末 、 用 地 の 明 け 渡し が 順 調 な 場 合 、

2 6年 度 に

全 線 開 通 さ せ る 見 通 し を 事業 連 絡 調 整 会 議 で 示 し た 。北 浦 Ｉ Ｃ ～ 鉾 田 Ｉ Ｃ 間 は 、前 倒 し で

2 6年 度 半 ば の 開 通

を 目 指 す と し て い る 。

間 で は 舗 装 工 事 が 順 調 に 進ん で い る よ う だ が 、 工 事 着手 の 遅 延 や 施 工 期 間 を 延 伸し て い る 区 間 も あ る 。　
つ く ば 中 央 Ｉ Ｃ ～ つ く ば

Ｊ Ｃ Ｔ 間 は 、 盛 土 材 の 性 状不 良 対 策 の 追 加 や 周 辺 環 境に 配 慮 し た 施 工 に よ り 、 舗装 工 事 着 手 の 遅 延 や 施 工 期間 が 延 伸 。 降 雨 な ど に より 、 受 け 入 れ た 一 部 の 土 砂の 含 水 比 が 想 定 よ り も 高　
幅 員 は 土 工 部 が 暫 定

1 3・

５ ｍ （ 完 成

2 0・ ５ ｍ ）  、 橋

梁 部 が 暫 定

1 2ｍ （ 完 成

2 0・

５ ｍ ）  。 規 格 は 高 速 自 動 車国 道 （ 第 １ 種 第 ３ 級 ）  。 設計 速 度 は

8 0㎞ ／ ｈ 。 交 通 計

画 量 は ９ ６ ６ ０ ～ １ 万 ３ ００ 台 ／ 日 。 区 間 内 に は 、 北側 か ら 北 浦 Ｉ Ｃ 、 行 方 ＰＡ 、 麻 生 Ｉ Ｃ （ い ず れ も 仮称 ） が 設 置 さ れ る 。　
事 業 費 に つ い て は 、 建 設

資 材 価 格 や 労 務 費 の 高 騰 、　
さ ら に 、 潮 来 Ｉ Ｃ 周 辺 ～

鹿 島 臨 海 工 業 地 帯 波 崎 地区 工 業 団 地 周 辺 を 接 続 す る（ 仮 称 ） 鹿 行 南 部 道 路 も 検討 さ れ て い る 。 起 終 点 の 直線 距 離 は 約

1 4㎞ 。 東 関 東 自

動 車 道 水 戸 線 お よ び 鹿 島 港北 公 共 埠 頭 周 辺 へ の ア ク セス 機 能 を 十 分 考 慮 す る こ とを 盛 り 込 ん だ 基 本 方 針 が 策定 さ れ て お り 、 国 、 県 、 地

く 、 盛 土 材 に 適 さ な い こ とか ら 、 ば っ 気 や 石 灰 改 良 を追 加 す る こ と と な っ た 。 また 、 仮 設 で 設 置 し た 舗 装 プラ ン ト が 小 ・ 中 学 校 か ら 近く 、 地 元 と の 協 議 で 登 下 校時 間 に 配 慮 し た 計 画 に 見 直し た た め 、 施 工 期 間 が 延 伸現 場 条 件 の 変 更 、 関 係 機 関協 議 な ど に よ り 、 約 ３ ４ ０億 円 増 の 約 ２ １ ０ ０ 億 円 とな る こ と が 見 込 ま れ る 。　
開 通 す れ ば 北 関 東 道 や 圏

央 道 な ど と 連 携 し 、 首 都圏 ・ 北 関 東 ・ 東 関 東 を 結 ぶ区 域 的 な 高 速 道 路 ネ ッ トワ ー ク が 形 成 さ れ 、 空 港 や港 湾 な ど へ の ア ク セ ス の 向上 、 災 害 時 の 代 替 路 の 確保 、 地 域 経 済 の 活 性 化 な どが 期 待 さ れ る 。元 市 （ 鹿 嶋 市 、 潮 来 市 、 神栖 市 ）  、 Ｎ Ｅ Ｘ Ｃ Ｏ 東 日 本で 構 成 す る 検 討 委 員 会 が 概略 ル ー ト ・ 構 造 な ど の 検 討を 進 め る 。　
国 際 競 争 力 の 強 化 や 生 産

性 向 上 、 周 辺 地 域 の さ ら なる 活 性 化 を 図 る た め 、 計 画の 具 体 化 は 急 務 と な っ て いる 。 鹿 島 港 周 辺 に は 津 波 浸水 想 定 区 域 が あ る が 、 整 備 　
つ く ば 市 と Ｎ Ｅ Ｘ Ｃ Ｏ 東

日 本 関 東 支 社 が 整 備 が 進 めて き た 圏 央 道 に 接 続 す る スマ ー ト イ ン タ ー チ ェ ン ジ につ い て 、 名 称 が 「 つ く ば 西ス マ ー ト イ ン タ ー チ ェ ン

す る こ と と な っ た 。　
つ く ば 牛 久 Ｉ Ｃ ～ 牛 久 阿

見 Ｉ Ｃ 間 に つ い て は 、 切 土区 間 で 路 床 掘 削 面 か ら 湧 水が 発 生 し た た め 、 路 床 置 き換 え 、 横 断 排 水 等 の 追 加 によ り 舗 装 工 事 着 手 が 遅 延 。阿 見 東 Ｉ Ｃ ～ 稲 敷 Ｉ Ｃ 間　
周 辺 に は 茨 城 空 港 や 鹿 島

港 、 茨 城 港 が あ る ほ か 、 既存 の 工 業 団 地 な ど も 立 地 。周 辺 地 域 と の ア ク セ ス 強 化に よ り 、 さ ら な る 需 要 拡 大や 輸 送 の 利 便 性 向 上 な ど が図 ら れ る こ と に な る だ ろう 。　
ま た 、 東 関 道 は 災 害 や 事

故 で 常 磐 道 が 通 行 止 め にな っ た 場 合 の 代 替 路 と し ての 役 割 も 担 う 。　
東 日 本 大 震 災 発 生 後 、 常

磐 道 や 国 道

5 1号 で は 盛 土 の

崩 落 な ど に よ っ て 一 部 が 通行 不 能 と な っ た が 、 東 関 道が 全 線 開 通 す れ ば 、 東 関 道経 由 で 茨 城 ～ 東 京 間 を 行 き来 が 可 能 と な り 、 物 流 も 維持 で き る 。に よ り 津 波 浸 水 時 に お け る港 か ら の 緊 急 輸 送 ル ー ト の確 保 も 期 待 さ れ る 。　
ま た 、 鹿 島 港 周 辺 の 道 路

は 交 通 量 が 多 く 、 同 港 外 港地 区 国 際 物 流 タ ー ミ ナ ル や洋 上 風 力 発 電 建 設 な ど の ほか 、 鹿 島 ア ン ト ラ ー ズ のサ ッ カ ー ス タ ジ ア ム 構 想 もあ り 、 周 辺 開 発 計 画 に 伴 う交 通 需 要 の さ ら な る 増 大 が見 込 ま れ て い る だ け に 、 早期 の 事 業 化 、 そ し て 開 通 が期 待 さ れ る 。 ジ 」 に 決 定 し た 。 開 通 見 通し は ２ ０ ２ ５ 年 春 。 開 通 によ り 企 業 や 商 業 施 設 の 誘 致促 進 、 雇 用 創 出 に よ る 人 口定 着 な ど 、 周 辺 地 域 の 活 性化 が 期 待 さ れ る 。

は 、 橋 梁 下 部 工 の 基 礎 （ 鋼管 コ ン ク リ ー ト 杭 ） の 製作 ・ 調 達 期 間 の 延 伸 に よ り工 事 着 手 が 遅 延 し た 。　
残 る 区 間 は 借 地 契 約 な ど

の 課 題 の 解 決 が 図 ら れ 、 未着 工 箇 所 は な い 状 態 。 工 事の 入 札 不 調 な ど の 課 題 も あ　
設 置 場 所 は 圏 央 道 常 総 Ｉ

Ｃ ～ つ く ば 中 央 Ｉ Ｃ 間 。

2 4

時 間 利 用 可 能 で 、 Ｅ Ｔ Ｃ 搭載 の 全 車 種 が 通 行 で き る 。　
同 区 間 の 間 距 離 は 約

1 1㎞

と 、 圏 央 道 の 中 で も ２ 番 目

る も の の 、 資 機 材 の 調 達 等が 順 調 な 場 合 、

2 6年 度 ま で

の 開 通 が 可 能 と し て い る 。現 場 で は 様 々 な 苦 労 が あ るよ う だ が 、 地 元 の 期 待 も 大き い だ け に 、 安 全 を 確 保 した 上 で 、 一 刻 も 早 い 開 通 が望 ま れ て い る 。に 長 い 区 間 。 開 通 に よ り 常総 Ｉ Ｃ ～ つ く ば 西 ス マ ー トＩ Ｃ 間 が 約 ７ ㎞ 、 つ く ば 西ス マ ー ト Ｉ Ｃ ～ つ く ば 中 央Ｉ Ｃ 間 が 約 ４ ㎞ と な る 。　
こ れ に よ り 、 各 Ｉ Ｃ へ の1 0分 到 達 圏 域 は 約 １ 万 人 増

加 し 、 そ の

1 0分 到 達 圏 域 の

拡 大 地 域 で 将 来 人 口 の 増 加が 見 込 ま れ る な ど 、 つ く ば市 西 部 地 区 な ど の 利 便 性 が向 上 す る 。

● ひ た ち な か 警 察 署 ＝ ひ た ち な か 市 田 中
後 の 国 道 ２ ４ ５ 号 ほ か ３ カ
所

● 那 珂 警 察 署 ＝ 那 珂 市 古 徳 の 市 道 ほ か ３
カ 所

● 大 子 警 察 署 ＝ 大 子 町 大 子 の 国 道 ４ ６ １
号 ほ か ３ カ 所

● 行 方 警 察 署 ＝ 潮 来 市 永 山 の 国 道 ３ ５ ５
号 ほ か ３ カ 所

● 竜 ケ 崎 警 察 署 ＝ 龍 ケ 崎 市 中 里 の 県 道 ほ
か ３ カ 所

● 土 浦 警 察 署 ＝ 土 浦 市 右 籾 の 国 道 １ ２ ５
号 ほ か ３ カ 所

● 神 栖 警 察 署 ＝ 神 栖 市 息 栖 の 県 道 ほ か ３
カ 所

● 筑 西 警 察 署 ＝ 筑 西 市 折 本 の 国 道 ２ ９ ４
号 ほ か ３ カ 所

● 境 警 察 署 ＝ 坂 東 市 辺 田 の 県 道 ほ か ３ カ
所

交  通 安 全 指 導 ・ 取  締 り 情  報

坂 東 P A
※ 2

Ｉ Ｃ

神 崎I C

茨 城 県 7 0 .4 ㎞

Ｌ ＝ 4. 3 ㎞

R 6 年 度 ま で
↓

R ７ 年 度

Ｌ ＝ 7. 6 ㎞

R 6 年 度 ま で
↓

R ７ 年 度

Ｌ ＝ 6. 0 ㎞ Ｌ ＝ 1 0. 6 ㎞

R 6 年 度 ま で
↓

R ７ 年 度

Ｌ ＝ 1 9. 4 ㎞

R 8 年 度 ※ 1 R 8 年 度 ※ 1 R 8 年 度 ※ 1
R 8 年 度 ※ 1

Ｌ ＝ 9. 1 ㎞

R 5 年 3 月 3 1 日
4 車 線 運 用 開 始

Ｌ ＝ 5. 9 ㎞

江 戸 崎
Ｐ Ａ

※ １ 　 資 機 材 の 調 達 等 が 順 調 な 場 合

中 川

日

Ｌ ＝ 6. 9 ㎞

開 通 済
凡 例

事 業 中

境 古 河 Ｉ Ｃ 坂
東

I C

常 総

I C

つ く ば 中 央

I C

つ く

ば

J C T

つ く ば 牛 久

I C
牛 久 阿

見

I C

阿
見
東

I C

稲 敷 Ｉ Ｃ

稲 敷 東 Ｉ Ｃ

五 霞 Ｉ Ｃ

つ く ば 西

SI C

【 坂 東 P A 】

外 回 り ： 圏 央 道 の 4 車 線 化 に 併 せ て

　 　 　 　 早 期 供 用 を 目 指 す

東 関 東 自 動 車 道 水 戸 線 （ 潮 来 ～ 鉾 田 ） Ｌ ＝ 3 0 .9 ｋ ｍ （ ２ ／ ４ ）
【 令 和 8 年 度 全 線 開 通 予 定 】

潮 来 Ｉ Ｃ ～ 麻 生 Ｉ Ｃ （ 仮 称 ） 麻 生 Ｉ Ｃ （ 仮 称 ） ～ 北 浦 Ｉ Ｃ （ 仮 称 ） 北 浦 Ｉ Ｃ （ 仮 称 ） ～ 鉾 田 Ｉ Ｃ

潮 来I C

【 １ 工 区 】 【 ２ 工 区 】 【 ３ 工 区 】

麻 生I C （ 仮 称 ）
行 方 P A （ 仮 称 ） 北 浦I C （ 仮 称 ）

鉾 田I C

潮 来 市 延 方 鉾 田 市 飯 名

Ｌ ＝ 1 1. 1 ｋ ｍ Ｌ ＝ 1 1. 9 ｋ ｍ Ｌ ＝ 7. 9 ｋ ｍ

N E X C O 東 日 本
施 工 箇 所

圏 央 道 の４ 車 線 化

 今 春 か ら 順 次 開 通

“ い ば ら き 新 時 代 ”  幕 開 け

２ 車 線 で

2 6年 度 供 用

東 関 道水 戸 線

広 域 ネ ッ ト ワ ー ク 形 成

つ く ば 西 ス マ ー ト Ｉ Ｃ

地 域 活 性 化 に 期 待

鹿 行 南 部 道 路 も 検 討
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
皆
様
に
は
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
急
激
な
人
口
減
少
を
は
じ

め
、
物
価
高
騰
や
頻
発
化
・
激
甚
化
す

る
自
然
災
害
な
ど
、
私
た
ち
を
取
り
巻

く
社
会
情
勢
は
急
激
に
変
化
し
て
お

り
、
乗
り
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課

題
も
山
積
し
て
い
ま
す
。

　
私
は
就
任
以
来
、
こ
の
激
動
の
時
代

の
到
来
を
見
据
え
、
先
手
先
手
で
、
困

難
な
課
題
に
も
躊
躇
す
る
こ
と
な
く
果

　
　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
様
方
に
は
平
素
よ
り
、
茨
城

県
議
会
に
対
し
温
か
い
ご
支
援
と

ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
、
社
会

経
済
活
動
は
活
性
化
い
た
し
ま
し

た
が
、
長
引
く
円
安
や
物
価
高
騰

が
県
民
生
活
や
地
域
経
済
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、
物
価

上
昇
を
上
回
る
賃
金
上
昇
を
実
現

し
、
成
長
と
分
配
の
好
循
環
が
確

敢
に
挑
戦
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
昨
年
公
表
さ
れ
た
２
０
２
１
年
度
県

民
経
済
計
算
の
推
計
結
果
で
は
、
本
県
の
１
人
当
た

り
県
民
所
得
は
過
去
最
高
の
全
国
第
３
位
と
な
り
、

総
務
省
の
人
口
動
態
調
査
で
は
、
過
去
５
年
間
に
わ

た
り
外
国
人
を
含
め
た
人
口
の
「
社
会
増
加
数
」、

「
増
加
率
」
と
も
に
全
国
上
位
で
推
移
す
る
な
ど
、

本
県
が
人
口
減
少
に
打
ち
勝
つ
た
め
の
重
要
な
成
果

が
表
れ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
加
速
度
的
に
進
む
人
口
減
少
に
よ
る
危

機
を
乗
り
越
え
、「
選
ば
れ
る
県
」
と
な
る
た
め
、

地
域
の
活
力
を
生
む
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
着
実
に
進
め

る
と
と
も
に
、
災
害
・
危
機
に
強
い
県
づ
く
り
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
本
年
も
、
県
民
の
皆
様
と
と
も
に
、
変
化
を
恐
れ

ず
、
新
た
な
挑
戦
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
な

お
一
層
の
ご
協
力
、
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
本
年
が
実
り
多
き
素
晴
ら

し
い
一
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
、
心
よ
り
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

「
選
ば
れ
る
茨
城
」
づ
く
り

県
全
体
の
発
展
に
邁
進

県知事

県議会議長

大井川　和彦

西野　　一

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
近
年
の
農
業
を
取
り
巻
く
情

勢
は
、
急
激
な
人
口
減
少
に

よ
る
農
業
従
事
者
の
減
少
に
加

え
、
国
内
市
場
の
縮
小
や
資
材

価
格
の
高
騰
、
気
候
変
動
な

ど
、
一
層
厳
し
さ
を
増
し
て
お

り
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
を
乗

り
越
え
、
農
業
が
魅
力
あ
る
産

業
と
し
て
次
世
代
に
引
き
継
が

れ
る
た
め
に
は
、

「
儲
か
る
農
林
水

産
業
」
を
実
現
し

て
い
く
こ
と
が
重

要
で
す
。

　
農
業
に
つ
き
ま

し
て
は
、
本
県
農

業
の
お
お
む
ね
30

年
後
の
姿
を
見
据

え
て
策
定
し
た

「
茨
城
農
業
の
将

来
ビ
ジ
ョ
ン
」
に

基
づ
き
、
意
欲
あ

る
担
い
手
へ
の
農
地
の
集
積
・

集
約
化
や
、
本
県
農
畜
産
物
の

高
付
加
価
値
化
の
取
組
を
行
う

な
ど
、
本
県
農
業
の
収
益
性
を

高
め
る
た
め
の
構
造
改
革
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
林
業
で
は
、
ス
マ
ー
ト
林
業

技
術
等
の
導
入
を
支
援
す
る

と
と
も
に
、
林
業
経
営
体
へ
の

森
林
経
営
の
集
約
化
を
進
め
る

こ
と
に
よ
り
、
収
益
性
の
向

上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
茨
城
県
植
物
園
に
つ
い
て

は
、
ボ
タ
ニ
カ
ル
な
非
日
常
を

体
験
で
き
る
「
泊
ま
れ
る
植
物

園
」
と
し
て
、
今
年
11
月
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
水
産
業
で
は
、
沿
岸
漁
業
の

主
力
で
あ
る
シ
ラ
ス
の
鮮
度
や

水
揚
げ
の
作
業
性
を
向
上
さ
せ

る
た
め
の
効
率
的
な
生
産
体
制

の
構
築
や
常
陸
乃
国
い
せ
海
老

な
ど
県
産
水
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド

力
向
上
に
加
え
、
養
殖
産
業
の

創
出
に
向
け
た
技
術
開
発

や
参
入
支
援
、
常
陸
乃
国

ま
さ
ば
の
商
業
化
に
取
り

組
む
ほ
か
、
水
産
物
の
生

産
・
流
通
の
拠
点
と
な
る

漁
港
等
の
整
備
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

儲
か
る
農
林
水
産
業

県農林水産部長

鴨川　　修

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

清
々
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と

と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　
県
土
木
部
で
は
、
頻
発
化
・
激

甚
化
す
る
自
然
災
害
か
ら
県
民
の

命
と
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、「
災

害
・
危
機
に
強
い
県
づ
く
り
」
を

進
め
る
と
と
も
に
、
人
口
減
少
が

進
む
中
で
も
地
域
の

活
力
を
維
持
・
発
展

さ
せ
て
い
く
た
め
、

「
活
力
の
あ
る
イ
ン

フ
ラ
と
住
み
続
け
た

く
な
る
ま
ち
」
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
。

　
「
災
害
・
危
機
に

強
い
県
づ
く
り
」
に

つ
い
て
は
、
流
域
全

体
で
あ
ら
ゆ
る
関
係

者
が
協
働
し
て
取
り

組
む
流
域
治
水
、
施
設
の
耐
震
化

や
長
寿
命
化
、
緊
急
輸
送
道
路
の

整
備
等
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

「
活
力
の
あ
る
イ
ン
フ
ラ
と
住
み

続
け
た
く
な
る
ま
ち
」
づ
く
り
に

つ
い
て
は
、
高
速
道
路
や
ス
マ
ー

ト
Ｉ
Ｃ
の
整
備
促
進
等
に
よ
り
広

域
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
を

図
る
な
ど
、
本
県
の
発
展
を
支
え

る
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
や
適
切
な
維

持
管
理
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
施
策
の
推
進
に
際
し
、

建
設
業
界
の
皆
様
が
果
た
す
役
割

は
大
変
重
要
で
あ
る
た
め
、
建
設

業
界
の
健
全
な
発
展
に
向
け
、
就

労
環
境
の
改
善
、
生
産
性
向
上
、

担
い
手
確
保
な
ど
の
課
題
に
正
面

か
ら
向
き
合
い
、
働
き
方
改
革
に

資
す
る
取
組
を
積
極
的
に
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。　

　
今
後
の
県
土
づ
く
り
を
進
め
て

い
く
に
は
、
地
域
の
実
情
に
精
通

し
た
地
元
建
設
産
業
の
皆
様
の
技

術
力
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
ま
す

の
で
、
な
お
一
層
の
ご
支
援
と
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　
結
び
に
、
皆
様
の
益
々
の
ご

多
幸
と
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

県
土
の
発
展
を
支
え
る

�

イ
ン
フ
ラ
整
備

県土木部長

林　　利家

　
令
和
７
年
の
年
頭
に
あ
た

り
、
謹
ん
で
新
春
の
御
挨
拶
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　
茨
城
県
企
業
局
で
は
、
水
道

用
水
を
県
内
37
市
町
村
へ
、
工

業
用
水
を
約
２
５
０
事
業
所
へ

供
給
す
る
と
と
も
に
、
地
域
振

興
事
業
と
し
て
工
業
団
地
の
造

成
な
ど
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
水
道
用
水
供
給
事
業
を
含
む

水
道
事
業
で
は
、「
茨
城
県
水

道
ビ
ジ
ョ
ン
」
の

趣
旨
を
踏
ま
え
、

市
町
村
や
当
局
な

ど
の
水
道
事
業
体

が
、
将
来
に
わ

た
っ
て
安
全
・
安

心
な
水
を
安
定
的

か
つ
効
率
的
に
供

給
し
、
経
営
基
盤

の
強
化
が
図
ら
れ

る
よ
う
、
関
係
機

関
と
連
携
し
な
が

ら
広
域
化
に
向
け

た
取
組
を
よ
り
一
層
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
工
業
用
水
道
事
業
で
は
、
圏

央
道
の
４
車
線
化
な
ど
事
業
環

境
の
一
層
の
充
実
に
よ
り
企
業

立
地
の
増
加
が
期
待
さ
れ
る
こ

と
を
踏
ま
え
、
迅
速
な
整
備
と

安
定
供
給
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　
こ
れ
ら
の
水
道
施
設
に
つ
き

ま
し
て
は
、
管
路
の
耐
震
化
や

非
常
用
自
家
発
電
設
備
の
導
入

な
ど
施
設
の
強
靱
化
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
合
理
的
で
効
率

的
な
施
設
管
理
に
向
け
、
Ａ
Ｉ

等
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し

た
業
務
の
効
率
化
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
地
域
振
興
事
業
で
は
、
坂
東

市
や
ひ
た
ち
な
か
市
で
新
た
に

整
備
を
進
め
て
い
る
工
業
団
地

に
つ
い
て
、
地
元
市
な
ど
と
連

携
し
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
事

業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
皆
様
方
の
ま
す
ま

す
の
御
活
躍
と
御
多
幸
を

心
よ
り
お
祈
り
し
、
新
年

の
御
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

安
全
・
安
心
な
水
を
安
定
供
給

県企業局長

稲見　真二

２
０
２

２
０
２
55
年
（
令
和

年
（
令
和
77
年
）
年
頭
所
感

年
）
年
頭
所
感

実
に
回
り
出
す
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
近
年
、
激
甚
化
・
頻
発
化
す
る
豪
雨

な
ど
の
自
然
災
害
へ
の
対
応
能
力
の
向
上
を
図

る
と
と
も
に
、
全
国
屈
指
の
農
業
県
と
し
て
、

食
料
の
安
定
供
給
を
担
う
本
県
農
業
を
持
続
的

に
発
展
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
保
健
・
医
療
・
介
護
提
供
体
制
の

充
実
や
少
子
化
対
策
の
取
組
な
ど
県
民
が
健
康

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
県
づ
く
り
を
進
め
る
と

と
も
に
、
探
究
活
動
や
ラ
イ
フ
ス
キ
ル
教
育
の

推
進
な
ど
魅
力
あ
る
人
づ
く
り
を
進
め
、
茨
城

の
将
来
を
担
う
人
財
の
育
成
を
図
る
こ
と
も
重

要
で
あ
り
ま
す
。

　
職
務
の
遂
行
に
当
た
り
ま
し
て
は
、
今
ま
で

以
上
に
県
民
一
人
一
人
の
声
を
真
摯
に
受
け
止

め
、
地
域
の
声
を
県
政
に
反
映
し
、
県
全
体
の

発
展
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
、
全
力
を
尽
く
し

て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
清
々
し
い
新
年
の
年
頭
に
当
た
り
、
皆
様
の

ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら　
お

祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

一般社団法人

茨城県建設業協会
水戸市大町3丁目1番22号　TEL029－221－5126㈹

http://www.ibaken.or.jp

私たちは地域の安全・安心を守る
「地域の守り手」としての役割を担います
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
地
域
建
設
業
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
公
共
建
設
投
資

の
横
ば
い
が
続
き
実
質
投
資
額
が
減
少
し
て
い
る
中

で
、
資
機
材
価
格
の
高
騰
等
に
よ
っ
て
、
経
営
環
境
は

厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
球
温
暖
化
に
伴
う
自
然
災
害
も
全
国
で
頻

発
化
し
て
お
り
ま
す
。

　
地
域
の
建
設
業
者
は
、
社
会
資
本
の
整
備
の
み
な
ら

な
ら
ず
、
災
害
対
応
を
担
う
「
地
域
の
守
り
手
」
で
あ

り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
建
設
業
の
役
割
が
増
大
す
る
一
方

で
、
人
手
不
足
が
深
刻
化
し
て
お
り
ま
す
。

　
当
協
会
で
は
、
人
材
の
確
保
・
育
成
を
最
大
の
課
題

と
と
ら
え
、
働
き
方
改
革
や
生
産
性
向
上
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
建
設
業
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
等
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
特
に
、
働
き
方
改
革
に
つ
い
て
は
、
昨
年
４
月
か
ら

時
間
外
労
働
の
罰
則
付
き
上
限
規
制
が
適
用
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
た
め
、
建
設
関
連
団
体
等
と
協
議
を
進
め
、

週
休
２
日
の
実
現
及
び
適
正
な
工
期
の
確
保
に
向
け
、

国
や
県
と
も
連
携
し
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
若
者
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
産
業
と
な
る
よ
う
、
新
３

Ｋ
「
給
与
、
休
暇
、
希
望
」
に
「
カ
ッ
コ
イ
イ
」
を
プ

ラ
ス
し
た
新
４
Ｋ
の
実
現
を
目
指
し
、
選
ば
れ
る
業
界

に
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　
当
協
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
茨
城
県
が
進
め
て
い

る
「
活
力
が
あ
り
、
県
民
が
日
本
一
幸
せ
な
県
」
の
実

現
に
向
け
て
、
社
会
資
本
の
整
備
や
県
民
の
安
全
・
安

心
の
確
保
に
つ
い
て
、
し
っ
か
り
と
支
え
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

「選ばれる」魅力ある建設業に
一
般
社
団
法
人
茨
城
県
建
設
業
協
会

 

会
　
長
　
石
津
　
健
光

地域社会の発展に一層寄与

て
、
そ
の
後
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
（
巨
大
地
震

注
意
）
も
発
令
さ
れ
て
、
地
震
国
で
あ
る
日
本
の
宿
命

を
感
じ
た
と
こ
ろ
で
も
ご
ざ
い
ま
し
た
。
建
築
士
会
で

は
全
国
で
応
急
危
険
度
判
定
士
の
要
請
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
に
日
ご
ろ
か
ら
判
定
士
養
成
の
講
習
会
や
模
擬
訓

練
な
ど
に
積
極
的
に
協
力
し
、
全
国
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

構
築
も
済
ま
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
い
ざ
と
い
う
時
に

単
位
会
や
各
ブ
ロ
ッ
ク
単
位
で
も
応
援
に
行
く
体
制
を

整
え
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
今
ま
で
ど
お
り
応
急
危
険
度
判
定
士
や

建
築
パ
ト
ロ
ー
ル
事
業
、
木
造
住
宅
耐
震
診
断
士
の
養

成
講
習
に
つ
い
て
は
茨
城
県
に
協
力
し
、
各
市
町
村
か

ら
依
頼
の
あ
っ
た
木
造
住
宅
耐
震
診
断
士
の
派
遣
要
請

や
空
き
家
対
策
の
無
料
相
談
会
へ
の
相
談
員
の
派
遣
に

つ
い
て
も
各
支
部
の
会
員
の
皆
様
の
協
力
に
よ
り
要
請

に
応
え
て
参
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
各
支
部
や
建
築
行
政
・
関
係
団
体
と
密
に

連
絡
を
取
り
合
っ
て
協
力
し
て
地
域
貢
献
活
動
を
実
施

し
、
一
般
社
団
法
人
と
し
て
地
域
社
会
の
健
全
な
発
展

に
一
層
寄
与
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
な
新
年
を
お
迎
え
の
こ

と
と
謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
茨
城
県
建
築
士
会
は
昭
和
26
年
（
１
９
５
１
年
）
に

誕
生
し
今
年
は
75
年
目
を
迎
え
る
団
体
で
ご
ざ
い
ま

す
。
今
日
ま
で
の
75
年
も
の
活
動
を
支
え
て
く
れ
た
の

は
、
地
域
に
根
差
し
た
活
動
を
継
続
さ
れ
て
き
た
各
支

部
会
員
の
皆
様
、
そ
し
て
関
係
各
位
の
ご
協
力
の
賜
で

あ
る
と
承
知
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
紙
面
を
お
借
り
し

ま
し
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
は
１
月
１
日
に
能
登
半
島
地
震
が
起
き

一
般
社
団
法
人
茨
城
県
建
築
士
会

 

会
　
長
　
柴
　
　
和
伸

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
清
々

し
い
新
年
を
お
迎
え
の
事
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　
常
日
頃
よ
り
、
行
政
の
皆
様
、
各

種
団
体
の
皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に

な
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
今
な
お
先
の
見
え
な
い
世

界
情
勢
の
中
、
国
内
で
は

食
料
品
を
は
じ
め
と
す
る

物
価
の
高
騰
が
続
き
、
建

設
資
材
の
高
騰

も
い
ま
だ
続
い

て
い
ま
す
。
建

設
業
界
で
は
昨

年
４
月
よ
り
始

ま
り
ま
し
た
２

０
２
４
年
問
題

へ
の
対
応
や
労

働
力
不
足
・
技

術
者
の
高
齢
化

な
ど
多
く
の
問

題
を
抱
え
て
い

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
清
々
し
い
新
年
を
お
迎

え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
豊
か
な
森
林
は
、

山
地
災
害
の
防
止
、
水
資

源
の
涵
養
、
二

酸
化
炭
素
の
吸

収
な
ど
、
私
た

ち
の
安
全
・
安

心
な
く
ら
し
を

守
る
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て

い
ま
す
。

　
森
林
資
源

は
、
今
、
立
木

を
伐
採
し
て
木

材
と
し
て
利
用

し
て
い
く
時
期

を
迎
え
ま
し

中
、
昨
年
６
月
に
国
会
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
、
新
・
担
い
手
３
法
が

私
た
ち
専
門
工
事
業
者
を
後
押
し

し
て
頂
け
る
と
考
え
ま
す
。
法
律

が
変
わ
っ
て
も
実
際
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
く
か
は
、
各
業
界
や
各

社
の
取
組
み
が
重
要
で
す
。

　
高
齢
化
が
進
み
若
手
の
入
職
率

が
低
下
し
て
い
る
今
、
私
た
ち
組

合
員
で
今
ま
で
以
上
に
連
携
を
強

化
し
て
諸
問
題
に
対
処
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
ほ
と
ん
ど
の
現
場
で
４

週
８
休
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
限

ら
れ
た
時
間
内
で
の
作
業
の
効
率

化
、
人
員
不
足
解
消
な
ど
、
一
層

の
連
携
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
当
組
合
で
は
、
今
年
（
社
）
茨

城
県
建
築
士
事
務
所
協
会
と
の
講

習
会
の
実
施
や
、
組
合
独
自
の
安

全
大
会
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

　
組
合
員
各
社
の
生
産
性
の
向

上
、
安
全
・
品
質
の
確
保
を
目
指

し
活
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
の

で
、
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
当
た
り
ま
し
て
、
皆
様

様
方
に
は
素
晴
ら
し
い
一
年
に
な

る
よ
う
、
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
ご

祈
念
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

本
年
も
よ
り
一
層
の
ご
指
導
ご
鞭

撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
申
し
上
げ
ま

す
。

た
。

　
森
林
は
再
生
可
能
な
資
源
で
あ

り
、
伐
採
後
に
再
造
林
し
て
、
育

て
て
い
く
こ
と
で
、
資
源
を
循
環

利
用
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
、
良

質
な
茨
城
県
産
木
材
を
安
定
的
に

供
給
し
て
い
く
林
業
・
木
材
産
業

が
持
続
的
に
成
長
・
発
展
し
て
い

く
こ
と
は
、
山
村
地
域
の
活
性
化

に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
県
産
木
材
を
公
共
施

設
や
商
業
施
設
な
ど
都
会
の
身
近

な
空
間
で
積
極
的
に
利
用
し
て
い

く
こ
と
、
木
造
建
築
を
拡
大
さ
せ

て
い
く
こ
と
は
、
脱
炭
素
社
会
、

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現

に
大
き
く
貢
献
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
私
た
ち
森
林
・
林
業
関
係
団
体

は
、
県
民
の
皆
様
と
共
に
森
林
を

守
り
育
て
、
森
林
と
人
と
が
調
和

し
た
「
み
ど
り
の
新
時
代
」
に
向

け
た
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
な
お
一
層
の
ご
支
援
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
様
方
の

ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
祈
念

し
ま
し
て
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

組合員同士の連携強化森林資源の循環利用の促進
茨城県鉄筋業協同組合公益社団法人茨城県森林・林業協会

理事長　海老澤　浩幸 理事長　石井　邦一

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
昨
年
の
５
月
に
会
長
に
就
任
し
初
め
て
新
し
い
年
を

迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
正
会
員
、
賛
助
会
員

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎

え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
４
月
に
は
協
会

創
立
40
周
年
記
念
事
業
を
無
事
執
り
行
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
協
会
活
動
に
ご
尽
力
い
た
だ
い

た
会
員
皆
様
方
、
ま
た
関
係
各
位
の
ご
協
力
の
賜
物
と

改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
そ
し
て
、
新
し
い
年
、
令
和
７
年
を
迎
え
ま
し
た

が
、
４
月
に
は
改
正
建
築
基
準
法
や
改
正
建
築
物
省
エ

ネ
法
が
全
面
施
行
さ
れ
ま
す
の
で
、
そ
の
対
応
と
し
て

茨
城
県
か
ら
の
要
請
に
よ
り
、
今
月
か
ら
一
般
財
団
法

人
茨
城
県
建
築
セ
ン
タ
ー
様
、
株
式
会
社
安
心
確
認
検

査
機
構
様
の
協
力
を
得
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
設
置

し
ま
し
た
。

　
更
に
、
設
備
設
計
事
務
所
や
構
造
設
計
事
務
所
と
の

協
力
体
制
を
構
築
す
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
支
援
セ
ン
タ
ー

や
若
者
向
け
サ
ロ
ン
を
設
立
し
、
業
界
全
体
の
課
題
で

あ
る
高
齢
化
対
策
、
若
者
へ
の
建
築
士
の
魅
力
発
信
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
若
手
建
築
士
の
協
会
へ
の
入
会
さ

ら
に
は
協
会
活
動
の
活
性
化
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
ら
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
何
よ
り
会

員
の
皆
様
の
力
の
結
集
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご

協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
結
び
に
な
り
ま
す
が
、
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し

て
、
よ
り
良
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
ご
祈
念
申

し
上
げ
、
年
頭
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

サポートセンター設立
一
般
社
団
法
人
茨
城
県
建
築
士
事
務
所
協
会
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様

方
に
は
、
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
清
々
し
い
新
春
を
お
迎

え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
昨
年
は
、

当
事
業
協
同
組
合
の
運
営
に
当
た
り
ま
し
て
、
格
別
な

ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　
さ
て
、
我
が
国
の
地
形
は
急
峻
で
あ
り
地
震
や
火
山

活
動
も
活
発
で
あ
る
に
に
加
え
て
、
梅
雨
や
台
風
時
期

に
は
線
状
降
水
帯
に
よ
り
集
中
的
豪
雨
が
発
生
し
災
害

を
受
け
や
す
い
宿
命
を
背
負
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
頻
発
す
る
山
地
災
害
か
ら
将
来
に
渡
っ
て
地

域
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
「
緑
の
国
土
強
靭
化
」

を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
山
地
災
害
地
や
林
道
施
設
の

被
災
箇
所
の
早
期
復
旧
は
も
と
よ
り
、
中
長
期
的
な
視

点
に
た
っ
て
森
林
の
整
備
・
治
山
対
策
を
強
力
か
つ
継

続
的
に
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
過
疎
化
・
高
齢
化
が
進
行
し
て
い
る
山
村
地

域
の
経
済
を
下
支
え
し
回
復
さ
せ
て
い
く
た
め
に
も
、

森
林
資
源
の
循
環
利
用
を
通
し
て
林
業
の
成
長
産
業
化

の
実
現
に
向
け
、
更
に
は
国
民
病
と
も
言
わ
れ
て
い
る

ス
ギ
等
の
花
粉
症
に
対
す
る
発
生
源
対
策
と
し
て
、
高

齢
化
し
た
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
等
に
主
伐
の
増
加
に
伴
う
伐

採
跡
地
対
策
と
し
て
少
花
粉
性
ス
ギ
苗
等
の
植
栽
の
効

率
化
を
進
め
る
た
め
、
林
業
機
械
の
大
型
化
に
対
応
で

き
る
林
道
等
の
整
備
・
改
良
を
推
進
し
て
い
く
事
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
当
協
同
組
合
員
は
、
山
間
部
の
厳
し
い

現
場
条
件
下
で
も
、
私
ど
も
が
将
来
に
向
け
て
地
域
の

安
全
・
安
心
な
生
活
を
維
持
・
確
保
す
る
実
行
・
担
い

手
と
し
て
の
意
識
を
持
っ
て
、
更
に
は
地
域
の
広
い
意

味
で
の
雇
用
の
受
け
皿
と
し
て
の
役
割
も
担
っ
て
い
て

山
村
経
済
の
一
助
と
な
る
よ
う
新
年
を
迎
え
て
強
く
意

識
し
活
動
す
る
決
意
を
新
年
を
迎
え
て
新
た
に
す
る
も

の
で
す
。

　
皆
様
方
に
は
、
な
お
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
皆
様
方
の
ご
健
勝
と
ご

発
展
を
心
か
ら
申
し
上
げ
て
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。                                  

緑の国土強靭化に向けて
茨
城
県
林
業
土
木
事
業
協
同
組
合

理
事
長
　
石
津
　
健
光

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　
日
頃
よ
り
、
茨
城
県
電

設
業
協
会
並
び
に
会
員
各

社
に
対
し
、
ご
支
援
ご
協

力
を
賜
り
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
も
ひ
と
ま

ず
は
落
ち
着
い

た
よ
う
で
、
今

年
こ
そ
生
活
の

リ
ズ
ム
が
取
り

戻
さ
れ
、
経
済

が
活
性
化
さ
れ

る
こ
と
が
望
ま

れ
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
ロ
シ

ア
・
ウ
ク
ラ
イ

ナ
等
の
戦
争
が

永
く
続
く
こ
と

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
お
健

や
か
に
新
し
い
年
を
お
迎
え
に
な
ら

れ
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
、
旧
年

中
は
当
組
合
の
事
業
運
営

に
対
し
ま
し
て
、
格
別

の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜

り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

昨
年
を
振

り
返
り
ま
す

と
、
能
登
半
島

地
震
や
日
向
灘

地
震
を
は
じ

め
、
集
中
豪
雨

に
よ
る
床
上
浸

水
や
土
砂
崩
れ

な
ど
自
然
災
害

に
よ
る
被
害
が

相
次
ぎ
、
改
め

に
よ
り
物
価
高
騰
や
建
設
資
材
不

足
等
が
工
事
の
遅
れ
に
繋
が
る
の

で
は
な
い
か
と
心
配
さ
れ
る
と
こ

ろ
で
す
。

　
昨
年
四
月
一
日
よ
り
建
設
業
界

だ
け
の
緩
和
措
置
が
撤
廃
さ
れ
、

週
休
二
日
制
や
残
業
時
間
等
が
法

的
に
厳
し
く
制
限
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
人
員
の
補
給
が
思
う
よ
う

に
進
ま
ず
、
現
場
の
遅
れ
に
悩
ま

さ
れ
る
状
況
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
働
き
方
改
革
の

実
を
上
げ
な
け
れ
ば
、
職
域
の
向

上
は
望
め
ま
せ
ん
し
、
若
い
人
が

好
ん
で
集
ま
っ
て
く
る
よ
う
に
は

な
ら
ず
、
関
連
業
種
の
皆
様
方
と

調
整
を
図
り
な
が
ら
、
更
な
る
創

意
工
夫
が
要
求
さ
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

　
本
年
も
若
年
労
働
者
の
確
保
と

次
世
代
を
担
う
技
術
者
の
育
成
に

努
め
、
業
界
全
体
の
技
術
向
上
の

邁
進
、
各
種
事
業
を
推
進
し
、
県

民
の
皆
様
に
ご
満
足
を
頂
け
る
よ

う
努
力
を
重
ね
て
参
り
ま
す
。

　
本
年
も
相
変
わ
ら
ず
の
ご
指
導

ご
鞭
撻
を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
と
共
に
皆
様
の
ご
健
勝
と

ご
多
幸
を
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ

年
頭
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

て
防
災
・
減
災
対
策
強
化
に
向
け

た
取
り
組
み
が
必
要
だ
と
認
識
致

し
ま
し
た
。
私
達
電
気
工
事
業
者

は
、
災
害
時
に
お
い
て
1
日
で
も

早
い
復
旧
を
目
指
し
作
業
に
着
手

し
て
い
く
の
で
す
が
、
一
方
で
、

作
業
員
の
高
齢
化
・
人
手
不
足
が

深
刻
化
し
て
き
て
お
り
ま
す
。
そ

う
し
た
中
、
当
組
合
で
は
人
材
確

保
育
成
事
業
の
一
環
と
し
て
、
県

内
の
工
業
高
校
へ
電
気
工
事
業
の

Ｐ
Ｒ
や
電
気
工
事
士
体
験
会
を
通

じ
て
高
校
生
と
の
交
流
・
意
見
交

換
会
の
継
続
的
実
施
を
し
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
今
後
は
小
中
学
生

へ
向
け
て
の
業
界
理
解
へ
の
取
組

み
や
若
年
か
ら
魅
力
あ
る
業
種
と

な
れ
る
よ
う
新
４
Ｋ
「
給
料
・
休

暇
・
希
望
・
カ
ッ
コ
イ
イ
」
の
実

現
に
向
け
取
組
ん
で
参
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方

の
ご
理
解
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
今
後
と
も
よ
り
一
層
の

ご
指
導
ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
の
ご
健

勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
致
し
ま
し

て
新
年
の
ご
挨
拶
を
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。

若者の集まる職域をめざし 人材確保と育成の推進
一般社団法人茨城県電設業協会

 会　長　大堀　康之
茨城県電気工事業工業組合

理事長　浅野　晃司

2025年（令和7年）建設関連団体トップの新春あいさつ2025年（令和7年）建設関連団体トップの新春あいさつ

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
新
年
を
お

迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
日
頃
よ
り
当

組
合
の
事
業
運
営
に
対
し
、
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
組
合
設
立
30
周
年
と
い
う
大
き
な
節
目
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
皆
様

の
ご
支
援
の
賜
物
と
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
当
組
合
で
は
秋
の
交
通
安
全
運
動
期
間
に
合
わ
せ
た

道
路
標
識
清
掃
点
検
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
、
建
設

フ
ェ
ス
タ
へ
の
出
展
参
加
等
に
よ
り
業
界
の
Ｐ
Ｒ
に
努

め
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
技
術
講
習
会
等
を
開
催
し
て

専
門
技
能
集
団
と
し
て
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
お

り
ま
す
。
昨
年
は
、
交
通
安
全
対
策
と
し
て
反
射
効
果

を
発
揮
す
る
貼
付
け
式
路
面
標
示
材
を
試
験
施
工
し
、

安
全
安
心
な
道
路
環
境
づ
く
り
に
貢
献
し
た
ほ
か
、
技

術
力
向
上
を
目
指
し
た
路
面
標
示
施
工
技
能
検
定
試
験

へ
の
協
力
や
、
身
近
な
も
の
に
な
り
つ
つ
あ
る
自
動
運

転
に
欠
か
せ
な
い
道
路
区
画
線
の
適
正
な
管
理
に
つ
い

て
の
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
組
合
員
の
更
な
る
技
術
力
等
の
向
上
を
目

的
と
し
た
講
習
会
等
を
開
催
す
る
な
ど
し
て
、
発
注
者

の
皆
様
に
安
全
・
安
心
な
工
事
と
、
よ
り
良
い
品
質
を

提
供
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
年
も
引
き
続
き
、
地
域
社
会
の
交
通
安
全
を
向
上

さ
せ
る
た
め
に
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
り
一

層
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
新
年
の
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

新たな一歩で地域社会に貢献
茨
城
県
交
通
安
全
施
設
業
協
同
組
合

 

理
事
長
　
小
又
　
　
純

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
益
々
ご
繁
栄
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。
平
素
は
茨
城
県
管
工
事
業
協
同
組
合
連

合
会
に
格
別
の
ご
配
慮
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
１
月
１
日
に
石
川

県
能
登
半
島
を
大
地
震
が
襲
い
、
甚
大
な
被
害
と
な

り
、
特
に
水
道
施
設
は
壊
滅
状
態
で
、
全
国
へ
復
旧
応

援
の
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。
茨
城
県
で
は
当
連
合
会
に

支
援
要
請
が
あ
り
、
２
月
か
ら
３
月
に
か
け
て
各
支
部

の
協
力
の
も
と
、
輪
島
市
の
応
急
復
旧
に
尽
力
い
た
し

ま
し
た
。
今
後
も
こ
の
様
な
災
害
支
援
要
請
に
対
し

て
、
今
回
の
経
験
を
生
か
し
迅
速
な
対
応
が
出
来
る
よ

う
努
め
て
参
り
ま
す
。

　
建
設
業
界
で
は
、
昨
年
４
月
か
ら
の
時
間
外
労
働
の

上
限
規
制
の
適
用
に
よ
り
、
長
時
間
労
働
の
是
正
に
よ

る
現
場
の
作
業
員
不
足
に
悩
む
業
者
も
多
く
、
適
正
な

工
期
延
長
等
の
改
革
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
若
年
入
職

者
不
足
は
会
社
の
死
活
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
業
界
で

は
若
者
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
設
備
技
術

を
紹
介
す
る
マ
ン
ガ
や
ビ
デ
オ
等
を
作
成
し
ア
ピ
ー
ル

を
し
て
お
り
ま
す
。

　
茨
城
県
管
工
事
業
協
同
組
合
連
合
会
は
ど
ん
な
災
害

が
発
生
し
た
と
し
て
も
、
県
民
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ

る
水
道
を
組
合
員
が
一
丸
と
な
っ
て
守
り
、
い
ち
早
く

復
旧
協
力
を
さ
せ
て
頂
く
所
存
で
す
。
今
後
と
も
、
関

係
各
位
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、

年
頭
に
当
た
り
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申

し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

命の水を守る使命
茨
城
県
管
工
事
業
協
同
組
合
連
合
会
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝

か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
平
素
よ
り
当
組
合
に
対
し
ま
し
て

は
、
格
別
な
る
ご
支
援
ご
協
力
を
賜

り
ま
し
て
、
厚
く
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
米
国
の
政
権

交
代
や
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ

イ
ナ
問
題
、
世
界
異
常

気
象
と
不
安
の

中
、
日
本
国
内

で
も
、
異
常
気

象
の
原
因
に
よ

り
自
然
災
害
の

発
生
や
真
夏
の

気
温
上
昇
に
加

え
、
凶
悪
な
事

件
が
起
こ
り
不

安
な
情
勢
も
あ

り
ま
す
が
、
衆

議
院
選
挙
の
終
了
や
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
が
戻
り
経
済
効
果
が
期
待
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
我
々
塗
装
業

界
に
お
き
ま
し
て
も
、
社
会
イ
ン

フ
ラ
を
図
る
べ
く
従
来
の
塗
装
全

般
は
元
よ
り
、
老
朽
化
対
策
が
急

が
れ
る
鋼
道
路
橋
や
コ
ン
ク
リ
ー

ト
橋
の
剥
落
防
止
、
そ
し
て
ス

ト
ッ
ク
さ
れ
た
建
築
物
な
ど
の
長

寿
命
化
工
事
に
加
え
、
環
境
保
全

に
対
応
し
た
塗
料
の
知
識
は
勿
論

の
事
、
低
汚
染
型
・
抗
ウ
イ
ル
ス

等
情
勢
に
合
わ
せ
て
社
会
に
貢
献

で
き
る
よ
う
に
、
日
々
研
究
・
研

修
を
重
ね
て
参
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
昨
今
塗
装
業
界
も
、
人
手
不

足
・
後
継
者
不
足
と
い
う
声
も
聞

こ
え
て
参
り
ま
す
。
社
会
貢
献
に

お
い
て
い
か
に
大
事
で
あ
る
か
、

魅
力
あ
る
業
界
で
あ
る
か
を
発
信

し
つ
つ
人
材
確
保
へ
向
け
て
努
力

し
て
参
り
ま
す
。
そ
し
て
、
皆
様

と
共
に
飛
躍
す
べ
く
邁
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
結
び
に
な
り
ま
す
が
、
皆
様
方

の
益
々
の
ご
多
幸
と
ご
活
躍
を

ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

更なる塗装業界の飛躍を
茨城県塗装工業組合

理事長　増田　勝人

　
新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
会
員
並
び
に
関
係
機
関
の
皆
様
に

は
、
日
頃
よ
り
当
協
会
の
事
業
運
営

に
ご
理
解
と
ご

支
援
を
賜
り
厚

く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　
当
協
会
は
、

測
量
体
験
学
習

や
防
災
講
座
の

実
施
、
建
設

フ
ェ
ス
タ
へ
の

参
加
な
ど
測
量

設
計
業
の
普
及

啓
発
事
業
を
長

年
継
続
し
て
実

施
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
会

員
は
、
研
鑽
を

積
み
新
技
術
の

習
得
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。
三
次

元
デ
ー
タ
作
成
を
進
め
る
た
め
、

ド
ロ
ー
ン
や
地
上
レ
ー
ザ
ス
キ
ャ

ナ
を
利
活
用
し
た
測
量
に
よ
り
得

た
成
果
を
基
に
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ

に
適
用
し
て
い
ま
す
。
近
年
多
発

し
大
規
模
化
し
て
い
る
洪
水
な
ど

の
自
然
災
害
に
対
し
て
は
、
復
旧

に
向
け
て
い
ち
早
く
取
り
組
み
、

初
動
調
査
・
測
量
調
査
・
査
定
設

計
な
ど
迅
速
な
対
応
に
よ
り
日
常

生
活
が
一
日
も
早
く
取
り
戻
せ
る

よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
茨
城
大
学
地
球
・
地
域
環
境
共

創
機
構
と
の
地
域
社
会
の
持
続
的

発
展
に
寄
与
す
る
た
め
の
調
査
研

究
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
情

報
交
換
を
基
に
今
年
度
は
具
体
的

に
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
県
土
発
展
の
基
盤

と
な
る
社
会
資
本
整
備
や
維
持
管

理
が
円
滑
に
推
進
さ
れ
る
よ
う
全

力
で
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
年
も
皆
様
の
ご
健
勝
と
益
々

の
ご
活
躍
を
祈
念
し
ま
し
て
、
新

年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す
。　

測量設計業の普及啓発
公益社団法人茨城県測量・建設コンサルタント協会

 会　長　伊藤　吉正

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年

は
、
業
界
に
と
っ
て
よ
り
よ
い
成
果
が
出
る
年
で
あ
り

ま
す
こ
と
願
っ
て
新
年
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
我
々
の
業
界
に
と
っ
て
共
通
の
懸
念
事
項
と

し
て
、
万
年
の
人
手
不
足
、
単
価
の
安
定
、
受
注
量
の

安
定
、
昨
年
４
月
よ
り
本
格
運
用
さ
れ
た
働
き
方
改
革

な
ど
な
ど
毎
日
頭
を
悩
ま
す
事
項
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。

　
新
年
で
す
の
で
懸
念
事
故
に
は
触
れ
た
く
な
い
も
の

で
す
が
、
人
手
不
足
に
関
し
て
は
、
魅
力
の
あ
る
職
場

環
境
の
構
築
が
早
い
段
階
で
必
須
と
思
い
ま
す
。

　
我
々
の
業
界
は
、
な
か
な
か
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
、

機
器
、
機
械
な
ど
に
置
き
換
え
に
く
い
業
界
で
す
。
そ

こ
で
他
の
業
界
で
空
い
た
人
手
を
確
保
、
外
国
人
労
働

者
も
お
互
い
Ｗ
ｉ
ｎ

－

Ｗ
ｉ
ｎ
の
環
境
で
で
き
る
構
造

を
確
保
で
き
る
よ
う
に
し
な
い
と
い
け
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

　
人
材
を
安
定
確
保
す
る
た
め
に
も
単
価
の
安
定
が
必

要
で
す
。
会
社
の
資
本
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。
賃
金
を

上
げ
る
よ
り
物
価
や
為
替
の
安
定
が
急
務
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
為
替
を
も
う
少
し
良
い
水
準
に
も
っ
て
い

き
原
料
を
輸
入
に
頼
る
日
本
の
物
価
を
安
定
さ
せ
る
、

輸
出
に
頼
る
日
本
の
企
業
を
守
る
政
策
に
期
待
し
ま

す
。
そ
れ
が
で
き
れ
ば
単
価
も
安
定
す
る
の
で
は
と
思

い
ま
す
。

　
役
所
の
発
注
を
見
て
も
例
年
平
均
化
を
す
る
こ
と
に

よ
り
、
ま
た
、
発
注
時
期
を
分
散
し
て
た
た
き
合
い
の

な
い
入
札
環
境
が
必
要
で
す
。
例
年
発
注
量
を
安
定
す

れ
ば
慌
て
て
安
い
金
額
で
仕
事
を
確
保
せ
ず
と
も
好
い

し
、
発
注
時
期
を
分
散
化
す
れ
ば
少
な
い
人
出
で
回
す

こ
と
も
可
能
に
な
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

　
働
き
方
改
革
は
、
あ
る
意
味
働
く
自
由
も
奪
っ
て
い

る
側
面
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
以
前
の
収
入
を
当
て
に
し

て
生
活
基
盤
を
計
画
し
て
き
た
人
た
ち
か
ら
見
る
と
生

活
基
盤
を
壊
さ
れ
た
感
、
わ
れ
わ
れ
の
業
界
か
ら
す
る

と
、
さ
ら
な
る
多
層
化
に
発
展
す
る
懸
念
が
あ
り
ま

す
。
下
へ
行
け
ば
下
へ
行
く
ほ
ど
単
価
が
き
つ
く
な
る

の
で
自
然
と
単
価
上
昇
に
至
り
、
受
注
業
者
の
財
政
を

ひ
っ
迫
す
る
恐
れ
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
こ
う
し
て
み
る
と
緊
急
の
課
題
が
多
く
あ
り
、
果
た

し
て
生
き
残
れ
る
か
心
配
に
な
り
ま
す
が
、
前
を
見
て

一
つ
ず
つ
研
鑽
し
地
盤
を
固
め
、
一
歩
一
歩
歩
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
乱
文
乱
筆
と
な
り
ま
し
た
が
新
年
の
あ
い
さ
つ
に
代

え
た
い
と
存
じ
ま
す
。

魅力のある職場環境の構築へ
茨
城
県
防
水
工
事
業
連
合
会

 

会
　
長
　
神
原
　
陽
一

2025年（令和7年）建設関連団体トップの新春あいさつ2025年（令和7年）建設関連団体トップの新春あいさつ

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
近
年
の
建
設
市
況
は
、
工
事
規
模
が
大
き
く
な
る
一

方
、
技
術
者
・
職
人
の
高
齢
化
、
若
年
層
の
建
設
業
離

れ
等
に
よ
り
人
材
の
確
保
が
非
常
に
難
し
く
な
る
な

ど
、
技
術
者
不
足
の
問
題
が
顕
在
化
し
て
お
り
ま
す
。

建
設
コ
ス
ト
の
高
騰
も
続
い
て
お
り
、
加
え
て
、
昨
年

４
月
か
ら
の
建
設
業
に
お
け
る
時
間
外
・
休
日
労
働
の

上
限
規
制
の
適
用
開
始
（
２
０
２
４
年
問
題
）
に
よ

り
、
建
設
業
界
全
体
で
の
技
術
者
不
足
は
よ
り
一
層
深

刻
な
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
斯
様
の
状
況
下
で

「
新
・
担
い
手
３
法
」
や
近
時
の
建
設
業
法
改
正
の
趣

旨
を
尊
重
し
、
建
設
業
法
、
下
請
法
等
の
関
係
法
令
を

遵
守
し
つ
つ
、
上
記
２
０
２
４
年
問
題
を
乗
り
超
え
る

た
め
に
、
昨
年
よ
り
茨
城
県
内
で
も
建
設
業
関
連
団
体

の
横
断
的
な
協
議
会
も
開
催
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
私
ど
も
建
築
鉄
骨
製
造
業
（
以
下
鉄
骨
フ
ァ
ブ
）
と

い
た
し
ま
し
て
も
、
２
０
２
４
年
問
題
に
対
応
す
る
た

め
に
慣
例
化
し
長
年
の
課
題
で
あ
る
「
鉄
骨
製
作
に
必

須
で
あ
る
施
工
図
・
加
工
図
承
認
の
遅
延
問
題
」
の
解

消
へ
向
け
て
、
上
部
団
体
で
あ
る
一
般
社
団
法
人
全

国
鐵
構
工
業
協
会
を
中
心
に
、
全
国
的
に
要
望
活
動
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
建
設
業
界
や
社
会
の
皆
様
方
の
要
望
に

応
え
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
、
国
土
交
通
省
認

定
の
鉄
骨
製
作
工
場
性
能
評
価
制
度
を
遵
守
し
、
適
正

品
質
の
建
築
鉄
骨
供
給
に
鋭
意
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
何
卒
、
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
、
お
願
い

申
し
上
げ
新
年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

適正品質の建築鉄骨供給に努力
茨
城
県
鐵
構
工
業
協
同
組
合
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
平

素
は
茨
城
県
空
調
衛
生
工
事
業
協
会

の
事
業
に
、
深
い
ご
理
解

と
ご
支
援
を
賜
り
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年

を
振
り
返
り
ま

す
と
、
元
日
に

能
登
地
方
を
大

地
震
が
襲
い
、

９
月
に
は
豪
雨

土
砂
災
害
と
続

け
て
災
害
が
発

生
し
た
ほ
か
、

日
本
以
外
で
も

世
界
中
で
自
然

災
害
が
多
発
い

た
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
は
、
世

界
各
地
の
戦
争
な
ど
の
長
期
化
に

よ
る
人
為
的
な
影
響
も
含
め
、
地

球
温
暖
化
が
世
界
経
済
活
動
に
も

大
き
く
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま

す
。
こ
の
様
な
状
況
下
で
、
日
本

で
は
石
破
茂
新
総
理
、
ア
メ
リ
カ

で
は
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
新
大

統
領
が
誕
生
し
、
二
人
に
は
国
内

外
の
課
題
解
決
の
手
腕
に
期
待
す

る
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
後
、
業
界
が
若
者
に
選
択
さ

れ
る
に
は
、
新
４
K
（
給
与
が
良

い
・
休
暇
が
取
れ
る
・
希
望
が
持

て
る
・
か
っ
こ
い
い
）
の
業
界
と

な
る
事
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。
当

協
会
は
地
域
の
基
本
イ
ン
フ
ラ

を
支
え
る
役
割
を
担
っ
て
お
り
、

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
や
技
術

者
の
育
成
の
ほ
か
、
Ｄ
Ｘ 
・
Ｂ

Ｉ
Ｍ
・
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
な
ど
の
技
術
や

情
報
提
供
を
関
係
機
関
、
関
連
団

体
と
協
力
を
し
、
業
界
全
体
の
発

展
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
当
協
会
に
対
し
ま
し

て
、
引
き
続
き
の
ご
指
導
ご
鞭
撻

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
る
と
と
も
に
、
皆
様
の
ご
健
勝

と
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま

し
て
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。

希望のある業界へ向けて
一般社団法人茨城県空調衛生工事業協会

 会　長　植田　俊二

激動の時代、Passionで“待遇改善” 

　
協
会
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
「
魅
力
と
働
き
甲

斐
」
に
つ
い
て
は
、
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
の
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
を
活
用
し
て
い
く
と
共
に
、
県
内

の
土
木
系
学
科
の
あ
る
高
校
や
大
学
で
説
明
会
な
ど
を

継
続
的
に
実
施
・
展
開
し
て
お
り
ま
す
。「
待
遇
改
善
」

に
つ
い
て
は
、「
完
全
週
休
２
日
制
の
実
施
、
休
日
出

勤
・
時
間
外
労
働
の
削
減
」
等
を
維
持
・
継
続
す
る
た

め
に
関
係
各
所
と
の
意
見
交
換
会
な
ど
や
技
術
者
設
計

単
価
の
ア
ッ
プ
や
適
正
工
期
の
設
定
・
改
善
を
要
請
し

て
お
り
ま
す
。

　
協
会
は
『
地
元
に
精
通
し
小
回
り
が
効
き
、
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
な
対
応
が
良
い
』
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ

の
為
に
、
働
き
方
改
革
や
人
材
確
保
・
技
術
者
育
成
の

強
化
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
生
産
性
向
上
を
目
指
す

建
設
Ｄ
Ｘ
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
な
ど
へ
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
i

－ 

Ｃ
ｏ
ｎ
技
術
の
導
入
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
効

率
化
を
進
め
る
た
め
の
技
術
研
修
会
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
関
し

て
は
建
設
業
界
と
の
意
見
交
換
や
モ
デ
ル
施
工
見
学
会

な
ど
を
実
施
し
、
幅
広
い
知
識
と
技
術
力
の
向
上
も

図
っ
て
お
り
ま
す
。
更
に
、
河
川
業
務
に
関
す
る
技
術

の
習
得
を
目
指
し
て
今
年
度
よ
り
「
河
川
研
究
会
」
を

発
足
さ
せ
、
技
術
者
の
育
成
・
技
術
力
向
上
・
有
資
格

者
の
増
加
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
の
河

川
業
務
に
お
け
る
受
注
拡
大
を
目
指
し
て
日
々
精
進
し

て
お
り
ま
す
。

　
激
動
の
世
の
中
に
お
い
て
も
『
技
術
力
を
上
げ
、
質

の
向
上
を
図
り
、
県
内
の
建
設
コ
ン
サ
ル
業
務
を
自
分

た
ち
で
完
結
す
る
こ
と
の
で
き
る
人
財
確
保
』
を
目
指

し
、
地
域
社
会
へ
の
貢
献
や
持
続
可
能
な
業
界
と
し
て

確
固
た
る
地
位
を
確
立
出
来
る
様
に
し
て
行
く
所
存
で

す
。

　
最
後
に
、
今
年
は
巳
年
で
す
。
巳
年
の
特
徴
は
『
野

心
的
で
自
己
実
現
へ
の
強
い
願
望
を
持
ち
、
目
標
に
対

し
て
非
常
に
熱
心
で
キ
ャ
リ
ア
や
個
人
的
な
成
果
を

追
求
す
る
こ
と
に
情
熱
を
注
ぐ
』
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
協
会
も
「
野
心
的
な
Ｐ
ａ
ｓ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ
」
で
果
敢

に
「
待
遇
改
善
」
を
し
、
激
動
の
時
代
を
生
き
抜
い
て

ゆ
け
る
魅
力
と
働
き
甲
斐
の
あ
る
業
界
に
な
る
た
め
に

も
、
引
き
続
き
関
係
各
位
の
ご
指
導
ご
支
援
を
賜
り
ま

す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様

に
は
お
だ
や
か
な
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
格
別
の
ご
支
援
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
は
元
日
の
能
登
半
島
地
震
や
９
月
の
奥

能
登
豪
雨
と
い
う
甚
大
な
自
然
災
害
が
起
き
、
ま
た
、

全
国
的
に
は
地
球
温
暖
化
に
よ
る
夏
場
の
酷
暑
や
11
月

に
な
っ
て
も
夏
日
が
記
録
さ
れ
る
と
言
っ
た
異
常
気
象

に
見
舞
わ
れ
、
生
命
や
財
産
が
脅
か
さ
れ
る
と
共
に
、

生
活
基
盤
で
あ
る
住
宅
や
社
会
イ
ン
フ
ラ
な
ど
が
大
き

な
リ
ス
ク
に
さ
ら
さ
れ
る
経
済
的
損
失
を
引
き
起
こ
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
状
況
を
踏
ま
え
て
「
国
土
強
靭
化
計
画
」

の
元
、
自
然
災
害
に
強
い
国
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
を

目
指
し
、
被
害
を
最
小
限
に
留
め
る
た
め
の
防
災
・
減

災
対
策
な
ど
の
取
り
組
み
が
各
地
で
な
さ
れ
て
お
り
、

我
々
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
界
に
求
め
ら
れ
る
要
求

や
役
割
が
よ
り
い
っ
そ
う
増
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

予
想
以
上
の
ス
ピ
ー
ド
で
人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
が

進
み
、
技
術
者
の
確
保
が
困
難
な
状
況
に
直
面
し
て
お

り
ま
す
。
そ
の
様
な
中
、「
地
域
の
守
り
手
」
と
し
て

迅
速
な
復
旧
・
復
興
支
援
を
行
い
、
災
害
対
応
や
イ
ン

フ
ラ
整
備
で
社
会
貢
献
を
す
る
た
め
に
も
「
地
域
の
担

い
手
」
を
地
道
に
確
保
し
て
ゆ
く
対
策
を
講
じ
て
行
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
課
題
解
決
に
向
け
て
は
、
い
か
に
魅
力
が
あ
り
働
き

甲
斐
が
あ
る
業
界
で
あ
る
か
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
こ

と
と
「
建
設
業
の
２
０
２
４
年
問
題
」
を
踏
ま
え
た

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
推
進
さ
せ
た
待
遇
改
善
が

重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

一
般
社
団
法
人
茨
城
県
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
協
会

 

会
　
長
　
橋
本
　
義
隆

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
お
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ

と
と
存
じ
ま
す
。
平
素
よ
り
茨
城
県

砕
石
事
業
協
同
組
合
の
事

業
に
格
別
な
ご
支
援
を
賜

り
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
１
月

１
日
に
能
登
半

島
地
震
、
そ
の

後
の
豪
雨
災
害

な
ど
各
地
で
災

害
が
発
生
し
ま

し
た
が
、
災
害

発
生
時
に
不
可

欠
な
砕
石
は
需

要
の
減
少
に
加

え
、
再
生
材
の

優
先
使
用
が
定

着
化
し
、
燃
料
及
び
資
・
機
材
の

高
騰
、
生
産
コ
ス
ト
の
上
昇
、
さ

ら
に
昨
年
施
行
の
輸
送
関
連
の
時

間
外
規
制
等
に
よ
る
輸
送
コ
ス
ト

の
上
昇
も
あ
り
、
事
業
環
境
は
厳

し
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
な
か
、
こ
れ
ま
で

我
が
国
の
社
会
資
本
整
備
等
を
支

え
て
き
た
砕
石
業
界
は
、
さ
ら
な

る
技
術
力
の
向
上
、
徹
底
し
た
コ

ス
ト
削
減
に
よ
る
経
営
体
質
の
強

化
を
図
り
、
砕
石
の
安
定
供
給
を

通
じ
て
防
災
・
減
災
・
国
土
強
靭

化
と
地
域
振
興
に
貢
献
し
て
い
く

た
め
、
将
来
に
わ
た
っ
て
経
営
を

維
持
し
、
収
益
の
回
復
に
資
す

る
、「
働
き
方
改
革
」、「
若
手
人

材
確
保
」
等
を
意
識
し
た
経
営
方

針
の
確
立
等
を
業
界
全
体
で
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
今
後
と
も
当
組
合
の
事
業
活
動

に
つ
き
ま
し
て
、
皆
様
方
の
特
段

の
ご
支
援
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
と

と
も
に
、
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈

念
申
し
上
げ
ま
し
て
新
年
の
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

砕石の安定的な供給へ
茨城県砕石事業協同組合

 理事長　長谷川　大紋

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
新
年
を
お

迎
え
に
な
ら
れ
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
平
素
よ
り
当
協
会
に
対
し
ま
し
て
格
別
な
ご
支
援

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
こ
と
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　
さ
て
、
昨
年
は
我
々
の
組
織
を
、
協
同
組
合
か
ら
一

般
社
団
法
人
へ
と
組
織
変
更
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
我
々
の
組
織
を
よ
り
公
的
な
組
織
に
し
て
い
き
た

い
と
い
う
思
い
と
、
我
々
の
上
部
団
体
で
あ
る
公
益
社

団
法
人
全
国
解
体
工
事
業
団
体
連
合
会
の
総
会
に
お
い

て
各
県
の
加
入
団
体
は
、
組
織
、
名
称
を
統
一
し
て
活

動
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
の
総
会
決
議
が
な
さ
れ
て

お
り
ま
し
た
。
茨
城
に
お
い
て
も
、
よ
り
公
的
な
、
そ

し
て
全
国
的
な
組
織
体
と
し
て
活
動
し
て
参
る
べ
く
組

織
変
更
を
行
っ
た
と
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
我
々
は
、
今
出
来
る
こ
と
を
一
つ
一
つ
積
み
重
ね

「
解
体
工
事
業
」
が
建
設
業
界
の
中
で
確
固
た
る
地
位

と
信
用
を
勝
ち
取
っ
て
い
く
た
め
に
様
々
な
活
動
や
努

力
を
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め

に
も
、
協
会
員
が
一
丸
と
な
っ
て
、
よ
り
一
層
の
努
力

と
研
鑽
を
積
み
重
ね
、
解
体
工
事
業
と
し
て
の
知
識
や

技
術
を
持
た
な
い
業
者
と
は
一
線
を
画
し
、
環
境
保
全

を
含
め
た
最
先
端
か
つ
最
適
な
解
体
施
工
技
術
を
提
供

し
、
真
の
意
味
で
の
「
解
体
工
事
業
」
の
確
立
、
そ
し

て
更
な
る
発
展
を
目
指
し
、
未
来
の
子
供
た
ち
に
誇
れ

る
業
界
に
な
る
た
め
に
活
動
し
て
参
り
ま
す
。

　
ま
た
、
会
員
企
業
は
、
重
機
・
ダ
ン
プ
・
回
送
車
な

ど
を
保
有
し
て
お
り
、
迅
速
に
、
的
確
に
災
害
に
対
応

で
き
る
体
制
を
整
え
た
団
体
だ
と
自
負
し
て
お
り
、
災

害
発
生
時
は
最
大
限
の
復
旧
・
復
興
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
し
、
取
り
組
ん
で
ま
い

る
所
存
で
す
。

　
今
後
と
も
、
よ
り
一
層
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
方
の
ご
健
勝
と
ご
多

幸
を
心
か
ら
ご
祈
念
致
し
ま
し
て
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

解体工事業の発展を目指して
一
般
社
団
法
人
茨
城
県
解
体
工
事
業
協
会

会
　
長
　
髙
野
　
竜
也

益　子　　　勇
浅　川　清　司
瀧　　　文　雄
千　葉　和　男

井　坂　陽　介
宇　野　光　雄

梅　原　基　弘支 部 長

副支部長
同

田　口　誠　壽
根　本　勝　義
木　村　　　晃
大　貫　茂　男
西　山　　　孝

田　口　恵一郎支 部 長
副支部長
同
同
同
同

竜ケ崎支部
細　谷　武　史支 部 長

松　浦　一　久
熱　田　勝　義
佐々木　孝　夫

副支部長
同
同

松　﨑　里　志支 部 長

小　山　竜　男
阪　口　樹　利

副支部長
同

羽　生　義　隆支 部 長

伊　東　久　夫
高　橋　修　一
藤　枝　洋　二

副支部長
同
同

鈴　木　一　良
中　野　　　章
迫　　　祥三郎

秋　山　光　伯

新　井　　　孝支 部 長

小　澤　　　勲
野　口　惠　夫
髙　橋　　　正
菊　地　和　幸

副支部長
同
同
同

支 部 長 中川原　　　勇

山　本　宗　一
染　谷　正　美
大　坂　　　勇

副支部長
同
同

大　内　康　意
仲　川　　　孝

支 部 長

副支部長
同

白　田　唯　雄 小　林　伸　行
斉　藤　　　実
吉　田　雅　幸
松　永　英　信
海老原　雅　夫
山　口　謙太郎

支 部 長
副支部長
　 同
　 同
　 同
　 同
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
２
０
２
５
年
の
新
春
を
迎
え
謹
ん

で
新
春
の
ご
祝
辞
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　
皆
様
方
に
は
大
変
す
が
す
が
し
い

新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。
昨
年
は
当
協
会
の
運

営
に
格
別
の
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

元
日
に
Ｍ
７
・
６
、
最
大
震
度
７
の

能
登
半
島
地
震
が
発
生
、
年
末
に
行

わ
れ
た
衆
議
院
議
員
選
挙
で
与
党
自

民
党
が
少
数
与
党
へ
転
落
、
ア
メ
リ

カ
大
統
領
選
挙
で
ト
ラ
ン
プ
大
統
領

の
返
り
咲
き
、
と
非
常
に
大
き
な
動

き
の
年
で
あ
り
、
本
年
に
ま
で
影
響

の
残
る
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　
設
計
業
界
で
は
１
月
に
「
設
計
業

務
報
酬
基
準
」
と
「
官
庁
施
設
の
設

計
業
務
報
酬
等
積
算
基
準
」
が
改
訂

さ
れ
、
新
し
い
設
計
業
務
報
酬
基
準

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
ま
た
４
月

か
ら
建
設
業
で
の
時
間
外
労
働
の
上

限
規
制
に
よ
る
４
週
８
休

の
完
全
実
施
が
始
ま
り
業

界
は
対
応
に
混
乱
し
て
お

り
ま
す
。

　
本
年
は
２
０
５
０
年
ま

で
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
を
目
指
し
進
め
ら
れ

て
い
る
省
エ
ネ
法
が
こ
の

４
月
１
日
か
ら
全
て
の
新

築
住
宅
・
非
住

宅
に
省
エ
ネ
基

準
適
合
義
務
が

始
ま
り
、
建
築

確
認
申
請
段
階

で
の
混
乱
が
想

定
さ
れ
、
具
体

的
な
準
備
が
必

要
と
思
わ
れ
ま

す
。

　
当
協
会
の
上

部
団
体
で
あ

る
（
一
社
）
日

本
設
備
設
計
事

務
所
協
会
連
合

会
（
以
下
日
設
事
連
）
で
は
、
設

備
設
計
事
務
所
は
現
実
に
建
築
物

の
設
計
に
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
重
要

な
分
野
を
業
務
と
し
て
実
施
し
て

い
る
が
、
建
築
士
事
務
所
と
異
な

り
、
そ
の
業
務
や
組
織
に
つ
い
て

の
法
的
な
位
置
づ
け
が
な
さ
れ
て

い
な
い
と
し
て
、
設
備
設
計
の
業

務
品
質
の
確
保
と
社
会
的
地
位
の

向
上
を
は
か
る
た
め
に
、
設
備
設

計
事
務
所
を
登
録
す
る
制
度
の
確

立
を
目
指
し
て
内
容
や
方
法
の
検

討
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
当
協
会
も
構
成
単
位
会
と
し
て

賛
同
し
、
設
備
設
計
業
務
及
び
業

界
の
中
長
期
的
な
将
来
像
や
、
当

面
の
事
務
所
登
録
制
度
へ
の
啓
蒙

や
、
意
見
交
換
な
ど
に
参
画
し
そ

の
一
翼
を
担
っ
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
特
に
登
録

し
管
理
す
る
こ
と
の
社
会
的
意
義

を
明
ら
か
に
し
、
参
加
事
務
所
を

増
や
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
会
員
の
皆
様
に
は
趣
旨
を

ご
理
解
い
た
だ
き
会
員
勧
誘
を
お

願
い
致
し
ま
す
と
と
も
こ
の
活
動

に
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　
昨
年
は
設
備
設
計
事
務
所
の
絶

対
数
が
足
り
な
い
こ
と
が
国
土
交

通
省
や
防
衛
省
な
ど
か
ら
指
摘
さ

れ
、
入
札
に
関
し
た
意
見
交
換
会

で
応
札
の
要
請
に
よ
り
、
会
員
へ

の
入
札
公
告
を
配
信
し
て
応
札
機

運
を
高
め
て
い
ま
す
。

　
設
備
設
計
事
務
所
の
絶
対
数
の

不
足
は
一
朝
一
夕
に
は
改
善
さ
れ

ず
こ
の
状
態
は
数
年
続
く
と
思
わ

れ
ま
す
。
設
備
設
計
事
務
所
が
現

在
の
業
務
を
誠
実
に
履
行
し
社
会

的
認
知
を
確
立
し
、
業
界
と
し
て

健
全
な
状
態
を
構
築
し
魅
力
あ
る

業
界
に
す
る
こ
と
が
そ
の
解
決
と

思
わ
れ
ま
す
。

　
本
年
も
会
員
の
皆
様
や
日
設
事

連
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し

国
土
交
通
省
、
茨
城
県
や
各
市
町

村
、
関
連
業
界
と
の
連
携
を
行
い

設
備
設
計
職
能
団
体
と
し
て
建
築

行
政
の
健
全
な
発
展
に
貢
献
し
、

併
せ
て
建
築
文
化
の
発
展
と
公
共

の
福
祉
に
寄
与
す
る
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
。
最
後
に
な
り
ま
す
が
本

年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
輝
か
し

い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
ご
祈
念

申
し
上
げ
ま
し
て
新
年
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。　

設備事務所登録制度構築をめざして
一般社団法人茨城県設備設計事務所協会

会　長　菊地　　繁

柔軟な対応力による業界発展

勢
が
複
雑
に
絡
み
合
い
、
こ
の
影
響
を
受
け
た
我
が
国

の
社
会
情
勢
も
決
し
て
安
寧
と
は
言
い
難
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。

　
以
上
を
鑑
み
れ
ば
、
今
後
の
我
々
警
備
業
界
を
取
り

巻
く
情
勢
も
、
こ
れ
ま
で
と
は
大
き
く
変
化
し
て
い
く

こ
と
は
明
白
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
変
化
に
対
し
、
敏
感

な
先
見
性
に
基
づ
く
柔
軟
な
対
応
力
を
強
化
し
て
事
業

展
開
し
、
業
界
の
更
な
る
発
展
を
期
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
為
に
は
、
従
前
当
業
界
が
採
っ
て
き
た
手
法
や

手
続
き
等
の
抜
本
的
見
直
し
、
人
手
不
足
解
消
の
発
想

転
換
に
よ
る
高
齢
者
や
女
性
の
活
躍
の
場
や
仕
組
み
の

整
備
、
青
年
部
会
の
更
な
る
活
性
化
に
よ
る
Ｄ
Ｘ
化
や

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
広
報
の
強
化
、
警
備
員
教
育
の
見
直

し
に
よ
る
資
質
と
能
力
の
更
な
る
向
上
等
に
つ
い
て
、

真
剣
に
考
え
実
行
に
移
す
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
ま
し
て
、
当
協
会
で
は
、
今
後
と

も
会
員
の
皆
様
の
メ
リ
ッ
ト
と
な
る
事
業
運
営
を
図
り

つ
つ
、
会
員
事
業
所
と
の
密
な
る
連
携
と
ご
協
力
を
得

な
が
ら
「
よ
り
質
の
高
い
安
全
で
安
心
で
き
る
警
備
業

務
」
の
提
供
に
努
め
、「
生
活
安
全
産
業
」
と
し
て
の

責
任
と
「
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
」
と
し
て
の
役

割
を
確
実
に
果
た
し
て
、
県
民
の
皆
様
の
信
頼
に
応
え

て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
本
年
が
皆
様
方
に
と
り
、
幸
多
く
素
晴
ら
し
い
年
と

な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様

に
は
輝
か
し
い
新
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
と
心
か

ら
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
旧
年
中
は
、
当

協
会
に
対
し
ま
し
て
、
格
別
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜

り
、
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
私
は
昨
年
の
総
会
に
お
い
て
当
協
会
会
長
の

大
役
を
仰
せ
つ
か
っ
て
以
降
、
初
の
新
年
を
迎
え
る
に

当
た
り
ま
し
て
、
所
信
の
一
端
を
申
し
上
げ
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
収
束
傾
向
か
ら
早
く
も
２
年
目
を

迎
え
、
昨
今
の
経
済
情
勢
は
以
前
の
活
気
を
取
り
戻

し
、
我
が
警
備
業
界
も
着
実
な
需
要
の
増
加
と
事
業
の

拡
大
に
よ
り
、
業
績
の
向
上
が
図
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
内
外
情
勢
を
見
ま
す
と
、
多
数
の

犠
牲
者
を
伴
う
終
わ
り
の
見
え
な
い
戦
争
、
相
互
に
相

容
れ
な
い
国
家
間
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
対
立
、
地
球
温
暖

化
に
よ
る
世
界
的
規
模
の
異
常
気
象
の
続
発
等
の
諸
情

一
般
社
団
法
人
茨
城
県
警
備
業
協
会

 

会
　
長
　
鴨
志
田
　
聡
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真剣にやって知恵を出す

会
的
使
命
と
心
得
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
深
刻
な
少

子
高
齢
化
の
進
展
等
に
よ
る
若
年
入
職
者
の
減
少
、
技

術
者
・
技
能
者
の
高
齢
化
、
技
術
・
技
能
の
蓄
積
・
継

承
の
困
難
化
へ
の
対
応
等
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま

す
。
異
常
な
猛
暑
に
よ
る
夏
季
の
野
外
作
業
へ
の
対
応

も
深
刻
な
問
題
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
様
な
状
況
だ
か
ら
こ
そ
、
野
球
で
活
躍
し
続
け

て
い
る
大
谷
翔
平
選
手
の
高
校
生
時
代
か
ら
の
座
右
の

銘
で
、
名
将
武
田
信
玄
の
言
葉
で
あ
る
「
真
剣
に
や
っ

て
い
た
ら
知
恵
が
出
る　
中
途
半
端
だ
と
愚
痴
が
出
る

　
い
い
加
減
だ
と
言
い
訳
ば
か
り
」
の
原
点
に
回
帰
し

て
、
当
協
会
も
研
修
や
講
習
等
に
よ
る
造
園
の
技
術
・

技
能
力
の
向
上
と
継
承
や
造
園
業
の
魅
力
の
発
信
等
、

業
界
発
展
の
た
め
会
員
一
同
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
変
わ
ら
ぬ
愛
願
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　
最
後
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
光
り
輝
き
大

き
く
飛
躍
で
き
る
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
い
た
し

ま
し
て
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
新
年
を
お

迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
昨
年
は
当
協

会
の
会
長
役
員
が
交
代
し
新
体
制
の
も
と
業
務
に
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
さ
て
、
美
し
い
都
市
の
風
景
づ
く
り
に
は
造
園
業

が
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
ま
す
。
造
園
建
設
業

は
公
園
や
街
路
樹
な
ど
の
緑
地
の
整
備
を
行
う
と
と
も

に
、
そ
れ
ら
を
適
切
に
維
持
管
理
し
て
い
く
こ
と
が
社

一
般
社
団
法
人
茨
城
県
造
園
建
設
業
協
会

 

会
　
長
　
水
庭
　
　
博

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
茨
城

県
板
金
工
業
組
合
を
代
表
し
、
謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶

を
申
し
上
げ
ま
す
。
組
合
員
の
皆
さ
ま
、
そ
し
て
関
係

各
位
に
は
、
日
頃
よ
り
ご
支
援
と
ご
尽
力
を
賜
り
、
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
２
０
２
５
年
は
、
建
築
板
金
業
界
に
と
っ
て
、
さ
ら

な
る
挑
戦
と
変
革
の
年
に
な
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
が
求
め
ら
れ
る
中
、
私
た
ち

は
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
建
築
や
環
境
に
配
慮
し
た
施
工
技
術

の
普
及
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
技

術
や
Ａ
Ｉ
の
活
用
が
進
む
現
代
に
お
い
て
、
業
界
全
体

の
生
産
性
向
上
と
競
争
力
強
化
を
目
指
す
こ
と
が
重
要

で
す
。

　
同
時
に
、
地
域
社
会
と
の
連
携
を
深
め
、
次
世
代
の

人
材
育
成
に
力
を
注
ぐ
こ
と
で
、
業
界
の
未
来
を
切
り

拓
い
て
ま
い
り
ま
す
。
組
合
員
の
皆
さ
ま
に
は
、「
挑

戦
」
と
「
協
力
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
共
に
新
し
い
価

値
を
創
造
し
て
い
く
一
年
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

　
本
年
も
茨
城
県
板
金
工
業
組
合
一
丸
と
な
り
、
皆
さ

ま
と
共
に
業
界
の
発
展
に
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

地域と共に次代へ躍進
茨
城
県
板
金
工
業
組
合

 

理
事
長
　
野
溝
　
年
成

茨城県建設業協会 土浦支部　つくば分会茨城県建設業協会 土浦支部　つくば分会
◎災害から人々の生活を守り、豊かな未来へと
　導いていく役割を担っています。
◎労働環境の改善、より一層の女性活躍の推進に
　努めています。

◎災害から人々の生活を守り、豊かな未来へと
　導いていく役割を担っています。
◎労働環境の改善、より一層の女性活躍の推進に
　努めています。

つくば市・つくばみらい市との防災協定締結つくば市・つくばみらい市との防災協定締結

 
つくばみらい地区

㈱ 赤 塚 土 木 興 業
伊 奈 工 業 ㈱
い な ほ 工 業 ㈱
オ ー ビ ー 建 設 ㈱
常 総 土 木 工 業 ㈱
㈱ 新 み ら い
塚 本 建 設 工 業 ㈱
常 磐 興 業 ㈱
㈱ 直 井 造 園 土 木
成 建 工 業 ㈱
成 島 建 設 ㈱

大 穂 地 区

久 保 谷 商 事 ㈱
㈱ 道 路 整 備
㈱ 中 城
㈱ 秀 商
㈱ 路 川 工 務 店
㈱ 満 重 機 土 木
吉 沼 造 園 土 木 ㈱
勝 工 業 ㈱
植 村 建 設 ㈱

浜 野 商 事 ㈱
原 信 田 建 設 ㈱
ヒ タ チ 緑 化 ㈱
㈱ 山 田 組
谷 原 建 設 ㈱
㈱ マ ヤ 建 設
㈲ 飯 塚 工 務 店
大 藤 建 設 ㈱

筑 波 地 区

池 田 技 建 工 業 ㈱
㈱ イ チ ム ラ
ス ズ キ 造 園 土 木 ㈱

東 亜 工 業 ㈱
㈱ ノ ジ リ 土 建
㈱ 日 の 丸 商 事
北 条 工 業 ㈱
㈱ 谷 口 工 務 店
㈱ 山 関 工 務 店

豊 里 地 区

㈱ 市 川 造 園 建 設
㈲ 稲 葉 工 業
大 山 建 工 ㈱
公 洋 建 設 ㈱
㈱ 対 崎 工 業

㈱ 村 上 工 務 店
㈲ 渡 辺 土 木

桜 地 区

飯 岡 建 設 ㈱
㈱ 大 津 建 設
五 頭 産 業 ㈱
㈱ つ く ば 開 発
ツクバメンテナンス㈱
㈱ 常 盤 工 務 店
㈱ 根 本 興 業
橋 本 造 園 土 木 ㈱
パ ル つ く ば ㈱

㈱ ム ラ ノ
㈲ 山 吉

茎 崎 地 区

㈱ 市 原 工 業
㈱ 成 財 基 業
㈱ 田 村 企 画
㈱ 中 泉 建 設
㈲ 長 谷 川 工 務 店
緑 化 植 産 ㈱

谷 田 部 地 区

浅 野 物 産 ㈱

㈱ 大 和 田 建 設
㈱ 貝 沢 造 園 土 木
㈱ 近 藤 工 務 店
㈱ 三 共 建 設
㈲ 節 和 建 設
㈱ 高 田 工 務 店
高 野 土 木 ㈱
㈱ 冨 田 興 業
㈱ 冨 田 工 務 店
㈱トヨシマ総合建設
㈱ 冨 晃
星 田 建 設 工 業 ㈱
筑南総合建設協同組合

写真提供：つくば市写真提供：つくば市
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各地で進む 学校施設の新設・増改築
　
日
立
市
は
、
日
立
特
別
支
援

学
校
（
鮎
川
町
３

－

11

－

２
）

の
再
整
備
を
実
施
す
る
。
市
は

校
舎
等
改
築
事
業
基
本
・
実
施

設
計
業
務
に
つ
い
て
、
２
０
２

４
年
度
に
設
計
者
選
定
に
係
る

公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
の
再
公

募
を
実
施
。
三
上
建
築
事
務

所
・
眞
建
築
設
計
室
Ｊ
Ｖ
を
優

先
候
補
者
に
選
定
し
た
。
今
後

に
つ
い
て
は
、
24
・
25
年
度
で

基
本
・
実
施
設
計
を
ま
と
め
、

26
年
度
か
ら
校
舎
等
の
改
築
・

　
土
浦
市
は
児
童
数
減
少
に
よ

る
課
題
解
消
の
た
め
、
上
大
津

東
小
学
校
と
菅
谷
小
学
校
を
統

合
し
た
上
大
津
小
学
校
の
整
備

を
進
め
て
い
る
。
校
舎
は
２

階
建
て
（
一
部
平
屋
）。
敷
地

全
周
に
歩
道
を
整
備
。
工
事
に

当
た
っ
て
は
仮
設
校
舎
は
建
設

せ
ず
に
既
存
校
舎
等
を
２
０
２

７
年
度
末
ま
で
使
用
す
る
方
針

だ
。
28
年
４
月
の
開
校
を
目
指

す
。

　
新
校
舎
は
上
大
津
東
小
学
校

の
敷
地
に
建
設
。
現
在
の
敷
地

の
北
側
を
拡
張
し
て
整
備
す
る

計
画
。
設
計
は
楠
山
設
計
・
須

藤
設
計
Ｊ
Ｖ
が
担
当
。

解
体
工
事
、
29
年
度
に
外
構
工

事
に
取
り
掛
か
る
見
込
み
だ
。

　
日
立
特
別
支
援
学
校
は
、
既

存
施
設
の
老
朽
化
・
狭
あ
い
化

が
見
ら
れ
、
障
害
の
重
度
化
や

医
療
的
ケ
ア
を
必
要
と
す
る
児

童
生
徒
の
受
入
れ
等
に
伴
う
課

題
も
生
じ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

課
題
解
決
に
向
け
、
施
設
の
改

修
と
一
部
増
改
築
を
視
野
に
入

れ
て
再
整
備
を
実
施
す
る
。

　
建
物
は
１
９
７
５
年
築
の
Ｒ

Ｃ
造
２
階
建
て
。
延
べ
床
面
積

３
８
５
４
㎡
、

敷
地
面
積
は
１

万
４
０
８
７

㎡
。

　
提
案
条
件

は
、
施
設
規
模

は
校
舎
８
１
０

０
㎡
程
度
（
階

数
は
提
案
と
す

る
）、
屋
内
運

動
場
８
０
０

㎡
（
倉
庫
を
含

む
）、
福
祉
避

難
所
用
備
蓄
倉

庫
50
㎡
程
度
、

児
童
ク
ラ
ブ
施

設
１
５
０
㎡
程

度
、
プ
ー
ル
付

帯
施
設
１
５
０

㎡
程
度
（
水
面

積
は
１
０
０
㎡

程
度
）。

　
ま
た
、
校

　
北
側
に
校
舎
と
屋
内
運
動
場

を
集
約
し
、
南
側
に
グ
ラ
ウ

ン
ド
を
設
け
る
。
工
事
中
も
既

存
の
校
舎
等
は
運
営
し
て
い
く

が
、
一
部
の
既
存
校
舎
は
本
体

工
事
の
前
に
解
体
す
る
。
建
設

中
の
学
校
運
営
動
線
と
工
事
動

線
は
明
確
に
区
別
。
28
年
度
の

開
校
後
に
既
存
校
舎
や
体
育
館

な
ど
を
解
体
。
児
童
ク
ラ
ブ
は

築
年
数
の
新
し
い
既
存
校
舎
を

改
修
し
て
利
用
す
る
計
画
だ
。

　
屋
内
運
動
場
は
ス
テ
ー
ジ
背

面
に
窓
を
設
け
、
屋
内
運
動

場
の
控
え
室
と
し
て
使
用
で
き

る
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
室
も
設
置
す

る
。

着
手
す
る
計
画
だ
。

　
敷
地
面
積
は
３
万
５
２
２
７

㎡
。
用
途
地
域
は
第
１
種
中
高

層
住
居
専
用
地
域
。
学
区
域
の

吉
田
小
学
区
、
酒
門
小
学
区
、

吉
沢
小
学
区
は
、
宅
地
造
成
な

ど
で
児
童
生
徒
数
が
増
加
傾
向

に
あ
り
、
敷
地
内
に
新
た
な
校

舎
を
増
築
し
て
対
応
す
る
。

　
増
築
規
模
は
約
１
２
０
０

㎡
。
新
た
な
校
舎
は
校
舎
の
西

側
、
正
門
近
く
の
駐
車
場
と
し

て
利
用
し
て
い
る
部
分
に
建
設

す
る
予
定
。
既
存
校
舎
と
は
渡

り
廊
下
で
接
続
す
る
。

　
内
部
に
は
特
別
教
室
（
図
書

室
、
木
工
室
、
被
服
室
）、
各

準
備
室
、
多
目
的
室
（
２
室
）、

会
議
室
、
男
女
ト
イ
レ
（
各
階

に
設
置
）、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
な

ど
を
配
置
す
る
予
定
。
実
施
設

計
に
は
既
存
校
舎
ま
で
の
渡
り

廊
下
や
建
屋
廻
り
の
外
構
も
含

ま
れ
て
い
る
。

と
し
て
は
、
校
舎
と
体
育
館
を

一
体
と
す
る
こ
と
と
併
せ
て
、

教
室
等
の
配
置
を
ロ
の
字
型
に

す
る
こ
と
で
、
コ
ン
パ
ク
ト
に

集
約
し
た
校
舎
と
な
る
。
ま
た

吹
き
抜
け
が
あ
っ
て
明
る
い
昇

降
口
、
み
ん
な
で
集
ま
れ
る
場

所
と
な
る
よ
う
な
中
庭
を
設
け

て
い
く
。
十
分
に
採
光
が
取
れ

て
明
る
く
、
風
通
し
の
よ
い
校

舎
に
な
っ
て
い
く
予
定
だ
。

　
加
え
て
、
柱
、
梁
な
ど
の
躯

体
、
内
装
の
木
質
化
に
県
産
木

材
を
活
用
。
木
の
温
も
り
を
生

か
し
た
校
舎
と
し
て
い
く
考
え

だ
。

設
校
を
配
置
し
、
中
学
校
と
渡

り
廊
下
で
繋
ぐ
こ
と
で
施
設
一

体
型
と
す
る
。

　
新
設
校
の
校
舎
は
２
階
建

て
、
延
べ
床
面
積
８
５
０
０
～

９
８
０
０
㎡
を
想
定
。
普
通
教

室
、
各
種
特
別
教
室
、
ワ
ー
ク

ス
ペ
ー
ス
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

教
育
等
を
行
う
メ
デ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
、
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
な
ど
の

機
能
を
備
え
る
。

プ
検
討
委
員
会
と
り
ま
と
め
」

で
定
義
す
る
Ｚ
Ｅ
Ｂ
Ｒ
ｅ
ａ
ｄ

ｙ
の
建
築
物
と
す
る
。
ま
た
、

太
陽
光
発
電
設
備
及
び
蓄
電
池

を
設
け
る
こ
と
（
30 

kW
程
度
）

も
定
め
た
。

　
想
定
事
業
費
は
38
億
円
程
度

（
既
存
建
物
の
解
体
工
事
費
、

外
構
工
事
費
、
仮
設
校
舎
賃
貸

借
等
を
除
く
）
を
見
込
ん
で
い

る
。

　
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し

て
、
24
・
25
年
度
の
２
カ
年
で

実
施
設
計
を
ま
と
め
、
校
舎
等

の
改
築
・
解
体
工
事
を
26
年
度

か
ら
28
年
度
の
３
カ
年
、
外
構

工
事
を
29
年
度
で
実
施
す
る
。

28
年
度
の
開
校
を
目
標
に
事
業

を
進
め
て
い
く
。

　
県
は
、（
仮
称
）
神
栖
特
別

支
援
学
校
校
舎
を
整
備
す
る
。

県
立
学
校
校
舎
建
設
工
事
請
負

契
約
と
し
て
（
仮
称
）
神
栖
特

別
支
援
学
校
の
校
舎
建
設
に
係

る
工
事
請
負
契
約
締
結
に
向

け
、
債
務
負
担
行
為
で
限
度
額

33
億
４
０
３
１
万
７
０
０
０
円

（
２
０
２
５
～
26
年
度
）
を
設

定
。
早
け
れ
ば
２
月
に
建
築
工

事
を
公
告
す
る
見
通
し
だ
。

　（
仮
称
）
神
栖
特
別
支
援
学

校
は
、
鹿
行
地
域
で
唯
一
の
特

別
支
援
学
校
で
あ
る
鹿
島
特
別

支
援
学
校
の
生
徒
数
の
増
加
に

対
応
す
る
た
め
、
神
栖
市
内
へ

新
た
な
特
別
支
援
学
校
を
新
設

す
る
も
の
。
現
時
点
で
鹿
島
特

別
支
援
学
校
は
、
３
０
０
人
を

超
え
る
大
規
模
校
と
な
っ
て
い

る
。

　
神
栖
特
別
支
援
学
校
の
整
備

場
所
は
神
栖
市
須
田
４
１
１
７

他
12
筆
。
建
物
の
規
模
は
校
舎

が
６
７
０
０
㎡
、
体
育
館
が
７

６
８
㎡
を
想
定
。
若
松
運
動
場

隣
接
地
の
市
有
地
を
市
か
ら
借

り
受
け
て
建
設
す
る
。
敷
地
面

積
は
２
万
㎡
程
度
。
設
計
は
横

見
込
み
。
外
構
工
事
の
完
了
は

27
年
10
月
を
目
指
す
。

　
25
年
度
前
半
に
施
工
業
者
の

選
定
を
行
い
た
い
考
え
で
、
そ

れ
ま
で
に
実
施
設
計
を
ま
と
め

て
い
く
。
設
計
業
務
は
㈱
桂
設

舎
の
19
号
棟
に
つ
い
て
は
新
耐

震
基
準
を
満
た
し
て
い
る
た
め

解
体
せ
ず
、
長
寿
命
化
改
修
工

事
を
実
施
。
新
校
舎
お
よ
び
屋

内
運
動
場
は
、
既
存
校
舎
が
位

置
す
る
敷
地
西
側
へ
の
配
置
を

原
則
と
す
る
こ
と
を
定
め
て
い

る
。

　
校
舎
・
屋
内
運
動
場
の
構
造

な
ど
は
Ｒ
Ｃ
造
を
基
本
と
し

て
、
経
済
産
業
省
資
源
エ
ネ
ル

ギ
ー
庁
「
Ｚ
Ｅ
Ｂ
ロ
ー
ド
マ
ッ

　
外
構
で
は
、
敷
地
全
周
に
幅

２
ｍ
以
上
の
歩
道
を
整
備
。
子

ど
も
農
園
や
低
学
年
の
庭
、
里

山
ガ
ー
デ
ン
な
ど
を
設
置
す

る
。
既
存
の
桜
並
木
は
伐
採

し
、
校
舎
内
に
使
用
す
る
。
住

宅
地
と
の
間
に
は
「
地
域
の

庭
」
を
設
置
す
る
。

　
駐
車
場
は
通
常
時
で
56
台
、

イ
ベ
ン
ト
時
に
80
台
程
度
の
ス

ペ
ー
ス
を
見
込
む
。
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
は
屋
外
ト
イ
レ
と
屋
外
倉

庫
を
併
設
す
る
。
防
災
時
に
は

地
域
の
庭
か
ら
駐
車
場
ま
で
を

一
体
と
し
た
防
災
広
場
と
し
て

活
用
す
る
こ
と
で
避
難
所
と
し

て
の
機
能
向
上
を
図
る
。

　
今
後
に
つ
い
て
は
、
３
月
末

に
基
本
設
計
の
概
要
を
公
表
す

る
。
そ
の
後
は
実
施
設
計
に
入

り
、
26
年
度
に
本
体
工
事
に
着

手
す
る
見
通
し
だ
。

　
結
城
市
は
、
結
城
南
中
学
校

区
の
小
学
校
５
校
を
統
合
し
た

新
設
小
学
校
の
整
備
を
計
画
し

て
い
る
。
市
は
新
設
小
学
校
に

つ
い
て
、
開
校
時
期
を
１
年
延

期
す
る
こ
と
を
公
表
。
資
材
不

足
に
よ
る
納
期
延
長
、
働
き
方

改
革
に
伴
う
週
休
二
日
制
の
導

入
な
ど
に
よ
り
、
建
設
工
事
の

工
期
に
つ
い
て
も
延
び
る
も
よ

う
。
開
校
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
案
で
は
、
２
０
２
５
年
度
後

半
よ
り
建
設
工
事
に
か
か
り
、

28
年
４
月
の
開
校
を
目
指
す
こ

と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
校
舎
建
設
工
事
の
工
期
は
当

初
19
カ
月
を
見
込
ん
で
い
た

が
、
こ
れ
が
21
カ
月
半
と
な
る

　
水
戸
市
は
、
第
四
中
学
校

（
元
吉
田
町
１
９
８
７

－

３
）

の
校
舎
増
築
工
事
を
実
施
す

る
。
増
築
に
向
け
、
２
０
２
４

年
度
は
実
施
設
計
と
地
質
調
査

を
実
施
。
実
施
設
計
は
㈱
眞
建

築
設
計
室
（
水
戸
市
）、
地
質

調
査
は
㈱
中
央
地
盤
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ツ
（
水
戸
市
）
へ
委
託
し

た
。
25
年
度
か
ら
建
築
工
事
に

須
賀
満
夫
建
築
設
計
事
務
所
・

河
野
正
博
建
築
設
計
事
務
所
Ｊ

Ｖ
。
総
事
業
費
は
約
40
億
円
を

見
込
み
、
27
年
度
の
開
校
を
目

指
し
て
い
く
。

　
校
種
は
知
的
障
害
教
育
特
別

支
援
学
校
。
児
童
生
徒
数
は
約

１
５
０
人
（
小
・
中
学
部
約
１

０
０
人
、
高
等
部
が
約
50
人
）。

通
学
区
域
は
神
栖
市
全
域
。

　
基
本
設
計
に
よ
る
と
、
校

舎
・
体
育
館
の

構
造
は
１
階
が

Ｒ
Ｃ
造
、
２
階

が
Ｗ
造
と
す

る
。
外
構
施
設

は
運
動
場
が
４

５
８
０
㎡
、
駐

車
場
が
５
５
３

０
㎡
（
１
６
０

台
程
度
）、
圃

場
が
８
９
０

㎡
。
バ
ス
タ
ー

ミ
ナ
ル
は
屋
根

下
乗
降
台
数
５

台
程
度
の
ス

ペ
ー
ス
を
見
込

む
。

　
校
舎
の
特
徴

計
茨
城
事
務
所
（
水
戸
市
）
が

担
当
。

　
統
合
す
る
５
校
は
、
絹
川

小
、
江
川
北
小
、
江
川
南
小
、

山
川
小
、
上
山
川
小
。

　
新
設
校
は
結
城
南
中
の
敷
地

内
に
整
備
し
、
小
中
一
貫
型

と
す
る
。
結
城
南
中
の
所
在
地

は
、
大
木
１
１
２
３
。
敷
地
面

積
は
約
６
万
５
６
５
７
㎡
。
中

学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
西
側
に
新

　
現
在
、
各
自
治
体
で
は
小
中
学
校
の
新
設
や
増
改
築
の

計
画
が
進
ん
で
い
る
。
児
童
生
徒
数
の
変
化
や
既
存
校
舎

等
の
老
朽
化
な
ど
の
問
題
を
抱
え
て
お
り
、
学
校
整
備
は

重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
今
回
は
既
存
校
舎
を
活
か

し
た
特
別
支
援
学
校
の
再
整
備
や
、
統
合
小
学
校
の
新

設
、
校
舎
増
築
な
ど
を
紹
介
す
る
。

（仮称）神栖特別支援学校イメージ図

新校舎
（３階建）
新校舎
（３階建）

既存校舎
（２階建）
既存校舎
（２階建）

校庭
（特別支援学校）

校庭
（特別支援学校）

職員駐車場職員駐車場

正門正門

スクールバス等乗降スペーススクールバス等乗降スペース

大庇（雨天時等の乗降対応）大庇（雨天時等の乗降対応） 設
計
進
め
26
年
度
か
　
　
ら

着
工
目
標

日
立
市
・
特
別
支
援
学
校
再
整
備

26
年
度
よ
り
本
体
工
事

今
春
に
建
築
工
事
公
告
見
込
み

25
年
度
後
半
よ
り
建
設
着
手
へ

土
浦
市
・
上
大
津
小
建
設

神
栖
市
・
特
別
支
援
学
校
新
設

結
城
市
・
結
城
南
統
合
小

来年度着手目指し
水戸市・第四中校舎増築

〒309－1603 笠間市福田3005-1  TEL 0296－72－8181
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■特別管理産業廃棄物収集運搬業
■一般廃棄物収集運搬業

■産業廃棄物収集運搬業
■特別管理産業廃棄物収集運搬業
■一般廃棄物収集運搬業

茨城県／千葉県／埼玉県／東京都／
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（公社）全日本トラック協会
安全性優良事業所認定　第 2391660 号
（公社）全日本トラック協会
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代表取締役会長　浅　川　清　司
代表取締役社長　浅　川　久　志
常 務 取 締 役　浅　川　宗　典
〒311－0117　茨城県那珂市豊喰428
電　話　（029）298－3722
ＦＡＸ　（029）295－2255　
ＵＲＬ：http://www.k-askw.jp

本　社
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代表取締役　石　塚　　　毅
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TEL 0280－76－1716
FAX 0280－76－9918
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いい人作りといい物造りの共鳴 2025年

（掲載：50音順）

迎春
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守
谷
市
は
、
松
ケ
丘
六
丁
目
地
内
の
市
有
地
（
旧
結
婚
式
場
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
ヒ
ル
ズ
ア

ジ
ュ
ー
ル
跡
地
）
の
利
活
用
に
向
け
て
、
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
よ
り
民
間
事
業
者
を
募

集
し
て
い
る
。
対
象
と
な
る
敷
地
の
面
積
は
約
１
・
７
万
㎡
。
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

を
経
て
、
２
月
中
旬
ご
ろ
に
も
優
先
交
渉
権
者
を
決
定
し
て
い
き
た
い
考
え
だ
。

　
古
河
市
は
、
古
河
産
業
技
術

専
門
学
院
跡
地
の
活
用
に
つ
い

て
、
学
校
法
人
タ
イ
ケ
ン
学
園

（
東
京
都
板
橋
区
、
柴
岡
三
千

夫
理
事
長
）
か
ら
新
た
な
専
門

学
校
設
置
に
つ
い
て
の
提
案
を

受
け
た
。
両
者
は
連
携
協
定
を

締
結
、
具
体
的
な
協
議
を
進
め

る
。

　
同
法
人
は
、
も
の
づ
く
り
専

門
学
校
の
設
置
を
検
討
し
て
お

り
、
３
Ｄ
学
科
、
農
業
バ
イ
オ

科
の
２
学
科
を
想
定
。
定
員
は

２
学
年
１
６
０
人
程
度
で
計
画

し
て
い
る
。

　
建
物
の
利
用
に
つ
い
て
は
、

改
修
等
を
視
野
に
入
れ
て
協
議

を
進
め
る
。

　
協
定
内
容
に
つ
い
て
は
、
高

等
教
育
機
関
（
大
学
、
専
門

学
校
等
）
の
設
置
、
教
育
、
文

化
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
促

進
、
健
康
、
福
祉
、
子
育
て
の

　
当
該
市
有
地
は
、
市
が
今
後

の
新
た
な
行
政
需
要
や
将
来
訪

れ
る
公
共
施
設
の
建
て
替
え
に

対
応
す
る
た
め
、
昨
年
度
に
購

振
興
と
促
進
、
リ
カ
レ
ン
ト
教

育
お
よ
び
リ
ス
キ
リ
ン
グ
支
援

の
推
進
な
ど
。

　
学
科
に
つ
い
て
は
、
３
Ｄ
学

科
と
農
業
バ
イ
オ
科
の
２
学
科

を
検
討
し
て
い
る
。
３
Ｄ
学
科

で
は
、
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
に
よ

る
技
術
な
ど
、
農
業
バ
イ
オ
科

で
は
、
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

に
よ
る
栽
培
お

よ
び
販
売
な
ど

に
つ
い
て
学
ぶ

こ
と
が
で
き
る

と
の
こ
と
。

　
古
河
産
業
技

術
専
門
学
院
跡

地
の
所
在
地

は
、
諸
川
１
８

４
４

－

１
。
敷

地
面
積
は
３
万

２
８
２
７
・
９

３
㎡
。
こ
の
う

ち
、
北
側
の
約

入
し
た
。
旧
ア
ジ
ュ
ー
ル
は
、

２
０
２
３
年
３
月
に
閉
館
し
て

い
る
。

　
今
後
に
つ
い
て
は
、
具
体
的

　
坂
東
市
は
、
旧
猿
島
庁
舎

（
山
２
７
３
０
）
の
解
体
工
事

を
進
め
、
跡
地
で
の
地
域
複
合

施
設
整
備
を
検
討
す
る
。
旧
庁

舎
の
解
体
工
事
に
つ
い
て
は
、

㈱
安
田
建
設
が
落
札
。
地
域
複

合
施
設
の
整
備
を
視
野
に
入
れ

て
の
検
討
委
員
会
に
よ
り
、
検

討
を
進
め
て
い
く
。

　
旧
庁
舎
、
隣
接
す
る
給
食
セ

ン
タ
ー
等
を
解
体
す
る
。
庁

舎
内
の
さ
し
ま
窓
口
セ
ン
タ
ー

は
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
移
転
。

　
解
体
跡
地
で
は
、
地
域
複
合

施
設
の
整
備
を
検
討
。
子
育
て

や
教
育
の
支
援
施
設
、
さ
し
ま

窓
口
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
備
え

た
も
の
等
を
検
討
し
て
い
く
。

　
旧
庁
舎
の
建
物
規
模
は
Ｒ

Ｃ
造
（
一
部
Ｓ
造
）
２
階
建

て
、
延
べ
面
積
２
１
２
３
・
６

１
㎡
。
１
９
６
５
年
に
建
て
ら

れ
、
一
部
増
築
さ
れ
た
。

　
日
立
市
は
、
旧
滑
川
処
理
場

等
の
跡
地
に
つ
い
て
、
都
市
公

園
と
し
て
の
整
備
を
計
画
。
概

算
事
業
費
は
約
19
億
円
を
見
込

み
、
２
０
２
３
年
度
に
は
㈱
山

形
測
量
に
測
量
調
査
業
務
を
委

託
し
た
。
公
園
と
し
て
の
整
備

は
、
25
年
度
以
降
を
見
込
む
。

　
計
画
地
は
滑
川
本
町
５
丁
目

の
土
地
、
面
積
は
約
５
万
５
０

０
㎡
。
こ
れ
ま
で
旧
滑
川
処
理

場
（
し
尿
処
理
施
設
）
や
旧
コ

ン
ポ
ス
ト
プ
ラ
ン
ト
（
汚
泥
堆

肥
化
施
設
）、
下
水
汚
泥
の
埋

立
地
な
ど
の
公
共
事
業
用
地
と

万
㎡
を
活
用
し
、
新
た
な
陸
上

競
技
場
を
整
備
す
る
。
概
算
工

事
費
（
解
体
含
む
）
は
41
億
４

１
０
０
万
円
を
想
定
。

　
陸
上
競
技
場
の
導
入
機
能

は
、
陸
上
競
技
場
本
体
が
走
路

（
４
０
０
ｍ
ト
ラ
ッ
ク
１
面
、

全
天
候
型
舗
装
８
レ
ー
ン
、
直

線
の
み
９
レ
ー
ン
）、
障
害
物

競
走
設
備
、
跳
躍
場
、
投
て
き

場
、
イ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド （
天
然

芝
、
サ
ッ
カ
ー
等
の
多
目
的
な

球
技
に
利
用
）
な
ど
を
想
定
。

　
観
客
席
は
メ
イ
ン
ス
タ
ン
ド

６
０
０
席
、
バ
ッ
ク
ス
タ
ン
ド

３
０
０
席
、
芝
生
ス
タ
ン
ド
２

０
０
０
席
。
管
理
棟
（
本
棟
）

は
管
理
事
務
所
、
ト
イ
レ
、

カ
ー
ム
ダ
ウ
ン
・
ク
ー
ル
ダ
ウ

ン
ル
ー
ム
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
な

ど
配
備
し
た
い
考
え
。
管
理
棟

（
分
棟
）
に
は
本
部
室
、
放
送

賃
料
２
９
６
万
８
８
２
円
）。

貸
付
期
間
は
10
年
以
上
20
年
以

下
。

　
今
回
事
業
者
を
公
募
す
る
の

は
１
万
７
５
２
０
・
０
１
㎡
の

旧
ア
ジ
ュ
ー
ル
跡
地
。
敷
地
内

に
あ
る
建
物
は
、
式
場
（
Ｓ
造

２
階
建
て
３
２
５
５
・
１
８

㎡
）、
事
務
所
（
Ｓ
造
２
階
建

て
３
２
８
㎡
）
な
ど
。

　
既
存
建
物
は
改
築
・
改
修
が

可
能
で
あ
り
、
貸
付
期
間
終

了
後
に
原
状
復
帰
す
る
必
要
は

な
い
。
新
築
や
増
築
も
可
能
だ

が
、
こ
ち
ら
は
貸
付
期
間
終
了

後
に
解
体
し
て
明
け
渡
す
必
要

が
あ
る
。
既
存
施
設
を
解
体
す

る
こ
と
も
可
能
。

　
事
業
者
が
解
体
す
る
場
合
に

は
、
解
体
費
用
は
貸
付
料
か
ら

差
し
引
く
な
ど
の
措
置
を
講
じ

る
と
の
こ
と
。

５
０
０
０
㎡
に
つ
い
て
は
、
古

河
保
健
所
の
移
転
用
地
と
し
て

県
に
売
却
す
る
予
定
だ
。

　
既
存
建
物
の
規
模
は
Ｒ
Ｃ
造

３
階
建
て
、
建
築
面
積
８
１

１
・
８
８
㎡
、
延
べ
面
積
１
７

３
２
・
６
㎡
。
１
９
７
２
年
に

建
て
ら
れ
た
。

　
こ
の
ほ
か
、変
電
施
設
（
西
）

Ｃ
Ｂ
造
平
屋
建
て
、
延
べ
面
積

30
㎡
、
71
年
築
、
変
電
施
設

（
東
）
Ｒ
Ｃ
造
平
屋
建
て
、
延

べ
面
積
10
・
８
９
㎡
、
88
年
築

な
ど
。

　
つ
く
ば
市
は
、
旧
上
郷
高
校

の
跡
地
に
陸
上
競
技
場
を
整
備

す
る
。
設
計
は
㈱
あ
い
造
園
設

計
事
務
所
・
㈱
増
山
栄
建
築
設

計
事
務
所
・
㈱
申
建
築
設
計
事

務
所
Ｊ
Ｖ
が
担
当
し
、
１
月
30

日
ま
で
を
目
途
に
策
定
す
る
。

既
存
施
設
の
解
体
工
事
は
新
年

度
の
着
工
を
予
定
。
そ
の
後
、

陸
上
競
技
場
の
整
備
工
事
を
26

年
度
か
ら
実
施
す
る
予
定
だ
。

　
旧
上
郷
高
校
の
所
在
地
は
上

郷
２
４
９
４

－

３
。
敷
地
約
７

な
検
討
が
必
要
だ
が
、
お
お
む

ね
20
年
後
を
め
ど
と
し
、
市
役

所
の
建
て
替
え
や
文
化
施
設
の

整
備
な
ど
を
考
え
て
い
る
と
こ

ろ
だ
。

　
今
回
は
、
そ
れ
ま
で
の
間
取

得
し
た
用
地
を
利
活
用
す
る
民

間
事
業
者
を
募
集
。
基
準
単
価

は
月
額
１
６
９
円
／
㎡
（
最
低

し
て
使
用
し
て
い
た
。

　
計
画
地
に
つ
い
て
、
市
は
地

域
社
会
に
貢
献
し
、
社
会
的

ニ
ー
ズ
も
高
い
「
公
園
（
都
市

公
園
）」
と
し
て
活
用
す
る
こ

と
を
決
定
。
芝
生
広
場
や
遊
歩

道
、
複
合
遊
具
、
ス
ト
リ
ー
ト

ス
ポ
ー
ツ
施
設
な
ど
の
整
備
を

計
画
し
て
い
る
。

　
市
の
シ
ン
ボ
ル
の
桜
を
中
心

に
樹
木
や
草
花
を
鑑
賞
で
き
る

広
場
や
散
策
路
、
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
に
配
慮
し
た
休
憩

施
設
、
多
目
的
機
能
を
備
え
た

ト
イ
レ
等
も
整
備
す
る
。

室
、
記
録
室
、
医
務
室
、
更
衣

室
、
シ
ャ
ワ
ー
室
、
多
目
的
集

会
所
・
会
議
室
、
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
ル
ー
ム
を
設
け
る
も
よ
う
。

　
解
体
す
る
施
設
は
、
本
館

（
Ｒ
Ｃ
造
地
上
４
階
建
て
２
４

９
０
㎡
）、
本
館
増
築
部
（
Ｒ

Ｃ
造
地
上
２
階
建
て
６
６
５

㎡
）、
特
別
教
室
棟
（
Ｒ
Ｃ
造

地
上
４
階
建
て
２
０
３
３
㎡
）、

特
別
教
室
棟
増
築
部
（
Ｒ
Ｃ
造

地
上
３
階
建
て
６
４
１
㎡
）、

合
宿
所
（
Ｒ
Ｃ
造
地
上
２
階

建
て
５
０
６
㎡
）、
プ
ー
ル

棟
（
Ｃ
Ｂ
造
地
上
１
階
建
て
76

㎡
）、
運
動
部
室
（
Ｒ
Ｃ
造
地

上
２
階
建
て
２
６
２
㎡
）、
旧

体
育
館
（
Ｒ
Ｃ
造
地
上
２
階
建

て
９
０
８
㎡
）、
格
技
場
（
Ｓ

造
地
上
１
階
建
て
３
５
７
㎡
）、

体
育
館
（
Ｒ
Ｃ
造
地
上
２
階
建

て
１
５
６
０
㎡
）
等
。

跡地利活用 官民連携も視野
　施設の老朽化や学校の閉校などにより、各自治体では施設の解体
などが進んでいる。市町村ごとに跡地利活用に向けた計画の策定を
進めており、すでに方向性が決まっているものも多数ある状況だ。
重要な役割を担っていた施設の跡地を、どのように活用するか、官
民連携なども視野に入れながら検討していく。今回は、学校の解体
跡地を競技場とする計画や、既存施設を活用し新たな専門学校を整
備する案など、各自治体が進める事業の一部をご紹介する。

は
廃
止
と
な
る
。

　
小
学
校
の
跡
地
は
、
地
域
の

重
要
な
財
産
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
跡
地
の
利
用
価
値
を
最
大

限
に
引
き
出
す
手
法
と
方
向
性

を
検
討
。
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
型

市
場
調
査
等
の
実
施
を
経
て
、

利
活
用
方
針
を
決
定
し
た
。

　
利
活
用
方
針
は
◆
地
域
の
活

性
化
に
寄
与
す
る
、
地
域
特
性

を
生
か
し
た
施
設
◆
村
民
が
満

足
で
き
る
施
設
◆
地
域
住
民
が

利
用
で
き
る
施
設
◆
民
間
に
売

却
や
貸
し
出
し
に
よ
る
有
効
な

活
用
◆
緊
急
時
の
避
難
場
所
◆

観
光
・
宿
泊
施
設

－

。

　
観
光
・
宿
泊
施
設
と
し
て
募

集
す
る
場
合
は
、
地
域
の
活

性
化
に
寄
与
す
る
施
設
と
す
る

た
め
、
村
の
地
域
特
性
を
詳
細

に
事
業
者
へ
伝
え
る
。
そ
の

上
で
、
歴
史
と
学
び
を
結
び
つ

け
ら
れ
る
宿
泊
施
設
や
「
競
走

馬
の
里
美
浦
」
を
Ｐ
Ｒ
す
る
施

設
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
、

大
山
湖
畔
公
園
の
来
訪
者
が
利

用
で
き
る
施
設
等
を
希
望
す

る
。

　
美
浦
村
は
、
今
年
３
月
末
廃

校
予
定
の
３
小
学
校
跡
地
利
活

用
に
つ
い
て
、
早
け
れ
ば
新
年

度
早
々
に
利
活
用
を
希
望
す
る

民
間
事
業
者
を
募
集
す
る
。
地

域
特
性
を
生
か
し
た
施
設
や
地

域
住
民
が
利
用
で
き
る
施
設
、

観
光
・
宿
泊
施
設
な
ど
を
想
定

し
、
３
校
と
も
民
間
へ
の
売
却

ま
た
は
貸
付
を
行
い
、
活
用
す

る
方
針
。
募
集
の
形
式
は
公
募

型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
が
有
力
。

　
現
在
、
木
原
小
学
校
、
安
中

小
学
校
、
大
谷
小
学
校
を
統

合
し
た
新
た
な
小
学
校
の
整
備

を
進
め
て
い
る
。
そ
れ
に
伴
っ

て
、
学
校
施
設
と
し
て
の
用
途

守 谷 市

ア
ジ
ュ
ー
ル
跡
地
の
利
活
用

２
月
に
優
先
交
渉
権
者
決
定

建
物
改
修
等
も
視
野
に

専
門
学
校
設
置
な
　
　
ど

検
討

古河市

 

約5,000㎡約5,000㎡

凡例
保健所用地 　
歩道拡幅分 　
提案用地 　

新
年
度
は
既
存
建
物
解
体

高
校
解
体
跡
地
を
競
技
場

つくば市

３
小
学
校

跡　
　

地 

新
年
度
中
に
も
募
集

地
域
特
性
生
か
す
場
へ

美浦村

旧
処
理

場
跡
地 

25
年
度
以
降
整
備
め
　
　
ど

都
市
公
園
と
し
て
計
画

日立市

地域複合施設を想定
猿島庁舎解体進める

坂東市

▶
専
門
学
院
跡
地
で
は
学
校
設
置
を
検
討

代表取締役 猪　瀬　清　次

株式会社 植正園

㈱茨城ポンプ
宇野建設工業㈱
㈲浦井工務店
㈲ 江 幡 工 業
㈱ お ぎ 建 興
康 和 建 設 ㈱
㈱ 五 建 興 業
㈱サトウ塗工社

茨 城 町 南 島 田 5 6 9

茨 城 町 海 老 沢 6

茨 城 町 長 岡 1 7 9 7

茨 城 町 駒 場 1 8 1－4

茨城町鳥羽田370－3

茨 城 町 長 岡 5 2 2

茨 城 町 網 掛 3 0

茨城町谷田部1027－1

TEL 029－292－2218

TEL 029－293－6008

TEL 029－292－0224

TEL 029－292－1503

TEL 029－292－7785

TEL 029－292－1920

TEL 029－293－9525

TEL 029－291－1909

茨 城 町 下 座 6 3 1

茨 城 町 小 堤 1 6 3

茨城町上石崎3948

茨 城 町 駒 渡 1 2 5 1

茨城町小堤1743－1

茨 城 町 長 岡 1 7 9 8

茨城町小鶴1357－3

茨 城 町 奥 谷 1 9 7 6

TEL 029－292－8054

TEL 029－292－2555

TEL 029－293－7607

TEL 029－292－2394

TEL 029－292－0069

TEL 029－292－0325

TEL 029－292－6103

TEL 029－292－7229

長谷川電設工業㈲
林建設工業㈱
㈱涸沼建設工業
㈲ 細 谷 建 材
㈱松浦工務店
六 美 建 設 ㈱
㈱ 柳 田 組
㈱ 和 幸 工 業

㈱ 進 栄 建 設
㈱ 関 根 電 気
大 恵 建 設 ㈱
大 昭 工 業 ㈱
㈱高木工務店
㈲ 戸 塚 組
㈲根崎工務店
長谷川建設㈱

茨城町神谷779－10

茨 城 町 大 戸 8 6 9－2

茨 城 町 小 鶴 1 4 9 6

茨 城 町 長 岡 3 7 0

茨 城 町 小 堤 3 7 2

茨城町秋葉1066－2

茨 城 町 小 鶴 2 0 0 9

茨 城 町 小 鶴 1 3 9 3

TEL 029－292－2611

TEL 029－292－0487

TEL 029－292－3108

TEL 029－292－1504

TEL 029－292－1408

TEL 029－292－0266

TEL 029－292－0583

TEL 029－292－7311

茨城町建設業協会
会　長　木村　　晃　
副会長　松浦　義文　

（大昭工業株式会社）
（株式会社松浦工務店）

副会長　柳田　一弘　
副会長　野口　一也　

（ 株 式 会 社 柳 田 組 ）
（株式会社涸沼建設工業）
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理
事
業
計
画
と
あ
わ
せ
、
産
業

の
活
性
化
を
先
導
的
に
図
る
た

め
の
企
業
誘
致
や
新
た
な
産
業

創
出
に
向
け
て
土
地
利
用
の
推

進
が
図
ら
れ
る
。

　
さ
ら
に
、（
仮
称
）
守
谷
市

総
合
公
園
や
プ
ロ
野
球
・
ヤ
ク

ル
ト
ス
ワ
ロ
ー
ズ
の
２
軍
施
設

の
移
転
が
計
画
さ
れ
て
お
り
、

さ
ら
な
る
集
客
も
期
待
さ
れ

る
。

　
常
総
運
動
公
園
へ
の
所
要
時

間
は
東
京
方
面
か
ら
６
分
程
度

短
縮
さ
れ
る
見
通
し
で
、
利
用

者
の
ア
ク
セ
ス
性
・
利
便
性
が

向
上
す
る
。

　
連
結
す
る
の
は
市
道
守
谷
ス

マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
ア
ク
セ
ス
道
路
１

号
線
と
同
３
号
線
。
こ
れ
ら
は

本
年
度
に
地
質
調
査
と
測
量
を

行
い
、
新
年
度
か
ら
詳
細
設
計

に
入
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

　
土
浦
の
整
備
予
定
地
は
宍
塚

地
内
ほ
か
と
し
、
県
道
土
浦
境

　
昨
年
９
月
６
日
、
国
土
交
通

省
は
新
た
な
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
と

し
て
、
全
国
で
６
カ
所
の
事
業

許
可
を
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
な

ど
に
対
し
て
行
っ
た
。
そ
の
う

ち
の
２
カ
所
が
本
県
、
守
谷
Ｓ

Ａ
と
土
浦
だ
。

　
守
谷
Ｓ
Ａ
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ

（
仮
称
）
は
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日

本
と
守
谷
市
が
事
業
主
体
。
土

浦
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
（
仮
称
）
は

常
磐
道
桜
土
浦
Ｉ
Ｃ
～
土
浦
北

Ｉ
Ｃ
間
へ
の
設
置
と
し
、
事
業

主
体
は
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
と

土
浦
市
。

　
守
谷
Ｓ
Ａ
は
、
周
辺
に
ア
サ

ヒ
ビ
ー
ル
㈱
茨
城
工
場
や
㈱
明

治
守
谷
工
場
な
ど
が
立
地
し
て

お
り
、
東
京
方
面
へ
の
所
要
時

間
が
短
縮
し
、
地
域
産
業
拠
点

に
お
け
る
輸
送
の
効
率
化
に
よ

る
生
産
性
工
場
が
期
待
さ
れ

る
。

　
ま
た
、
周
辺
の
土
地
区
画
整

線
と
の
接
続
が
最
適
案
と
さ
れ

て
い
る
。
桜
土
浦
Ｉ
Ｃ
～
土
浦

北
Ｉ
Ｃ
間
は
７
・
９
㎞
で
、
土

浦
北
Ｉ
Ｃ
か
ら
４
・
２
㎞
、
桜

土
浦
Ｉ
Ｃ
か
ら
３
・
７
㎞
の
場

所
周
辺
に
設
置
さ
れ
る
見
通

し
。

　
整
備
に
よ
り
高
速
道
路
と
土

浦
駅
・
つ
く
ば
駅
の
中
心
市
街

地
と
の
ア
ク
セ
ス
で
渋
滞
箇
所

を
回
避
し
た
ア
ク
セ
ス
が
可
能

と
な
る
。
所
要
時
間
の
短
縮
に

よ
り
住
民
の
利
便
性
向
上
、
事

業
者
の
生
産
性
向
上
に
寄
与
す

る
。

　
ま
た
、
震
災
時
に
は
高
速
道

路
か
ら
建
物
の
東
海
や
液
状
化

被
害
が
懸
念
さ
れ
る
地
域
へ
最

短
距
離
で
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
円
滑
な
災
害
復
旧

や
支
援
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に

な
る
。

　
さ
ら
に
、
物
流
施
設
が
立
地

す
る
中
根
金
田
台
地
区
や
土
浦

　
特
に
面
積
が
広
く
、
車
社
会

で
あ
る
本
県
に
と
っ
て
、
他
に

も
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
が
必
要
な
地

域
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

　
国
に
は
地
元
の
声
を
丁
寧
に

聞
き
、
本
当
に
必
要
と
さ
れ
る

地
域
へ
の
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
設
置

を
推
進
し
て
ほ
し
い
。

ろ
。

　
つ
く
ば
西
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
は

圏
央
道
つ
く
ば
中
央
Ｉ
Ｃ
～
常

総
Ｉ
Ｃ
間
に
、
つ
く
ば
み
ら
い

ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
は
常
磐
道
谷
和

原
Ｉ
Ｃ
～
谷
田
部
Ｉ
Ｃ
間
に
、

千
代
田
Ｐ
Ａ
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
は

常
磐
道
千
代
田
Ｐ
Ａ
に
、
笠
間

Ｐ
Ａ
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
は
北
関
道

笠
間
Ｐ
Ａ
に
設
置
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
う
ち
、
つ
く
ば
西
ス

マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
は
17
年
度
に
事
業

が
開
始
。
１
日
あ
た
り
の
利
用

台
数
見
込
み
は
３
５
０
０
台
。

外
回
り
の
舗
装
工
事
や
内
回
り

の
土
盛
工
事
な
ど
が
進
ん
で
お

り
、
本
年
春
の
開
通
が
予
定
さ

れ
て
い
る
。

　
つ
く
ば
み
ら
い
ス
マ
ー
ト
Ｉ

Ｃ
は
19
年
度
に
事
業
が
開
始
さ

れ
、
昨
年
、
本
格
的
に
工
事
が

始
ま
っ
た
。
県
も
関
連
事
業
と

し
て
接
続
す
る
県
道
常
総
取
手

線
の
整
備
を
進
め
て
い
る
。

　
ま
た
、
笠
間
Ｐ
Ａ
ス
マ
ー
ト

Ｉ
Ｃ
は
21
年
度
に
、
千
代
田
Ｐ

Ａ
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
は
22
年
度
に

事
業
が
開
始
。
開
通
見
通
し
は

示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
一
刻
も

早
い
供
用
が
期
待
さ
れ
る
。

て
い
る
。

　
新
た
な
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
整

備
は
、
利
便
性
の
向
上
や
地
域

経
済
の
活
性
化
、
交
流
人
口
の

増
加
な
ど
、
国
民
生
活
に
様
々

な
恩
恵
を
も
た
ら
す
。
昨
今
は

Ｅ
Ｔ
Ｃ
の
普
及
が
進
ん
で
い
る

こ
と
も
あ
り
、
既
存
の
高
速
道

路
へ
の
新
た
な
Ｉ
Ｃ
の
設
置

従
来
の
Ｉ
Ｃ
よ
り
も
抑
え
ら
れ

る
た
め
、
全
国
各
地
で
設
置
さ

れ
て
い
る
。

　
そ
も
そ
も
、
国
内
に
お
け
る

Ｉ
Ｃ
の
平
均
間
隔
は
ア
メ
リ
カ

や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
よ
り
も
倍

程
度
長
い
と
さ
れ
、
高
速
道
路

が
通
っ
て
い
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
Ｉ
Ｃ
が
設
置
さ
れ
て
い
な

い
市
町
村
も
あ
る
。

　
こ
う
し
た
背
景
か
ら
、
高
速

道
路
を
利
用
す
る
人
の
利
便
性

向
上
や
、
地
域
の
活
性
化
、
物

流
の
効
率
化
な
ど
を
目
的
と
し

て
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
専
用
の
ス
マ
ー
ト

Ｉ
Ｃ
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の

導
入
が
図
ら
れ
て
き
た
。

　
２
０
２
４
年
９
月
時
点
で
、

国
内
で
は
１
６
０
カ
所
が
開
通

済
み
（
国
土
交
通
省
関
東
地
方

整
備
局
管
内
41
カ
所
）
と
な
っ

て
お
り
、
事
業
中
の
も
の
は
53

カ
所
。
ま
た
、
準
備
段
階
調
査

は
５
カ
所
で
実
施
さ
れ
て
い

る
。

　
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
は
、
準
備
段

階
（
地
方
で
の
計
画
検
討
・
調

整
段
階
）
に
お
い
て
、
国
と
し

て
必
要
性
が
確
認
で
き
る
箇
所

が
選
定
さ
れ
、
国
が
調
査
（
直

轄
調
査
）
を
実
施
（
準
備
段
階

市
上
高
津
へ
の
所
要
時
間
が
短

縮
。
通
過
す
る
信
号
交
差
点
数

も
減
少
し
、
物
流
の
定
時
性
、

物
流
の
効
率
化
が
期
待
さ
れ

る
。

　
連
結
す
る
市
道
Ⅱ
級
11
号
線

と
同
矢
作
25
号
線
で
は
、
本
年

度
に
測
量
な
ど
を
行
い
、
新
年

度
に
詳
細
設
計
な
ど
を
予
定
し

　
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
と
は
、
通
行

で
き
る
車
両
を
Ｅ
Ｔ
Ｃ
搭
載
車

の
み
に
限
定
し
て
い
る
、
Ｅ
Ｔ

Ｃ
専
用
Ｉ
Ｃ
を
指
す
。
高
速
道

路
の
本
線
や
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

（
Ｓ
Ａ
）、
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア

（
Ｐ
Ａ
）
な
ど
か
ら
乗
り
降
り

で
き
、
建
設
・
管
理
コ
ス
ト
が

は
、
コ
ス
ト
が
抑
え
ら
れ
る
ス

マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
が
主
流
と
な
る
だ

ろ
う
。

　
地
元
の
理
解
、
負
担
も
必
要

と
な
る
が
、
大
規
模
自
然
災
害

時
に
お
け
る
緊
急
道
路
と
し
て

の
活
用
な
ど
、
広
い
視
野
で
見

れ
ば
メ
リ
ッ
ト
の
ほ
う
が
大
き

い
は
ず
だ
。

調
査
）
す
る
。

　
準
備
段
階
調
査
で
準
備
会
で

の
検
討
や
調
整
が
終
わ
り
、
関

係
機
関
で
構
成
さ
れ
る
地
区
協

議
会
で
決
定
さ
れ
た
実
施
計
画

書
が
提
出
さ
れ
た
箇
所
が
新
規

事
業
化
さ
れ
る
。

　
そ
の
必
要
性
や
社
会
便
益
お

よ
び
利
用
交
通
量
、
位
置
・
構

造
、
周
辺
道
路
の
現
況
・
整
備

計
画
、
整
備
費
用
お
よ
び
負
担

区
分
、
管
理
・
運
営
方
法
な

ど
、
様
々
な
計
画
検
討
・
調
整

を
経
て
、
整
備
計
画
が
決
定
す

る
と
、
国
か
ら
地
方
自
治
体
に

連
結
許
可
が
出
て
、
新
規
事
業

化
と
な
る
。

　
県
内
で
は
、
常
磐
自
動
車
道

の
友
部
Ｓ
Ａ
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
、

水
戸
北
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
、
東
海

ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
、
石
岡
小
美
玉

ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
４
カ
所
に
設

置
さ
れ
て
い
る
。

　
現
在
は
首
都
圏
中
央
連
絡
自

動
車
道
の
つ
く
ば
西
ス
マ
ー
ト

Ｉ
Ｃ
、
常
磐
道
の
（
仮
称
）
つ

く
ば
み
ら
い
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
、

（
仮
称
）
千
代
田
Ｐ
Ａ
ス
マ
ー

ト
Ｉ
Ｃ
、
北
関
道
の
（
仮
称
）

笠
間
Ｐ
Ａ
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
整

備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ

：工場･工業団地
：観光拠点等
：医療施設
：主要渋滞箇所
：市役所

至：福島県

至：埼玉県

柏 IC

守谷SAスマート IC(仮称）

谷和原 IC

3.5 ㎞

8.3 ㎞

4.8 ㎞

土浦北IC

桜土浦IC

土浦市
筑波大学
附属病院

土浦協同
病院

亀城公園

土浦駅

E6

：工場・工業団地
：観光拠点等
：医療施設
：主要渋滞箇所

：市役所

筑波メディカル
センター病院

茨城県

りんりんポート土浦

：主要渋滞区間

つくばテクノパーク桜

：鉄道駅

4.2㎞

3.7㎞

中根金田台地区

：りんりんロード

つくば駅

土浦スマートIC (仮称）

7.9㎞

市役所

至 つくばJCT

至 友部JCT

凡例

計画道路

迂回路

迂回路整備箇所

茨城県施工区間Ｌ120ｍ 笠間市施行区間Ｌ710ｍ NEXCO施行区間Ｌ290ｍ

一
般
県
道
稲
田
友
部
線

至 笠間西インターチェンジ

至 友部インターチェンジ

笠間パーキングエリア

北関東自動車道

千代田市岡IC

かすみがうら市役所
千代田庁舎

土浦北IC

千代田PAスマートIC（仮称）

4.3㎞

3.8㎞

8.1㎞

　
高
速
道
路
に
設
置
さ
れ
て
い
る
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
Ｉ
Ｃ
）
は
、
そ
の
機
能
を
効
果

的
・
効
率
的
に
発
揮
さ
せ
る
役
割
を
持
つ
。
県
内
の
高
速
道
路
を
見
て
も
、
概
成
し
て
い
る

常
磐
自
動
車
道
や
北
関
東
自
動
車
道
で
は
10
㎞
程
度
の
間
隔
で
配
置
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
ア
メ
リ
カ
で
は
約
５
㎞
間
隔
で
設
置
さ
れ
て
お
り
、
ド
イ
ツ
の
大
都
市
圏
で
は
３
～
４

㎞
間
隔
で
設
置
さ
れ
て
い
る
例
も
あ
る
。
国
内
で
は
近
年
、
コ
ス
ト
が
抑
え
ら
れ
る
ス
マ
ー

ト
Ｉ
Ｃ
の
設
置
が
進
ん
で
い
る
。
県
内
で
も
事
業
採
択
が
増
加
し
て
い
る
が
、
広
域
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
真
価
を
発
揮
さ
せ
る
に
は
、
早
期
開
通
や
さ
ら
な
る
設
置
が
必
要
だ
。

高速道路

ス
マ
ー
ト
IC
の
設
置
箇
所
増
加

活
性
化
へ
期
待
高
ま
る

２
カ
所
が
新
規
事
業
化

URL:https://www.oonuki.co.jp

私たちは持続可能な開発目標
（SDGs）を支援しています。

株式会社大曽根建設 創業明治35年自然を感じる街づくり

2025年

恭賀新年
～自然と人を考え、そして、地域へ～

代表取締役社長 梅　原　基　弘
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茨城県常陸太田市小目町５１７本　社 ：

愛 功 建 設 ㈱
大 川 設 備 工 業 ㈱
㈱ 大 貫 工 務 店
㈱ 大 山 緑 地 建 設
オ ヌ マ 工 業 ㈱
㈱ 菊 地 工 務 店
㈱ 木 村 工 務 店
㈱ 協 和 技 建
㈱ 雲 井 工 務 店
コ モ リ 工 業 ㈱

㈲ 三 勝 建 設
大 清 建 設 ㈱
㈱ 田 口 工 務 店
㈲ 田 山 建 材
㈲ 田 山 工 務 店
㈱ 戸 塚 建 設
㈲ 野 口 工 務 店
平 和 建 設 ㈱
㈲ 松 屋 工 務 店

会　　長　大貫　茂男
副 会 長　戸塚　裕義
監　　事　田口　富之

理　　事　菊地　正宣
監　　事　木村　政仁

大洗町建設業協議会

会　長
副会長
副会長

由良　宣明
奈幡　富洋
酒井　幸治

一般社団法人 守谷市建設業協会

事務所　〒302－0116　茨城県守谷市大柏797－1
　　　　電話：0297－48－6678　FAX：0297－38－6113

令 和 建 設 ㈱
㈱ 山 富 造 園
酒 石 建 設 工 業 ㈱
常 陸 建 設 工 業 ㈱
㈱ 日 田 建 設 工 業
㈱ 商 元

㈲ 小 林 造 園
㈱ 坂 巻 兄 弟 建 設
㈲ 寺 田 工 業
今 井 建 設
㈲ 守 谷 造 園
㈲ 染 谷 ガ ー デ ン

㈱ 北 総 園
㈲ 松 丸 造 園 工 事
㈲ 三 美 園 小 林
㈲ 中 村 建 設
オ オ シ ン ㈱
㈲オオヤマ建設工業
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の
整
備
が
進
ん
で
い
る
。
20
階

建
て
の
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
や
４

階
建
て
の
業
務
棟
を
核
と
し
、

ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
と
直

結
。
延
べ
床
面

積
は
約
２
万
５

１
５
０
㎡
。
総

事
業
費
は
税
込

み
約
１
１
５
億

円
。
２
０
２
７

年
２
月
の
竣
工

に
向
け
、
長
谷

工
・
株
木
Ｊ
Ｖ

が
工
事
を
進
め

る
。

　
場
所
は
水
戸

市
三
の
丸
１
丁

目
の
旧
リ
ヴ
ィ

ン
跡
地
。
敷
地

面
積
は
約
６
６

７
５
㎡
。
旧
リ

ヴ
ィ
ン
跡
は

県内で進む民間建築工事
　現在、県内各地でさまざまな民間建築計画が動き出してい
る。水戸市では三の丸で「コモンスクエア水戸」の建設が進み、
大町では常陽銀行の新本店ビル建設計画がスタート。守谷市
では野木崎地内でヤクルトスワローズの二軍施設の造成工事
が始まっており、新年度から本体工事が本格的に開始となる
見通しだ。古河市ではプロロジスが倉庫10棟を建設するなど、
活発な動きを見せている。

　
㈱
ヤ
ク
ル
ト
本
社
は
、
ヤ
ク

ル
ト
球
団
二
軍
球
場
の
整
備

に
向
け
て
造
成
工
事
に
着
手
し

て
い
る
。
施
工
は
㈱
竹
中
土
木

が
、
設
計
は
㈱
久
米
設
計
が

担
当
。
造
成
面
積
は
約
８
・
４ 

ha
で
施
工
場
所
は
守
谷
市
野

木
崎
字
中
道
下
５
３
１
２
ほ
か

（
第
一
工
区
：
総
合
公
園
内
）、

守
谷
市
野
木
崎
字
大
日
下
沖
５

５
３
３
ほ
か
（
第
二
工
区
：
選

手
寮
）。
造
成
工
事
の
期
間
は

２
０
２
５
年
９
月
末
を
予
定
す

る
。

　
工
事
の
内
容
と
し
て
は
、
25

年
２
月
末
ま
で
準
備
工
を
実

施
。
内
容
は
保
安
施
設
工
（
仮

囲
い
、
ゲ
ー
ト
）、
仮
設
防
災

工
（
防
災
小
堤
、
側
溝
、
調
整

　
水
戸
市
内
で
は
水
戸
駅
三
の

丸
地
区
第
一
種
市
街
地
再
開
発

組
合
（
林
昌
鎬
理
事
長
）
に
よ

る
「
コ
モ
ン
ス
ク
エ
ア
水
戸
」　

常
陽
銀
行
（
水
戸
市
）
は
、

水
戸
市
大
町
２
丁
目
地
内
に
新

本
店
ビ
ル
を
建
設
す
る
。
現
本

店
ビ
ル
（
水
戸
市
南
町
２

－

５

－
５
）
の
老
朽
化
に
伴
う
も
の

で
、
北
側
の
駐
車
場
（
水
戸
市

大
町
２

－

１

－

４
）
に
移
転
す

る
。
新
た
な
建
物
の
延
べ
床
面

池
）、
既
存
切
回
し
工
（
農
業

用
水
管
）。

　
盛
土
工
は
25
年
９
月
ま
で
の

期
間
で
施
工
す
る
計
画
。
利
根

　
㈱
コ
ス
モ
ス
薬
品
は
、
高
萩

市
に
新
店
舗
「
ド
ラ
ッ
グ
コ
ス

モ
ス
高
萩
店
」
を
新
設
す
る
。

店
舗
面
積
は
１
３
８
３
㎡
で
、

新
設
日
は
２
０
２
５
年
４
月
21

日
。

　
敷
地
内
に
は
荷
さ
ば
き
施
設

（
21
㎡
）、
廃
棄
物
な
ど
の
保
管

施
設
（
６
・
９
㎥
）、
駐
輪
場

（
10
台
分
）
を
設
置
。
駐
車
場

は
53
台
。

　
所
在
地
は
、
高
萩
市
安
良
川

字
浜
野
２
６
７

－

69
。
付
近
を

国
道
４
６
１
号
が
通
る
。

う
。
総
工
費
は
数
百
億
円
、
建

物
の
階
層
は
８
階
程
度
を
見
込

む
。

　
駐
車
台
数
確
保
の
た
め
、
１

階
部
分
を
駐
車
場
と
す
る
案
も

検
討
し
て
い
る
よ
う
だ
。

募
集
。
同
社
の
提
案
が
選
定
さ

れ
た
。

用
は
約
３
０
０
億
円
で
工
期
は

２
０
２
４
年
10
月
１
日
か
ら
27

年
３
月
31
日
ま
で
。

　
第
３
生
薬
棟
は
、
ラ
ッ
ク
式

の
自
動
倉
庫
と
す
る
こ
と
に
よ

り
入
荷
後
の
搬
送
を
無
人
化
。

エ
キ
ス
粉
末
生
産
量
の
増
産
に

対
応
す
る
。
ま
た
建
屋
は
耐
震

構
造
を
採
用
し
、
自
動
倉
庫
に

は
免
震
ラ
ッ
ク
を
使
用
。
こ
れ

に
よ
り
、
地
震
発
生
時
の
被
害

を
最
小
限
に
と
ど
め
、
早
期
の

生
産
再
開
が
可
能
と
な
る
。

　
施
設
構
造
は
Ｓ
造
２
階
建

て
。
建
築
面
積
は
１
９
８
８

㎡
、
延
べ
床
面
積
は
２
９
４

１
・
９
５
㎡
。
施
工
は
鹿
島
建

設
㈱
。

　
建
設
費
用
は
約
80
億
円
で
工

期
は
２
０
２
５
年
３
月
１
日
か

ら
27
年
３
月
31
日
ま
で
。

　
プ
ロ
ロ
ジ
ス
パ
ー
ク
古
河
７

で
は
、
化
粧
品
や
ア
ル
コ
ー
ル

類
な
ど
危
険
品
の
保
管
に
適
し

た
Ｈ
Ａ
Ｚ
Ｍ
Ａ
Ｔ
倉
庫
を
整
備

す
る
。
泡
消
火
設
備
を
装
備

し
、
安
全
な
保
管
場
所
の
需
要

が
急
増
し
て
い
る
リ
チ
ウ
ム
イ

オ
ン
バ
ッ
テ
リ
ー
や
化
粧
品
な

ど
の
保
管
に
も
対
応
可
能
。

　
奥
行
５
ｍ
の
庇
も
備
え
、
雨

天
時
の
荷
降
ろ
し
作
業
も
ス

ム
ー
ズ
に
進
め
る
こ
と
が
で
き

る
。
プ
ロ
ロ
ジ
ス
は
Ｈ
Ａ
Ｚ
Ｍ

Ａ
Ｔ
倉
庫
の
開
発
・
運
営
に
約

15
年
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
あ
り
、
危

険
品
保
管
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て

き
た
実
績
も
あ
る
。

９
３
㎡
。
経
年
に
よ
り
劣
化
が

進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
移
転

し
て
新
た
な
建
物
を
建
設
す
る

と
と
も
に
、
隣
接
す
る
別
館

（
３
８
８
６
㎡
）、
水
戸
市
内
に

あ
る
新
原
事
務
セ
ン
タ
ー
（
１

万
４
５
２
２
㎡
）、
笠
間
市
内

の
友
部
研
修
セ
ン
タ
ー
（
５
５

　
サ
ブ
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
建
物
概

要
が
１
階
建
て
４
０
０
㎡
。
室

内
練
習
場
は
１
階
建
て
５
９
０

０
㎡
。

　
選
手
寮
・
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
は

（
仮
称
）
守
谷
Ｓ
Ａ
ス
マ
ー
ト

Ｉ
Ｃ
周
辺
土
地
区
画
整
理
事
業

区
域
に
建
設
予
定
。
規
模
は
４

階
建
て
４
１
５
０
㎡
。

　
㈱
ツ
ム
ラ
は
、
茨
城
工
場

（
阿
見
町
吉
原
３
５
８
６
）
に

２
棟
の
新
棟
を
増
設
す
る
。
漢

方
薬
の
需
要
増
加
に
伴
う
生
産

能
力
増
強
が
目
的
。
建
設
す
る

の
は
漢
方
製
剤
の
中
間
製
品
で

あ
る
エ
キ
ス
粉
末
を
生
産
す
る

第
４
Ｓ
Ｄ
棟
と
、
原
料
生
薬
の

受
入
れ
と
保
管
の
機
能
を
有
す

る
第
３
生
薬
棟
。
建
設
費
用
は

２
棟
合
計
で
約
３
８
０
億
円
。

施
工
は
鹿
島
建
設
㈱
な
ど
。
設

計
は
Ｋ
Ａ
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ａ 

Ｄ
Ｅ
Ｓ

Ｉ
Ｇ
Ｎ 

Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
。

　
今
回
の
新
棟
建
設
は
、
需
要

が
拡
大
し
て
い
る
医
療
用
漢
方

フ
ォ
ル
テ
ッ
ク
ス
、
設
計
・
監

理
（
特
定
業
務
代
行
者
）
は
㈱

長
谷
工
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
、

ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
デ
ザ
イ
ン
は

㈱
ス
タ
ジ
オ
ゲ
ン
ク
マ
ガ
イ
。

　
ま
た
、
現
況
測
量
は
㈱
ミ
カ

ミ
、
建
物
調
査
・
補
償
は
㈲
木

　
プ
ロ
ロ
ジ
ス
は
、
古
河
市
北

利
根
地
内
で
「
プ
ロ
ロ
ジ
ス

パ
ー
ク
古
河
７
」
を
開
発
す

る
。
Ｈ
Ａ
Ｚ
Ｍ
Ａ
Ｔ
倉
庫
10
棟

を
整
備
す
る
予
定
で
、
２
０
２

５
年
２
月
の
着
工
、
26
年
２
月

の
竣
工
を
目
指
し
て
い
く
。
場

所
は
古
河
市
北
利
根
16
。
建
物

規
模
は
Ｓ
造
地
上
１
階
建
て
。

計
画
延
べ
面
積
は
、
10
棟
合
わ

せ
て
約
１
万
㎡
。
敷
地
面
積
は

約
２
万
２
５
０
０
㎡
。
マ
ル
チ

パ
ー
パ
ス
型
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス

パ
ー
ク
と
し
て
開
発
が
進
む

「
プ
ロ
ロ
ジ
ス
古
河
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
フ
ェ
ー
ズ
２
」
の
敷
地
内

に
開
発
す
る
。

積
は
約
２
万
５
０
０
０
㎡
を
想

定
。
設
計
は
㈱
日
建
設
計
が
担

当
。
順
調
な
ら
ば
２
０
２
６

年
１
月
に
着
工
す
る
。
竣
工
・

オ
ー
プ
ン
は
28
年
度
を
予
定
し

て
い
る
。

　
現
本
店
は
１
９
６
５
年
に
竣

工
。
延
べ
床
面
積
は
１
万
３
１

川
河
川
敷
道
路
を
通
行
し
稲
戸

井
調
節
池
の
土
砂
を
運
搬
。
約

30
万
㎥
の
土
砂
を
搬
入
す
る
。

ま
た
、
工
事
に
伴
い
市
道
の
切

り
回
し
も
行
う
。

　
本
体
工
事
は
順
調
な
ら
25
年

度
か
ら
着
工
。
施
設
の
規
模
は

本
球
場
が
３
階
建
て
５
５
０
０

㎡
。

㈱
フ
ー
ジ
ャ
ー
ス
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
（
東
京
都
千
代
田
区
）

が
取
得
し
、
そ
の
後
、
17
年
に

再
開
発
組
合
が
設
立
さ
れ
た
。

　
コ
モ
ン
ス
ク
エ
ア
水
戸
は
、

住
宅
棟
の
「
デ
ュ
オ
ヒ
ル
ズ
水

戸
三
の
丸
タ
ワ
ー
」（
住
宅
１

８
４
戸
・
店
舗
４
区
画
）
と
、

業
務
棟
「
コ
モ
ン
ス
ク
エ
ア
水

戸
」（
４
階
建
て
、
事
務
所
３

区
画
・
店
舗
５
区
画
）、
立
体

駐
車
場
（
２
３
４
台
）
で
構

成
。
地
上
高
さ
約
60
ｍ
。

　
水
戸
の
玄
関
口
に
ふ
さ
わ
し

い
交
流
・
ま
ち
な
か
居
住
拠
点

の
形
成
や
水
戸
の
歴
史
的
資
源

へ
の
誘
客
拠
点
の
創
出
な
ど
、

中
心
市
街
地
の
さ
ら
な
る
魅
力

向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
。

　
事
業
・
権
利
変
換
計
画
は
㈱

再
開
発
計
画
オ
フ
ィ
ス
・
㈱

　

三
愛
理
研
㈱
（
潮
来
市
）

は
、
潮
来
工
業
団
地
内
の
公
園

用
地
へ
新
工
場
を
建
設
す
る
。

場
所
は
同
社
の
既
存
工
場
の
向

か
い
側
。
２
０
２
５
年
に
イ
ン

フ
ラ
・
土
壌
な
ど
の
造
成
工
事

を
行
い
、
26
年
に
本
体
工
事
を

開
始
す
る
予
定
。
27
年
の
工
事

完
了
を
目
指
す
。
投
資
総
額
は

23
億
円
を
見
込
む
。

　
潮
来
市
で
は
現
状
、
新
た
な

工
場
を
整
備
で
き
る
場
所
が
限

ら
れ
て
お
り
、
市
内
に
立
地
し

て
い
る
複
数
企
業
か
ら
工
場
拡

張
用
地
の
確
保
に
つ
い
て
要
望

が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
。
そ
こ
で

市
有
地
で
あ
る
潮
来
工
業
団
地

内
公
園
用
地
（
島
須
３
０
７
５

－

33
）
を
対
象
地
と
し
て
、
昨

年
、
雇
用
創
出
や
地
域
経
済
の

活
性
化
に
資
す
る
事
業
提
案
を

２
６
㎡
）
の
機
能
を
集
約
す

る
。
新
本
店
で
の
執
務
人
数
は

約
１
０
０
０
人
を
想
定
。

　
移
転
先
の
面
積
は
、
隣
接
す

る
関
連
会
社
の
駐
車
場
も
含
め

て
約
５
６
０
０
㎡
と
な
る
も
よ

製
剤
の
生
産
数
量
を
増
加
し
、

安
定
供
給
を
実
現
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
。
建
設
場
所

の
茨
城
工
場
は
１
９
８
３
年
に

竣
工
し
、
操
業
開
始
。
敷
地
面

積
は
17
万
８
０
０
０
㎡
。

　
第
４
Ｓ
Ｄ
棟
は
、
自
動
化
技

術
の
導
入
に
よ
る
省
人
化
と
設

備
能
力
向
上
に
よ
る
切
替
洗
浄

時
間
の
短
縮
な

ど
、
さ
ら
な
る

労
働
生
産
性
の

向
上
を
目
指
す

た
め
建
設
す

る
。

　
施
設
構
造
は

Ｓ
造
７
階
建

て
。
建
築
面
積

は
１
５
６
０
・

９
㎡
、
延
べ
床

面
積
は
８
４
６

２
・
９
８
㎡
。

施
工
は
鹿
島
建

設
㈱
と
東
レ
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
㈱
。
建
設
費

村
建
築
補
償
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

／
㈱
公
共
用
地
補
償
研
究
所
、

地
盤
調
査
は
㈱
東
京
ソ
イ
ル
リ

サ
ー
チ
、
商
業
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
は
㈱
オ
ー
ク
計
画
研
究
所
、

既
存
建
物
解
体
（
地
上
部
）
は

足
立
建
設
㈱
。

新
年
度
か
ら
本
体
工
着
手

二
軍
整
備
へ
造
成
進
む

ヤクルト

26
年
１
月
着
工
を
目
指
す

水
戸
市
大
町
に
新
本
店

常陽銀行

倉庫10棟2月に着工
プロロジスパーク古河7

施
工
は
鹿
島
建
設
な
ど

阿
見
に
工
場
２
棟
新
築

ツムラ

▲第4SD棟

施
工
は
長
谷
工
・
株
木

三
の
丸
に
複
合
施
設

コモンスクエア水戸

高
萩
市
に
新
店
舗

４
月
の
新
設
予
定

コ
ス
モ
ス
薬
品

潮
来
工
業
団
地
へ
新
工
場

25
年
の
造
成
工
事
開
始

三愛理研

本社・工場　〒308－0855　茨城県筑西市下川島635
　　　　　　　TEL.0296－34－1211　FAX.0296－34－1212
栃 木 支 店　〒321－0226　栃木県下都賀郡壬生町中央町13－15
　　　　　　　TEL.0282－82－3844　FAX.0282－82－1326
結城営業所　〒307－0011　茨城県結城市小森1851
　　　　　　　TEL.0296－32－8028　FAX.0296－34－1225
URL 　  https://www.kanto-doro.co.jp
E-mail　info@kanto-doro.co.jp

ISO9001/2015 年　ISO14001/2015 年

関東道路株式会社
経済産業省認定

・国土交通大臣賞受賞（３Ｒ推進功労者）

・環境大臣賞受賞（廃棄物研究開発功労者）

・茨城県知事賞受賞（地球にやさしい企業表彰）

代表取締役　渡　邉　宗　明

〒305－0817
茨城県つくば市研究学園7丁目 49番地 4
TEL.029－854－4130
FAX.029－854－4160

〒311－4303　茨城県東茨城郡城里町石塚 931－3
TEL 029－297－2740　FAX 029－297－2783

代表取締役　中　村　直　樹

測量・設計・補償・ＧＩＳ

クシタ建設
総合建設業

株式会社

本社　茨城県下妻市堀篭 1,399 番地
〒304‒0033　TEL　0296‒43‒6522

FAX　0296‒44‒0328

代表取締役 串 田  一 仁

ISO9001
認証取得

代表取締役　木　村　和　夫

本　社／〒310－0804　茨城県水戸市白梅 4－1－25 すざくビル
　　　　TEL 029－232－0158　FAX 029－232－0225
営業所／ひたちなか・笠間・筑西・常陸太田・稲敷・茨城町

建設コンサルタント
建設に係る技術力を持って社会に貢献する
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支　店／水戸・佐原・つくば
営業所／土浦・成田・稲敷・鉾田

代表取締役社長　井　上　浩　之

〒300－0037　茨城県土浦市桜町四丁目11番 14号
TEL　029－826－2536
FAX　029－826－2546

三展ミネコンサルタント株式会社

 TEL．029-248-5358㈹　FAX.029-248-5377

 TEL．029-852-5000　　FAX.029-852-5077
〒305-0033 茨城県つくば市東新井2-1 KMS・S2-403号室

〒310-0842 茨城県水戸市けやき台2-13-2本　　　社

つくば営業所

代表取締役　池 田　大 輔

Cosmo Sogo Construction Co.,Ltd

https://www.showa-kensetsu.co.jp/

代表取締役会長　佐久間　昭男
代表取締役社長　仁田原　一義

本　　社／水戸市千波町1905　TEL 029-241-2161㈹

㈱ 秋 山 工 務 店
㈱ 天 海 建 設
天 海 工 業 ㈲
雨 川 開 発 工 業 ㈱
㈱ 有 路 工 務 店
飯 塚 石 材 店
㈱ 磯 良 工 務 店
㈱ 井 滝 建 設
㈲ 井 出 野 建 設

㈲ 伊 藤 建 設
㈱ 井 上 工 務 店
打 越 建 設 ㈲
㈱ 大 須 賀 工 務 店
㈱ 大 曽 根 建 設
㈲ 太 田 建 設 工 業
㈱ 鬼 沢 建 設
㈱ 亀 山 工 務 店
㈱ 川 崎 建 設

河 又 土 建 工 業 ㈱
㈲  栗 田 組
栗 田 工 務 店
黒 沢 建 設
黒 沢 工 業 ㈱
興 陽 建 設 ㈲
小 林 建 設 工 業 ㈲
㈲ 斉 藤 興 業 所
㈱ 最 北 建 設

㈱ 澤 畑 工 務 店
㈱ 信 濃 造 園 土 木
㈲ 勝 建
㈱ 上 肥
㈱ 真 栄 工 業
菅 原 建 設 ㈱
ス ト ウ 工 業 ㈱
砂 押 工 業 ㈱
関 根 建 設

㈱ 大 栄 建 設
高 倉 建 設 工 業 ㈱
㈱ 田 本 工 務 店
㈲ 椿 山 建 設
東 昌 産 業 ㈱
東 水 建 設 ㈱
㈱ ト ー ホ ー 工 業
ト キ ワ 建 設 ㈱
戸 田 工 業 ㈱

㈱ 中 島 工 務 店
㈱ニシノグループ
西 野 工 業 ㈱
橋 本 建 設 ㈱
㈱ 蓮 田 工 務 店
日 立 土 木 ㈱
㈲  二 川 組
双 葉 工 業 ㈱
皆 神 建 材

㈱  八 木 組
㈱ 矢 口
㈱ユニバーサル建設工業
横 建 工 業 ㈱
横 信 建 材 工 業 ㈱
㈲ よ こ す か 建 設
㈲ 横 須 賀 工 務 店

ひたちなか市長堀町２丁目14－８　TEL 029－273－2096　FAX 029－274－6420

謹んで新春の
お慶びを申し上げます
謹んで新春の
お慶びを申し上げます
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２
０
２
５
年

主
要
事
業

県
央
地
域

県
央
地
域

始
し
、
93
年
４
月
22
日
に
県
内

第
１
号
の
道
の
駅
と
し
て
認
定

さ
れ
た
。
地
域
で
生
産
さ
れ
た

　
消
防
本
部
庁
舎
（
Ｒ
Ｃ
造
２

階
建
て
延
べ
１
０
５
０
㎡
、
建

築
面
積
６
９
７
㎡
）
は
１
９
７

８
年
３
月
に
竣
工
。
敷
地
面
積

は
２
３
１
９
㎡
。
防
災
備
蓄
倉

庫
併
設
の
訓
練
消
防
塔
（
Ｓ
造

２
階
建
て
延
べ
１
０
９
㎡
）
な

ど
も
あ
る
。

　
敷
地
は
津
波
浸
水
想
定
区
域

内
に
あ
り
、
東
日
本
大
震
災
で

は
津
波
の
被
害
を
受
け
、
今
後

も
大
規
模
な
津
波
な
ど
で
被
災

し
た
場
合
に
機
能
を
維
持
で
き

な
く
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
ま

た
、
施
設
の
老
朽
化
や
狭
あ
い

化
な
ど
も
課
題
と
な
っ
て
い

る
。

　
こ
の
た
め
、
高
台
に
位
置
す

　
道
の
駅
か
つ
ら
は
１
９
９
２

年
４
月
１
日
に
特
産
品
直
売
セ

ン
タ
ー
か
つ
ら
と
し
て
営
業
開

新
鮮
な
農
産
物
や
加
工
品
・
工

芸
品
な
ど
の
産
地
直
売
を
は
じ

め
、
常
陸
秋
そ
ば
な
ど
を
使
っ

た
郷
土
料
理
を
提
供
し
て
い

る
。

　
県
が
敷
地
と
接
す
る
国
道
１

２
３
号
那
珂
川
大
橋
の
架
替
え

を
進
め
て
お
り
、
こ
の
影
響
を

受
け
る
た
め
、
現
在
地
の
東
側

の
隣
接
地
へ
移
転
し
て
建
て
替

え
る
。
設
計
は
㈱
戸
頃
建
築
設

計
事
務
所
（
水
戸
市
）
が
担

当
。

　
移
転
整
備
コ
ン
セ
プ
ト
は
、

『
山
河
の
魅
力
を
「
味
わ
う
」

こ
と
が
で
き
る
拠
点
づ
く
り
』。

移
転
を
機
に
交
流
人
口
の
さ
ら

な
る
拡
大
を
図
り
、
新
た
な
魅

　
小
美
玉
市
は
小
河
城
跡
地
周

辺
地
区
の
都
市
再
生
整
備
計
画

で
生
涯
学
習
交
流
施
設
の
建
設

る
大
貫
町
の
町
有
地
（
Ａ
約

１
万
㎡
）
へ
移
転
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
場
所
は
国
道
51
号
大

貫
台
交
差
点
の
南
西
部
。
付
近

に
は
㈱
千
代
田
テ
ク
ノ
ル
茨
城

営
業
所
（
大
貫
町
３
５
２
２
）

が
立
地
。
区
域
区
分
は
市
街
化

調
整
区
域
（
用
途
地
域
指
定
な

し
、
建
ぺ
い
率
40
％
／
容
積
率

80
％
）。

　
海
抜
32
～
34
ｍ
で
津
波
・
洪

水
に
よ
る
浸
水
の
可
能
性
は

低
く
、
地
盤
が
強
固
で
あ
る
た

め
、
地
震
・
土
砂
災
害
の
危
険

性
は
ほ
ぼ
な
い
と
さ
れ
る
。
水

道
本
管
や
道
路
の
舗
装
は
千
代

田
テ
ク
ノ
ル
の
前
面
ま
で
整
備

さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
の

備
が
中
心
で
、
建
物
本
体
の
ほ

か
、
駐
車
場
計
１
１
４
台
、
ス

ロ
ー
プ
、
法
面
保
護
工
、
屋
外

階
段
、
備
蓄
倉
庫
な
ど
を
整
備

す
る
。
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
や

広
場
兼
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
、

残
り
の
駐
車
場
な
ど
の
２
期

は
、
那
珂
川
大
橋
架
替
え
の
進

捗
に
あ
わ
せ
て
進
め
て
い
く
。

し
て
利
用
し
て
い
る
部
分
。
既

存
校
舎
と
は
渡
り
廊
下
で
接
続

す
る
。

　
内
部
に
は
特
別
教
室
（
図
書

室
、
木
工
室
、
被
服
室
）、
各

準
備
室
、
多
目
的
室
（
２
室
）、

会
議
室
、
男
女
ト
イ
レ
（
各
階

に
設
置
）、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
な

ど
を
配
置
す
る
予
定
。

　
実
施
設
計
に
は
既
存
校
舎
ま

で
の
渡
り
廊
下
や
建
屋
廻
り

の
外
構
も
含
ま
れ
る
。
地
質
調

査
で
は
４
カ
所
の
ボ
ー
リ
ン
グ

（
15
ｍ
×
４
カ
所
）
な
ど
を
行

う
。

方
針
は
◇
歴
史
と
文
化
の
特
性

を
活
か
し
た
地
域
交
流
の
場
◇

既
存
施
設
、
既
存
敷
地
の
有
効

活
用
に
よ
り
新
た
な
価
値
を
創

出
す
る
場
◇
安
全
・
安
心
で
人

に
や
さ
し
い
快
適
な
場

－

。

　
生
涯
学
習
交
流
施
設
は
会
議

室
や
倉
庫
、
ラ
ウ
ン
ジ
、
給
湯

室
な
ど
の
機
能
を
持
た
せ
、
会

合
や
学
習
、
サ
ー
ク
ル
活
動
な

ど
で
活
用
で
き
る
空
間
と
し
、

図
書
館
・
資
料
館
前
に
整
備

す
る
デ
ッ
キ
お
よ
び
芝
生
の
屋

外
テ
ラ
ス
と
一
体
的
に
活
用
す

る
。
ま
た
、
Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
環
境

も
検
討
す
る
。

月
か
ら
稼
働
を
開
始
し
た
。

　
既
存
施
設
の
焼
却
能
力
は
１

０
５
ｔ
／
日
（
52
・
５
ｔ
／
16

ｈ
×
２
炉
）。
粗
大
ご
み
処
理

施
設
の
処
理
能
力
は
35
ｔ
／
５

ｈ
。
処
理
方
式
は
併
用
施
設

（
乾
式
回
転
式
破
砕
機
）。
資
源

化
施
設
の
処
理
能
力
は
２
ｔ
／

日
。

　
供
用
開
始
か
ら
30
年
以
上
が

経
過
し
、
老
朽
化
へ
の
対
応
が

課
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た

め
、
隣
接
す
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

新
た
な
ご
み
処
理
施
設
を
整
備

す
る
。
規
模
は
人
口
減
少
を
踏

ま
え
て
80
ｔ
程
度
を
想
定
。

災
害
時
に
受
水
槽
内
の
水
道
水

を
有
効
活
用
で
き
る
非
常
用
給

水
栓
受
水
槽
の
設
置
も
検
討
す

る
。

　
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
は
管

理
棟
33
㎡
、
屋
外
ト
イ
レ
60

㎡
（
既
存
再
利
用
）、
炊
事
棟

12
㎡
。
敷
地
面
積
は
７
５
０
０

㎡
。

　
水
戸
市
は
、
第
四
中
学
校

（
元
吉
田
町
１
９
８
７

－

３
）

の
生
徒
数
増
加
に
対
応
す
る
た

め
校
舎
を
増
築
す
る
。
実
施
設

計
は
㈱
眞
建
築
設
計
室
（
水
戸

市
）、
地
質
調
査
は
㈱
中
央
地

盤
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
（
水
戸

市
）
へ
委
託
。
予
算
が
付
け
ば

新
年
度
か
ら
建
築
工
事
に
着
手

す
る
。

　
四
中
の
敷
地
面
積
は
３
万
５

実
施
設
計
を
ま
と
め
、
２
０
２

６
年
度
に
建
設
工
事
を
実
施
す

る
見
通
し
。
事
業
費
は
４
億
１

掲
示
板
、
無
線
塔
、
井
戸
、
警

告
板
な
ど
も
検
討
。
停
電
に
備

え
自
家
発
電
設
備
な
ど
も
整
備

し
、
必
要
最
低
限
の
電
力
を
最

低
３
日
間
連
続
し
て
供
給
で
き

る
よ
う
に
す
る
。
熱
遮
断
ガ
ラ

ス
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
、
人
感
セ
ン

サ
ー
付
照
明
な
ど
も
採
用
す
る

見
通
し
だ
。

力
づ
く
り
な
ど
が
期
待
で
き
る

施
設
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す

る
。
基
本
計
画
で
は
Ｓ
造
２
階

建
て
１
７
０
０
㎡
程
度
（
２

棟
）
を
想
定
し
て
い
た
が
、
１

棟
１
９
０
５
㎡
に
見
直
し
を

行
っ
た
。

　
道
の
駅
の
主
な
機
能
は
、
休

憩
施
設
が
ト
イ
レ
（
85
㎡
）、

駐
車
場
（
１
６
０
台
）、
情
報

発
信
ス
ペ
ー
ス
（
60
㎡
）、
地

域
振
興
施
設
が
物
販
施
設
（
４

３
０
㎡
）、
飲
食
施
設
（
３
９

３
㎡
）、
加
工
施
設
（
84
㎡
）、

テ
ナ
ン
ト
（
33
㎡
）、
付
帯
施

設
（
８
１
４
㎡
）。
敷
地
面
積

は
河
川
区
域
駐
車
場
を
含
め
１

万
３
６
０
０
㎡
。

　
大
規
模
な
自
然
災
害
が
発
生

し
た
場
合
に
備
え
て
防
災
機
能

を
も
た
せ
る
。
地
域
住
民
の
一

時
避
難
場
所
と
し
て
活
用
で
き

る
よ
う
に
す
る
ほ
か
、
地
域
住

民
や
帰
宅
困
難
者
の
支
援
が
で

き
る
防
災
備
蓄
倉
庫
を
設
置
。

を
位
置
づ
け
て
い
る
。
規
模
は

Ｒ
Ｃ
造
平
屋
４
０
０
㎡
程
度
。

順
調
な
ら
ば
新
年
度
に
基
本
・

箇
所
は
整
備
が
必
要
。
進
入
路

は
町
道
８

－

２
０
７
２
号
線
を

延
伸
し
て
国
道
51
号
に
接
続
す

る
。

　
計
画
で
は
庁
舎
棟
（
消
防
本

部
・
消
防
署
・
車
庫
）、
訓
練

塔
、
防
災
備
蓄
倉
庫
、
駐
車

場
・
駐
輪
場
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

離
発
着
場
な
ど
を
整
備
す
る
。

　
庁
舎
棟
の
主

な
機
能
は
、
事

務
室
、
会
議

室
、
男
女
更
衣

室
、
書
庫
、
倉

庫
、
食
堂
・
厨

房
、
ト
イ
レ
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ

室
、
仮
眠
室
、

女
性
用
施
設
な

ど
。
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン

を
基
本
と
す

る
。

　
こ
の
ほ
か
、

自
家
給
油
設

備
、
耐
震
性
貯

水
槽
、
案
内

　
概
算
事
業
費
は
、
基
本
計
画

段
階
で
１
期
（
移
転
整
備
）・

２
期
（
ふ
れ
あ
い
広
場
オ
ー
ト

キ
ャ
ン
プ
場
・
駐
車
場
整
備
）

あ
わ
せ
て
15
億
１
３
０
０
万
円

を
見
込
ん
で
い
た
が
、
昨
今
の

資
材
高
騰
な
ど
の
影
響
で
増
額

と
な
る
見
通
し
。

　
１
期
は
主
に
敷
地
東
側
の
整

２
２
７
㎡
。
用
途
地
域
は
第
１

種
中
高
層
住
居
専
用
地
域
。
学

区
域
の
吉
田
小
学
区
、
酒
門
小

学
区
、
吉
沢
小
学
区
は
、
宅
地

造
成
な
ど
で
児
童
生
徒
数
が
増

加
傾
向
に
あ
る
た
め
、
敷
地
内

に
新
た
な
校
舎
を
増
築
し
て
対

応
す
る
。

　
増
築
規
模
は
約
１
２
０
０

㎡
。
建
築
場
所
は
既
存
校
舎
の

西
側
、
正
門
近
く
の
駐
車
場
と

２
６
０
万
円
を
想
定
。

　
小
河
城
跡
地
周
辺
地
区
は
、

旧
小
川
小
学
校
跡
地
と
そ
の
周

辺
の
旧
小
川
幼
稚
園
、
旧
防
衛

協
会
茨
城
出
張
所
、
小
川
公
民

館
、
小
川
図
書
館
・
資
料
館
な

ど
を
含
む
エ
リ
ア
（
約
３
万
２

０
０
０
㎡
）。
小
川
図
書
館
・

資
料
館
を
除
い
て
解
体
す
る
方

針
で
、
生
涯
学
習
交
流
施
設
は

小
川
公
民
館
跡
周
辺
に
建
設
す

る
予
定
。

　
都
市
再
生
整
備
計
画
の
基
本

コ
ン
セ
プ
ト
は
「
歴
史
と
文
化

の
香
る 

に
ぎ
わ
い
の
あ
る
地

域
交
流
の
場
の
創
出
」。
基
本

　
笠
間
市
は
新
た
な
清
掃
施
設

整
備
に
つ
い
て
、
２
０
３
０
年

度
の
運
用
開
始
を
目
指
し
て
㈱

環
境
技
術
研
究
所
で
基
本
計
画

を
進
め
て
い
る
。
策
定
後
は
発

注
支
援
お
よ
び
設
計
・
施
工
を

一
体
的
に
行
う
事
業
者
選
定
を

含
め
た
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
業
務

を
発
注
し
、
事
業
者
公
募
を
実

施
し
て
い
く
。

　
市
は
環
境
セ
ン
タ
ー
（
長
兎

路
仁
古
田
入
会
地
１

－

62
）
で

ご
み
の
中
間
処
理
を
行
っ
て
い

る
。
同
セ
ン
タ
ー
は
友
部
・
岩

間
地
区
の
一
般
廃
棄
物
処
理
を

目
的
と
し
て
、
１
９
９
２
年
７

　
城
里
町
は
道
の
駅
か
つ
ら
（
御
前
山
地
内
）
の
移
転
整

備
に
向
け
、
順
調
な
ら
ば
新
年
度
に
１
期
工
事
と
し
て
本

体
工
事
お
よ
び
外
構
工
事
に
着
手
す
る
。
建
物
の
規
模
は

Ｓ
造
２
階
建
て
１
９
０
５
㎡
。
オ
ー
プ
ン
予
定
は
２
０
２

６
年
春
。
そ
の
後
は
既
存
施
設
の
解
体
や
オ
ー
ト
キ
ャ
ン

プ
場
な
ど
の
２
期
工
事
を
進
め
る
。

　
大
洗
町
は
、
消
防
本
部
（
磯
浜
町
６
８
８
１

－
１
９

１
）
の
移
転
改
築
に
向
け
て
新
年
度
に
敷
地
の
造
成
工
事

を
行
う
。
順
調
な
ら
ば
２
０
２
６
・
27
年
度
に
本
体
工
事

を
実
施
す
る
計
画
。
実
施
設
計
は
㈱
柴
建
築
設
計
事
務
所

（
水
戸
市
）。
付
属
建
物
を
含
め
延
べ
床
面
積
３
３
０
０
㎡

程
度
を
想
定
し
て
い
た
が
、
昨
今
の
資
材
高
騰
な
ど
を
受

け
て
ス
リ
ム
化
も
検
討
す
る
。

Ｓ造２階1905㎡で移転

城里町

新
年
度
か
ら
本
体
工
事

道
の
駅

か
つ
ら

26
年
春
オ
ー
プ
ン
目
指
す

資材高騰でスリム化も
敷地造成工事に着手

大洗町新消防庁舎移転改築

生
涯
学
習
交
流
施
設
を
建
設

新
年
度
は
設
計
策
定

小美玉市

規
模
は
1200
㎡
程
度
想
定

新
た
な
清
掃
工
場
整
備

第
四
中
で
校
舎
増
築

事
業
者
公
募
実
施
へ

水戸市

笠間市
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２
０
２
５
年

主
要
事
業

県
北
地
域

県
北
地
域

量
と
詳
細
設
計
を
行
う
。

　
「
新
駅
１
」
の
建
設
位
置
は

海
浜
公
園
南
口
側
で
、
延
長
約

１
・
４
㎞
。
当
初
は
阿
字
ヶ
浦

土
地
区
画
整
理
事
業
区
域
の
の

ほ
ぼ
中
央
へ
の
設
置
を
計
画
し

て
い
た
が
、
海
浜
公
園
へ
の
ア

ク
セ
ス
向
上
に
よ
り
来
場
者
の

利
便
性
が
高
ま
る
ほ
か
、
公
共

交
通
利
用
へ
の
転
換
に
よ
る
交

通
渋
滞
の
緩
和
が
期
待
で
き

る
。
ま
た
「
新
駅
１
」
付
近
で

道
１
１
８
号
４
車
線
化
や
県
植

物
園
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
計
画
な

ど
に
よ
り
、
発
展
の
可
能
性
を

秘
め
た
地
域
と
な
っ
て
い
る
。

　
22
年
度
に
は
「
道
の
駅
」
の

候
補
地
や
コ
ン
セ
プ
ト
・
基
本

理
念
な
ど
を
取
り
ま
と
め
た
基

本
構
想
と
、
導
入
機
能
や
施
設

規
模
、
整
備
・
管
理
運
営
手
法

な
ど
を
ま
と
め
た
基
本
計
画
を

策
定
し
た
。

　
整
備
候
補
地
は
飯
田
押
敷
交

差
点
北
西
側
。
施
設
概
要
は
、

敷
地
面
積
約
４
万
５
０
０
０

㎡
、
延
べ
床
面
積
約
２
８
８
０

㎡
。
建
物
は
Ｗ
造
で
、
４
棟
の

建
設
を
計
画
し
て
い
る
。

　
藤
森
氏
に
よ
れ
ば
イ
メ
ー
ジ

　
ひ
た
ち
な
か
市
と
ひ
た
ち
な

か
海
浜
鉄
道
㈱
は
湊
線
の
延

伸
事
業
に
つ
い
て
、「
新
駅
１
」

ま
で
の
第
１
工
区
約
１
・
４
㎞

の
工
事
施
工
認
可
を
２
０
２
４

年
11
月
に
国
か
ら
取
得
し
た
。

総
事
業
費
は
１
２
６
・
４
１
億

円
で
、
そ
の
う
ち
第
１
工
区
ま

で
は
59
・
２
３
億
円
。
事
業
期

間
は
25
～
29
年
度
。
24
年
度
で

鉄
道
事
業
再
構
築
実
施
計
画
を

策
定
し
、
25
年
度
か
ら
用
地
測

　
那
珂
市
は
、
那
珂
Ｉ
Ｃ
周
辺

地
域
に
お
け
る
複
合
型
交
流
拠

点
施
設
「
道
の
駅
」
の
整
備
を

計
画
し
て
い
る
。
現
在
は
「
道

の
駅
」
の
整
備
に
向
け
、
建
築

家
の
藤
森
照
信
氏
と
㈱
エ
イ
プ

ラ
ス
・
デ
ザ
イ
ン
が
共
同
で
施

設
の
基
本
設
計
を
進
め
て
い

る
。
２
０
２
５
年
度
で
実
施
設

計
を
ま
と
め
、
26
年
度
か
ら
２

カ
年
で
工
事
を
進
め
て
い
き
た

い
考
え
だ
。

　
那
珂
Ｉ
Ｃ
は
供
用
開
始
か
ら

約
40
年
が
経
過
。
こ
れ
ま
で
民

間
事
業
者
や
行
政
に
よ
っ
て
周

辺
地
域
の
開
発
構
想
が
立
て
ら

れ
た
が
、
現
在
ま
で
実
現
に
は

至
っ
て
い
な
い
。
一
方
で
、
国

県
が
工
業
団
地
の
造
成
を
進
め

て
い
る
た
め
、
通
勤
に
よ
る
利

用
者
の
増
加
も
見
込
ま
れ
る
た

め
、
変
更
を
行
っ
た
。

　
湊
線
の
現
路
線
は
、「
勝
田

駅
」
か
ら
「
阿
字
ヶ
浦
駅
」
ま

で
の
計
10
駅
（
14
・
３
㎞
）。

　
常
陸
太
田
市
は
、
新
総
合
体

育
館
の
整
備
計
画
を
進
め
て
い

る
。
市
は
２
０
２
４
年
12
月
、

新
総
合
体
育
館
新
築
工
事
の
一

般
競
争
を
再
公
告
し
た
。
入
札

参
加
形
態
は
２
者
ま
た
は
３
者

Ｊ
Ｖ
。
予
定
価
格
は
、
前
回
の

56
億
５
１
０
０
万
円
か
ら
63
億

６
９
８
１
万
円
と
し
た
。
開
札

日
は
３
月
14
日
。

　
新
総
合
体
育
館
整
備
事
業

は
、
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の

中
心
拠
点
と
し
て
山
吹
運
動
公

園
に
新
体
育
館
を
整
備
す
る
。

　
新
総
合
体
育
館
の
建
物
規
模

は
Ｓ
Ｒ
Ｃ
造
一
部
Ｒ
Ｃ
・
Ｓ
造

２
階
建
て
、
延
べ
床
面
積
６
８

７
５
・
９
５
㎡
を
想
定
。
メ
イ

ン
ア
リ
ー
ナ
や
サ
ブ
ア
リ
ー

パ
ー
ス
に
つ
い

て
、
小
さ
な
南
向

き
の
山
を
建
築
し

て
高
速
道
路
で
訪

れ
た
人
が
す
ぐ
に

目
に
入
る
よ
う
な

外
観
と
し
た
。
ま

た
施
設
に
つ
い
て

は
回
り
を
回
廊
で

つ
な
ぎ
、
分
棟
化

し
た
施
設
が
１
つ

の
ま
と
ま
り
を
持

つ
よ
う
に
配
置
。

中
庭
は
、
子
ど
も

た
ち
の
遊
び
場
や

地
域
住
民
の
交
流

の
場
と
し
て
活
用

で
き
る
よ
う
に
し

た
と
い
う
。

　
26
年
度
に
着
工

し
、
28
年
度
の
開

業
を
目
標
に
事
業

を
進
め
て
い
く
。

　
東
海
村
は
、
村
役
場
庁
舎
の

駐
車
場
整
備
を
計
画
し
て
い

る
。
２
０
２
５
年
の
着
工
を
目

標
と
し
て
い
る
。

　
庁
舎
の
東
側
、
ロ
ー
タ
リ
ー

の
南
北
に
あ
る
駐
車
場
が
対

象
。
現
在
約
50
台
が
駐
車
可
能

だ
が
、
緑
地
が
多
く
駐
車
台
数

が
足
り
て
い
な
い
と
い
う
。
既

存
駐
車
場
と
緑
地
を
改
修
、
約

１
０
０
台
が
駐
車
可
能
と
な
る

よ
う
に
整
備
を
進
め
る
。

　
村
の
24
年
度
実
施
計
画
に
よ

る
と
、
着
工
は
25
年
度
を
計

画
。
概
算
事
業
費
と
し
て
１
６

３
０
万
円
を
試
算
し
て
い
る
。

２
期
工
事
は
、
26
年
度
の
整
備

を
計
画
し
て
い
る
。

　
今
後
に
つ
い
て
は
24
年
度
で

実
施
計
画
を
ま
と
め
、
計
画
の

認
可
を
経
て
25
年
度
以
降
用
地

測
量
と
詳
細
設
計
、
工
事
な
ど

に
着
手
す
る
計
画
だ
。
開
業
時

期
は
、
事
業
着
手
か
ら
５
年
後

の
30
年
春
を
予
定
。

　
「
新
駅
２
」
ま
で
の
第
２
工

区
１
・
７
㎞
に
つ
い
て
は
、
事

業
費
は
67
・
１
８
億
円
。
第
２

工
区
の
開
業
に
つ
い
て
は
第
１

工
区
の
進
捗
状
況
に
合
わ
せ
て

決
定
す
る
た
め
、
現
時
点
で
は

未
定
と
し
て
い
る
。

　
な
お
体
育
館
新
築
工
事
の
ほ

か
、
外
構
工
事
や
施
設
周
辺
道

路
照
明
・
道
路
案
内
板
の
整
備

に
つ
い
て
も
発
注
を
計
画
し
て

い
る
。

　
継
続
費
に
つ
い
て
、
事
業
期

間
を
２
０
２
４
～
27
年
度
、
総

額
を
70
億
６
７
９
万
１
０
０
０

円
に
設
定
。
内
訳
は
、
24
年
度

21
億
９
０
１
０
万
円
、
25
年
度

15
億
６
７
５
０
万
円
、
26
年
度

15
億
５
３
２
０
万
円
、
27
年
度

16
億
９
５
９
９
万
１
０
０
０
円

と
し
て
い
る
。

　
北
茨
城
市
は
、
関
本
保
育
所

（
関
本
町
八
反
１
８
４

－

５
）

を
市
民
病
院
敷
地
内
へ
移
転
新

築
す
る
こ
と
を
計
画
し
て
い

る
。
２
０
２
５
年
度
の
着
工
を

目
標
に
事
業
を
進
め
て
い
く
。

　
老
朽
化
が
著
し
い
た
め
、
病

院
敷
地
内
へ
移
転
新
築
を
行

う
。
関
本
保
育
所
は
１
９
７
８

年
築
の
Ｓ
造
平
屋
建
て
、
延
べ

分
け
て
発
注
を
計
画
し
て
お

り
、
第
１
期
工
事
は
25
年
度
の

第
１
四
半
期
発
注
を
見
込
ん
で

い
る
。

　
同
事
業
は
人
口
減
少
対
策
と

し
て
、
市
に
住
み
た
い
と
思
え

る
魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
、
子
育
て
世
帯
の
移

住
・
定
住
を
促
進
す
る
た
め
に

子
育
て
世
帯
向
け
住
宅
を
整
備

す
る
も
の
。
建
設
計
画
地
は
中

富
町
９
８
１

－

１
ほ
か
。
敷
地

面
積
は
約
９
０
０
０
㎡
。
国
道

「
阿
字
ヶ
浦
」
か
ら
海
浜
公
園

西
口
付
近
の
「
新
駅
２
」
ま
で

の
区
間
（
３
・
１
㎞
）
を
延
伸

ル
ー
ト
に
設
定
し
、
21
年
に
は

国
の
事
業
許
可
を
得
た
。
当
初

は
新
駅
２
つ
に
つ
い
て
一
括
の

開
業
を
見
込
ん
で
い
た
が
、
計

画
の
変
更
や
資
材
価
格
・
労
務

費
の
高
騰
な
ど
を
受
け
て
事
業

費
が
拡
大
し
た
た
め
、
工
事
施

工
認
可
の
申
請
を
２
回
延
期
。

そ
の
後
、
工
事
を
２
段
階
に
分

け
て
整
備
す
る
延
伸
計
画
の
変

更
を
行
っ
て
い
る
。

ナ
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
、

多
目
的
ル
ー
ム
な
ど
を
配
置

し
、
観
覧
席
は
最
大
２
５
０
０

席
程
度
を
確
保
す
る
。
ま
た
、

５
０
０
台
程
度
の
駐
車
場
を
配

置
す
る
予
定
。

　
施
設
の
実
施
設
計
は
、
安
井

建
築
設
計
事
務
所
・
柴
建
築
設

計
事
務
所
Ｊ
Ｖ
が
担
当
。

　
常
陸
大
宮
市
は
、
子
育
て
世

帯
向
け
住
宅
の
整
備
を
進
め
て

い
る
。
２
０
２
４
年
度
は
同
事

業
の
造
成
工
事
に
着
手
。
住
宅

建
設
工
事
に
つ
い
て
は
２
期
に

　
大
子
町
は
、
旧
役
場
跡
地
へ

イ
ベ
ン
ト
広
場
「（
仮
称
）
ま

ち
な
か
防
災
ス
ク
ウ
ェ
ア
」
の

整
備
を
計
画
し
て
い
る
。
２
０

２
５
年
度
着
工
、
26
年
秋
の
グ

ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
を
目
指
す
。

　
町
で
は
中
心
市
街
地
周
辺
の

空
洞
化
や
人
口

減
少
な
ど
を
ふ

ま
え
、
21
年
に

大
子
ま
ち
な
か

ビ
ジ
ョ
ン
を
策

定
。
に
ぎ
わ
い

の
あ
る
ま
ち
づ

く
り
に
向
け
、

Ｊ
Ｒ
常
陸
大
子

駅
側
の
隣
接
地

に
（
仮
称
）
ま

ち
な
か
防
災
ス

ク
ウ
ェ
ア
を
整

備
す
る
。

　
隣
接
す
る
雨

水
貯
水
槽
を
補

完
す
る
貯
水
機

能
を
備
え
た
全

床
面
積
は
５
２
０
・
８
７
㎡
。

　
移
転
場
所
に
つ
い
て
は
市
民

病
院
北
側
、
職
員
駐
車
場
の
北

側
を
計
画
し
て
い
る
。
保
育
所

機
能
と
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
機
能
を
併
せ
持
つ
複
合
施
設

と
し
て
、
一
体
的
な
整
備
を
進

め
て
い
く
と
の
こ
と
。

　
な
お
基
本
設
計
は
、
佐
藤
建

築
研
究
室
が
担
当
し
た
。

１
１
８
号
沿
い
で
、
計
画
地
西

側
に
は
市
道
１
０
２
４
３
号
線

が
通
る
。

　
住
宅
は
Ｗ
造
２
階
建
て
の
戸

建
て
住
宅
全
16
戸
の
建
設
を

予
定
し
て
お
り
、
１
戸
あ
た
り

の
延
べ
床
面
積
は
１
０
０
㎡
程

度
。
外
構
は
１
戸
に
つ
き
乗

用
車
２
台
分
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス

を
確
保
し
て
い
る
。
実
施
設
計

は
、
㈱
市
毛
建
築
設
計
事
務
所

が
担
当
し
た
。

　
ま
ず
住
宅
８
戸
を
建
設
す
る

第
１
期
工
事
の
発
注
を
25
年

度
の
第
１
四
半
期
に
実
施
す
る

見
込
み
で
、
26
年
３
月
完
成
予

定
。
残
る
８
戸
を
建
設
す
る
第

25
年
度
以
降
に
測
量
・
設
計

湊
線
の
延
伸
事
業
認
可

ひ た ち な か 市
ひたちなか海浜鉄道

自動車安全運転センター

工業団地

第1工区

（
今

回
認

可
取

得
）

新駅1

新
駅
2

南口ゲート

国営ひたち海浜公園事業許可区間  Ｌ3,106ｍ第2工区　L1.7㎞

西口ゲート

阿字ヶ浦土地区画
整理事業区域

阿
字
ヶ
浦
駅

交
流
拠
点「
道
の
駅
」整
備

26
年
度
着
工
見
込
み

那珂市

「道の駅」イメージパース

予
定
63
・
６
億
に
増
額
し
再
公
告

新
総
合
体
育
館
整
備

常陸太田市

旧
役
場
跡
地
へ

イ
ベ
ン
ト
広
場

大
子
町

天
候
型
の
イ
ベ
ン
ト
広
場
の
ほ

か
、
遊
具
や
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド

が
楽
し
め
る
広
場
等
の
整
備
を

計
画
。
住
民
の
交
流
の
場
と
な

る
空
間
を
目
指
す
。
基
本
・
実

施
設
計
は
、
㈱
横
須
賀
満
夫
建

築
設
計
事
務
所
が
担
当
。

　
24
年
度
で
実
施
設
計
を
進

め
、
着
工
は
25
年
度
を
想
定
。

26
年
秋
の
供
用
開
始
を
目
標
に

整
備
を
進
め
て
い
く
。

第
１
期
工
事
25
年
度
に
発
注

子
育
て
世
帯
向
け
住
宅

常陸大宮市

関
本
保
育
所
を
移
転
改
築

25
年
度
目
標
に
着
手

北茨城市

25年度めどに着工目指す
庁舎駐車場を整備

東海村
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２
０
２
５
年

主
要
事
業

県
南
地
域

県
南
地
域

芸
術
創
造
拠
点
と
し
て
整
備
す

る
た
め
、
新
年
度
に
建
設
工
事

に
着
手
す
る
。
設
計
は
㈱
ａ
ｎ

ｄ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｄ
建
築
設
計
事
務

所
・
㈱
河
野
正
博
建
築
設
計
事

務
所
Ｊ
Ｖ
。

　
市
は
文
化
芸
術
創
造
拠
点
の

具
体
化
を
図
る
た
め
、
廃
校
と

な
っ
た
旧
田
水
山
小
を
活
用
。

文
化
芸
術
の
新
た
な
活
動
拠
点

整
備
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
。

基
本
計
画
は
日
本
工
営
㈱
が
策

定
し
た
。

　
旧
田
水
山
小
は
教
室
棟
が
１

９
９
５
年
の
建
築
。
Ｒ
Ｃ
造
３

階
建
て
延
べ
床
２
５
１
０
㎡
。

屋
内
運
動
場
が
82
年
築
で
Ｒ
Ｃ

造
２
階
建
て
８
４
５
・
７
２

㎡
。
い
ず
れ
も
新
耐
震
基
準
で

建
設
さ
れ
て
い
る
。
敷
地
面
積

は
１
万
１
７
７
７
㎡
。

　
主
な
工
事
内
容
は
建
築
工
事

関
連
で
屋
根
・
外
壁
（
パ
ラ

ペ
ッ
ト
含
む
）、
内
装
（
間
仕

　
守
谷
市
は
中

央
図
書
館
（
大

柏
９
３
７

－

２
）
大
規
模
改

修
工
事
に
新
年

度
か
ら
着
手
す

る
。
工
事
内
容

と
し
て
は
屋
根

や
外
壁
、
内
装

部
、
照
明
器

具
、
空
調
設

備
、
ト
イ
レ
な

ど
全
面
的
な
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
を

施
し
、
一
部
増

築
も
行
う
。
増

築
規
模
は
Ｓ
造

３
階
建
て
延
べ

床
４
１
７
㎡
。

２
０
２
５
年
度

（
税
抜
き
）
で
、
ガ
ス
空
調
設

備
設
置
工
事
に
係
る
実
施
設
計

業
務
を
㈱
若
栁
建
築
事
務
所
に

１
２
９
８
万
円 （
税
抜
き
）
で

そ
れ
ぞ
れ
委
託
し
て
い
る
。
工

事
に
つ
い
て
は
、
予
算
が
付
け

ば
新
年
度
に
実
施
予
定
だ
。

　
つ
く
ば
市
は
、
旧
田
水
山
小

学
校
（
水
守
６
２
０
）
を
文
化

　
取
手
市
は
小
中
学
校
20
校
の

体
育
館
や
武
道
場
に
空
調
設
備

を
設
置
す
る
た
め
、
本
年
度
に

設
計
を
策
定
す
る
。
電
気
空
調

設
備
設
置
工
事
に
係
る
実
施
設

計
業
務
を
㈱
河
野
正
博
建
築
設

計
事
務
所
に
１
７
６
０
万
円

切
り
壁
撤
去
、
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ

ン
変
更
含
む
）、
建
具
（
外
部・

内
部
共
）、
ス
ロ
ー
プ
、
階
段

（
手
す
り
含
む
）、
ト
イ
レ
な

ど
。

　

電
気
設
備
工
事
関
連
は

キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
設
備
や
照
明
設

備
、
防
災
・
防
犯
設
備
な
ど
が

対
象
。
機
械
設
備
工
事
に
つ
い

て
は
空
調
（
既
設
再
利
用
含

む
）、
給
排
水
設
備
（
受
水
槽
、

ト
イ
レ
、
配
管
な
ど
）、
消
防

秋
に
着
工
し
、
26
年
度
秋
の
竣

工
を
目
指
す
。
予
定
工
事
費
と

し
て
は
16
～
18
億
円
を
見
込
ん

で
い
る
。
設
計
は
㈱
三
上
建
築

事
務
所
が
担
当
。

　
現
在
の
中
央
図
書
館
は
構
造

が
Ｒ
Ｃ
造
３
階
建
て
。
建
築
面

積
が
１
３
８
０
・
１
５
５
㎡
、

延
べ
床
面
積
が
３
５
２
２
・
７

３
４
㎡
。
竣
工
は
１
９
９
４
年

度
。

　
今
回
の
改
修
の
基
本
方
針

は
、
建
物
の
長
寿
命
化
を
図
る

と
と
も
に
建
設
か
ら
お
よ
そ
30

年
が
経
過
し
た
こ
と
に
伴
い
、

時
代
の
潮
流
や
現
在
の
利
用
に

合
わ
な
く
な
っ
た
も
の
、
機
能

や
効
率
の
低
下
が
認
め
ら
れ
る

も
の
に
つ
い
て
改
善
す
る
。

　
具
体
的
な
改
修
内
容
に
つ
い

　
小
中
学
校
の
体
育
館
等
へ
の

空
調
整
備
は
夏
季
に
お
け
る
児

童
・
生
徒
の
熱
中
症
対
策
お
よ

び
災
害
時
の
指
定
避
難
所
と
な

る
同
施
設
の
居
住
環
境
整
備
が

主
な
目
的
。
工
事
内
容
は
空
調

の
新
設
が
メ
イ
ン
で
、
付
属
す

る
工
事
と
し
て
受
変
電
設
備
の

整
備
な
ど
も
行
う
可
能
性
が
あ

る
。
対
象
は
小
学
校
14
校
と
中

学
校
６
校
。

　
阿
見
町
は
（
仮
称
）
子
育
て

支
援
総
合
セ
ン
タ
ー
の
新
築
工

事
を
、
３
月
に
も
一
般
競
争
入

札
で
公
告
す
る
。
年
度
明
け
４

月
早
々
に
入
札
を
執
行
し
、
臨

ネ
ル
ギ
ー
な
高
効
率
機
器
へ
更

新
す
る
。

　
ト
イ
レ
は
和
式
便
座
を
洋
式

化
す
る
な
ど
、
明
る
く
衛
生
的

な
ト
イ
レ
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す

る
。

　
そ
の
ほ
か
書
架
・
家
具
の
修

理
と
一
部
更
新
も
行
う
。

室
、
更
衣
室
に
７
８
０
㎡
、
エ

ン
ト
ラ
ン
ス
、
廊
下
、
ト
イ
レ

等
の
共
用
部
分
に
６
６
０
㎡
の

面
積
を
想
定
す
る
。

　
基
本
計
画
に
よ
る
と
、
今
後

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
て
は

25
年
度
に
設
計
を
策
定
し
26
年

度
中
の
完
成
を
目
指
す
。
そ
の

後
、
27
年
度
に
既
存
の
石
岡
保

健
セ
ン
タ
ー
を
解
体
す
る
。

利
用
す
る
。
ま
た
、
既
存
の
駐

車
場
を
利
用
し
て
、
消
防
本
部

車
両
の
車
庫
と
し
て
再
利
用
す

る
計
画
だ
。
可
能
な
限
り
大
規

模
な
改
修
は
行
わ
な
い
方
針
。

　
西
消
防
署
は
、
千
代
田
庁
舎

前
の
駐
車
場
へ
移
転
す
る
こ
と

と
し
、
庁
舎
を
新
た
に
建
築
し

て
設
置
す
る
。
移
転
後
の
既
存

施
設
は
解
体
す
る
。

　
東
消
防
署
は
、
霞
ヶ
浦
保
健

セ
ン
タ
ー
跡
地
の
市
有
地
へ
移

転
す
る
こ
と
と
し
、
庁
舎
を
新

た
に
建
築
し
て
設
置
す
る
。
移

転
後
は
、
既
存
施
設
は
解
体
す

る
こ
と
と
し
、
跡
地
に
つ
い
て

は
操
法
訓
練
を
は
じ
め
と
し
た

訓
練
施
設
と
し
て
継
続
的
に
活

用
す
る
。

理
ゾ
ー
ン
に
は
事
務
室
、
更
衣

室
な
ど
を
設
け
る
。
開
館
は
26

年
度
を
目
指
す
。

る
部
分
の
改
修
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
爆
裂
・
ひ
び
割
れ
補
修
お

よ
び
保
護
塗
装
を
実
施
。
開
口

部
は
ア
ル
ミ
サ
ッ
シ
を
交
換

し
、
ス
チ
ー
ル
ド
ア
へ
は
耐
候

性
塗
料
を
施
す
。

　
内
装
材
は
空
調
機
器
・
配
管

の
改
修
に
伴
い
既
存
の
天
井
材

人
件
費
の
高
騰
に
よ
り
増
額
と

な
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
こ
の
事
業
は
、
老
朽
化
が
進

む
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー
（
杉
並

２

－

１

－

１
）
と
八
郷
保
健
セ

ン
タ
ー
（
柿
岡
２
７
５
０
）
を

　
か
す
み
が
う
ら
市
は
消
防
庁

舎
等
の
再
整
備
を
進
め
る
。
市

内
に
は
現
在
、
消
防
庁
舎
と
し

て
消
防
本
部
、
西
消
防
署
、
東

消
防
署
が
あ
る
が
、
老
朽
化
な

ど
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
た
め

新
築
や
改
修
を
進
め
る
。
設
計

は
㈱
ａ
ｎ
ｄ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｄ
建
築
設

計
事
務
所
が
担
当
す
る
。
工
事

は
２
０
２
６
年
度
か
ら
行
う
。

概
算
総
事
業
費
は
17
億
６
７
１

４
万
３
０
０
０
円
。

　
現
在
の
消
防
本
部
は
西
消
防

署
と
同
一
敷
地
内
に
設
け
ら
れ

て
い
る
。
施
設
規
模
は
Ｒ
Ｃ
造

除
く
）。
建
設
地
は
総
合
福
祉

会
館
の
隣
接
地
で
敷
地
面
積
は

約
５
８
０
０
㎡
。
設
計
は
㈱
ａ

ｎ
ｄ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｄ
建
築
設
計
事
務

所
。
12
月
補
正
予
算
で
限
度
額

７
億
９
７
０
０
万
５
０
０
０
円

の
債
務
負
担
行
為
を
設
定
し
て

い
る
。

　
建
物
は
全
体
を
１
枚
の
屋
根

が
覆
う
デ
ザ
イ
ン
と
し
、
子
育

て
中
の
親
子
や
地
域
住
民
を
優

し
く
包
み
込
む
イ
メ
ー
ジ
の
外

観
と
す
る
。
北
側
の
屋
根
を
最

も
高
く
す
る
こ
と
で
遠
景
か
ら

見
た
時
も
建
物
の
顔
と
な
る
よ

う
計
画
。

　
ま
た
、
建
物
の
入
口
を
南
側

て
は
、
屋
根
は
既
存
防
水
層
の

膨
れ
、
劣
化
が
見
ら
れ
る
た
め

既
存
防
水
層
を
撤
去
し
防
水
層

を
新
設
す
る
。
防
水
層
の
下
の

断
熱
材
も
更
新
す
る
。
ま
た
排

煙
設
備
の
ト
ッ
プ
ラ
イ
ト
の
開

閉
機
構
等
を
交
換
す
る
。

　
外
壁
は
タ
イ
ル
の
浮
き
の
あ

　
石
岡
市
は
総
合
保
健
セ
ン

タ
ー
（
仮
称
）
の
整
備
に
向
け

て
、
新
年
度
に
も
設
計
の
策
定

に
取
り
掛
か
る
。
規
模
は
平
屋

建
て
２
４
０
０
㎡
程
度
を
想

定
。
建
設
予
定
地
は
ふ
れ
あ
い

の
里
石
岡
北
側
に
位
置
す
る

土
地
（
大
砂
１
０
５
２
８

－

19

外
）
で
敷
地
面
積
約
８
５
０
０

㎡
（
建
築
予
定
面
積
３
０
０
０

㎡
程
度
）。
概
算
工
事
費
は
12

億
２
０
０
０
万
円
（
外
構
は
含

ま
な
い
）
を
見
込
む
が
資
材
や

設
備
（
防
火
シ
ャ
ッ
タ
ー
、
消

火
栓
、
配
管
を
含
む
）
な
ど
を

行
う
。

　
外
構
で
は
屋
外
展
示
ス
ペ
ー

ス
、
駐
車
場
等
の
整
備
な
ど
を

実
施
す
る
。

　
そ
の
ほ
か
、
多
目
的
ト
イ
レ

の
設
置
を
含
む
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
の
検
討
、
エ
レ
ベ
ー
タ
設
置

の
配
置
・
構
造
検
討
、
什
器
選

定
・
レ
イ
ア
ウ
ト
、
サ
イ
ン
計

画
な
ど
も
行
う
。

　
ガ
ス
空
調
を
設
置
す
る
の
は

取
手
小
、
白
山
小
、
寺
原
小
、

永
山
小
、
取
手
西
小
、
戸
頭

小
、
高
井
小
、
取
手
二
中
、
永

山
中
、
戸
頭
中
の
10
校
。

　
電
気
空
調
を
配
備
す
る
の
は

取
手
東
小
、
山
王
小
、
六
郷

小
、
藤
代
小
、
宮
和
田
小
、
久

賀
小
、
桜
が
丘
小
、
取
手
一

中
、
藤
代
中
、
藤
代
南
中
の
10

校
。

時
会
で
契
約
議
案
を
提
出
す
る

考
え
。
２
０
２
５
年
度
内
の
工

事
完
了
を
目
指
す
。
施
設
規
模

は
Ｓ
造
（
一
部
Ｗ
造
）
平
屋
約

１
１
０
０
㎡
（
設
備
ス
ペ
ー
ス

を
撤
去
。
空
間
の
イ
メ
ー
ジ
を

刷
新
す
る
。
照
明
器
具
は
全
て

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
へ
更
新
し
、
ト
イ

レ
等
は
人
感
セ
ン
サ
ー
付
器
具

を
導
入
。

　
ま
た
、
空
調
設
備
に
つ
い
て

は
状
態
が
良
好
な
既
存
ダ
ク
ト

を
維
持
し
、
設
備
機
器
は
省
エ

統
合
し
、
新
た
な
施
設
の
建
設

を
進
め
る
も
の
。

　
施
設
の
機
能
と
し
て
は
健
康

づ
く
り
の
機
能
と
し
て
健
診

ホ
ー
ル
、
健
診
室
、
計
測
室
、

問
診
室
な
ど
に
７
４
０
㎡
、
子

育
て
支
援
の
機
能
と
し
て
妊
産

婦
相
談
室
な
ど
に
２
２
０
㎡
の

面
積
を
想
定
。

　
そ
の
ほ
か
、
事
務
室
や
会
議

２
階
建
て
延
べ
床
７
４
４
・
１

１
㎡
。
東
消
防
署
は
１
９
７
９

年
築
で
Ｒ
Ｃ
造
平
屋
建
て
４
４

８
・
０
６
㎡
。

　
い
ず
れ
の
施
設
も
建
築
か
ら

40
年
以
上
が
経
過
。
ま
た
、
衛

生
的
で
職
員
が
動
き
や
す
い
環

境
や
業
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
順

応
で
き
る
環
境
が
求
め
ら
れ
て

い
る
た
め
再
整
備
を
行
う
。

　
消
防
本
部
は
、
現
在
の
防
災

セ
ン
タ
ー
１
階
に
あ
る
総
務

部
の
場
所
に
設
置
す
る
こ
と
と

し
、
必
要
な
諸
室
等
は
防
災
セ

ン
タ
ー
や
増
築
棟
を
改
修
し
て

に
す
る
こ
と
で
、
駐
車
場
や
ふ

れ
あ
い
の
路
、
さ
わ
や
か
セ
ン

タ
ー
の
ど
こ
か
ら
も
ア
ク
セ
ス

し
や
す
い
よ
う

に
す
る
。

　
施
設
は
子
育

て
支
援
ゾ
ー

ン
、
地
域
交
流

ゾ
ー
ン
、
施
設

管
理
ゾ
ー
ン

の
３
つ
で
構

成
。
子
育
て
支

援
ゾ
ー
ン
に
は

ア
ク
テ
ィ
ブ
ス

ペ
ー
ス
、
は
い

は
い
ス
ペ
ー
ス

な
ど
を
配
備
。

地
域
交
流
ゾ
ー

ン
に
は
飲
食
・

情
報
共
有
ス

ペ
ー
ス
、
エ
ン

ト
ラ
ン
ス
ホ
ー

ル
を
、
施
設
管

中
央
図
書
館
を
大
改
修

秋
ご
ろ
か
ら
工
事
着
手

守谷市

新年度から改修工事を開始
旧田水小を文化芸術拠点に

つくば市

総
合
保
健
セ
ン
タ
ー
を
整
備

新
年
度
以
降
に
設
計

石岡市

消
防
庁
舎
等
の
再
整
備

ａ
ｎ
ｄ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｄ
が
設
計

かすみがうら市

20
校
の
屋
体
等
に
空
調

河
野
と
若
栁
が
実
施
設
計

取手市

子
育
て
支
援
総
合
セ
ン
タ
ー

新
築

３
月
に
　
　
も

一
般
競
争
公
告

阿見町
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２
０
２
５
年

主
要
事
業

県
西
地
域

県
西
地
域

　
常
総
市
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー

の
移
転
、
市
民
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ホ
ー
ル
・
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
改

修
な
ど
を
進
め
て
い
く
。
水
海

道
市
街
地
整
備
の
方
針
（
案
）

に
よ
る
と
、
保
健
セ
ン
タ
ー

は
市
役
所
第
一
分
庁
舎
を
解
体

　
坂
東
市
は
、
坂
東
Ｐ
Ａ
ハ
イ

ウ
ェ
イ
・
オ
ア
シ
ス
に
つ
い

て
、
飲
食
店
や
売
店
な
ど
の
機

能
を
有
す
る
複
合
施
設
整
備
に

向
け
た
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

を
公
告
す
る
。
年
度
内
の
募
集

開
始
を
検
討
し
て
お
り
、
Ｐ
ａ

ｒ
ｋ

－

Ｐ
Ｆ
Ｉ
な
ど
、
官
民
連

携
手
法
を
想
定
。
複
合
施
設
の

延
べ
面
積
は
２
０
０
０
㎡
程
度

を
見
込
ん
で
い
る
。

　
複
合
施
設
は
、
飲
食
店
、
県

や
市
な
ど
地
域
の
魅
力
を
発

信
す
る
物
販
施
設
、
キ
ッ
ズ
ス

ペ
ー
ス
や
ト
イ
レ
な
ど
の
機
能

を
有
す
る
予
定
。
場
所
は
坂
東

Ｐ
Ａ
ト
イ
レ
の
南
側
と
す
る
も

し
、
建
築
す
る
こ
と
を
検
討
。

市
民
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
に

つ
い
て
は
、
旧
報
徳
銀
行
の
耐

震
補
強
工
事
を
進
め
、
使
用
再

開
を
目
指
し
て
い
く
。
水
海
道

市
街
地
の
整
備
事
業
は
新
年
度

よ
り
開
始
し
、
５
年
計
画
で
進

よ
う
だ
。

　
屋
外
に
は
遊
具
等
を
設
置
す

る
ほ
か
、
イ
ベ
ン
ト
等
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
広
場
な
ど
も
検

討
す
る
。
広
場
は
、
災
害
時
に

避
難
場
所
と
し
て
の
利
用
も
想

定
す
る
。

　
調
整
池
や
駐
車
場
な
ど
の
整

備
に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き
進

め
て
い
く
。

　
調
整
池
全
体
の
面
積
は
約
６

７
０
０
㎡
。
数
カ
年
で
整
備
を

進
め
て
い
く
。
場
所
は
坂
東
Ｐ

Ａ
の
東
側
。

　
「
ロ
ー
ソ
ン
坂
東
Ｐ
Ａ
ハ
イ

ウ
ェ
イ
オ
ア
シ
ス
店
」
は
10
月

11
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。
フ
ォ

マ
ル
シ
ェ
等
の
イ
ベ
ン
ト
に
も

利
用
で
き
る
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー

ス
な
ど
を
設
け
た
い
考
え
。

　
既
存
の
水
海
道
公
民
館
は
１

９
７
３
年
に
建
築
さ
れ
、
老

　
五
霞
町
は
、
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ

ン
タ
ー
（
元
栗
橋
６
２
５
０
）

改
修
工
事
を
行
う
。
設
計
業
務

は
㈱
三
橋
設
計
が
、
本
年
度
内

を
目
途
に
策
定
す
る
。
ト
イ
レ

の
改
修
、
エ
ア
コ
ン
の
新
設
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル
の
交
換
な

ど
を
実
施
す
る
予
定
。
新
年
度

に
は
、
工
事
に
着
手
し
た
い
考

え
だ
。

　
ト
イ
レ
に
つ
い
て
は
、
現
状

室
、
ト
イ
レ
な
ど
の
機
能
を
有

し
て
い
る
。

　
な
お
、
下
館
南
中
学
校
の

プ
ー
ル
改
築
工
事
に
つ
い
て

は
、
建
築
は
ア
キ
ラ
建
設
・
飯

田
建
設
興
業
Ｊ
Ｖ
、
電
気
設
備

は
㈱
協
和
エ
レ
ッ
ク
ス
、
機
械

設
備
は
㈱
県
西
ア
ロ
ー
住
設
が

担
当
し
て
い
た
。

ス
ト
ラ
ン
、
大
広
間
な
ど
の
機

能
も
有
し
て
い
る
。

　
グ
リ
ー
ン
ビ
レ
ッ
ジ
は
、
温

　
古
河
市
は
、
総
和
福
祉
セ
ン

タ
ー
「
健
康
の
駅
」（
駒
羽
根

１
５
０
１
）
の
長
寿
命
化
を
図

る
た
め
、
基
本
計
画
の
策
定
を

進
め
て
い
る
。
基
本
計
画
・
維

持
管
理
計
画
策
定
業
務
は
㈱
岡

野
建
築
設
計
事
務
所
が
担
当
。

年
度
内
を
目
途
に
ま
と
め
る
。

実
施
設
計
は
㈱
三
上
建
築
事
務

所
が
担
当
し
た
。
来
年
度
以
降

で
着
工
時
期
を
検
討
し
た
い
考

え
。

　
建
物
規
模
は
組
積
造
（
煉
瓦

増
）
２
階
建
て
、
延
べ
面
積
２

６
４
・
５
６
㎡
。
建
築
年
は
１

９
１
９
年
。
場
所
は
水
海
道
駅

の
北
側
で
、
敷
地
面
積
は
５
４

５
・
２
８
㎡
。
南
側
に
あ
る
ポ

ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
の
改
修
も
併
せ

て
行
い
た
い
考
え
で
あ
り
、
改

修
の
方
針
は
今
後
検
討
を
進
め

て
い
く
。

　
ま
た
、
水
海
道
地
区
に
お
い

て
は
、
水
海
道
公
民
館
お
よ
び

水
海
道
児
童
セ
ン
タ
ー
の
複
合

施
設
整
備
も
進
め
る
。
民
間
提

案
制
度
に
よ
り
事
業
者
を
募
集

し
た
結
果
、
㈱
染
谷
工
務
店
を

選
定
。
順
調
に
事
業
化
が
進
め

プ
ー
ル
本
体
お
よ
び
附
属
室
を

解
体
し
て
、
新
た
な
プ
ー
ル
を

整
備
し
て
い
く
。

　
新
た
な
プ
ー
ル
の
整
備
予
定

地
、
規
模
な
ど
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
屋
内
プ
ー
ル
の
新
築
も

視
野
に
入
れ
つ
つ
、
設
計
の
中

で
検
討
す
る
。

　
既
存
の
プ
ー
ル
は
25
ｍ
×
７

コ
ー
ス
。
１
９
７
０
年
に
整
備

さ
れ
た
。
附
属
室
は
Ｓ
造
平
屋

（
市
道
）
の
両
側
か
ら
の
利
用

が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

め
て
い
く
計
画
だ
。

　
第
一
分
庁
舎
は
築
年
数
約
50

年
以
上
が
経
過
。
老
朽
化
が
進

ん
で
い
る
た
め
、
解
体
し
保
健

セ
ン
タ
ー
を
建
築
す
る
。
こ
ど

も
家
庭
セ
ン
タ
ー
を
合
わ
せ
て

設
置
し
、
利
便
性
向
上
を
図

る
。
第
一
分
庁
舎
の
建
物
規
模

は
、
Ｒ
Ｃ
３
階
建
て
、
延
べ
面

積
は
約
８
８
０
㎡
。

　
旧
報
徳
銀
行
は
、
耐
震
補
強

工
事
を
進
め
る
こ
と
で
、
市
民

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
と
し
て

の
使
用
を
再
開
す
る
も
よ
う
。

　
筑
西
市
は
、
下
館
西
中
学
校

（
飯
島
６
０
０
）
の
プ
ー
ル
改

築
工
事
に
向
け
、
設
計
業
務
を

進
め
て
い
る
。
設
計
業
務
は
㈱

早
川
建
築
事
務
所
が
担
当
し
、

年
度
内
を
目
途
に
ま
と
め
て
い

く
。
着
工
時
期
に
つ
い
て
は
、

来
年
度
以
降
で
検
討
し
て
い
く

も
よ
う
だ
。

　
既
存
の
プ
ー
ル
は
、
老
朽
化

が
進
行
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

ト
ス
ポ
ッ
ト
や
市
の
情
報
発
信

コ
ー
ナ
ー
、
特
産
品
販
売
な
ど

の
機
能
を
備
え

て
い
る
。
設
計

業
務
は
㈱
本
澤

建
築
設
計
事
務

所
、
施
工
は
㈱

Ｋ
Ｕ
Ｎ
Ｏ
が
担

当
し
た
。

　
坂
東
Ｐ
Ａ
ハ

イ
ウ
ェ
イ
オ
ア

シ
ス
は
、
首
都

圏
中
央
連
絡
自

動
車
道
の
坂
東

Ｐ
Ａ
と
、
坂
東

市
の
都
市
公
園

を
一
体
的
に
整

備
す
る
も
の
。

現
時
点
で
、

ロ
ー
ソ
ン
に
つ

い
て
は
圏
央
道

お
よ
び
一
般
道

朽
化
が
進
ん
で
い
る
。
既
存
公

民
館
の
規
模
は
Ｒ
Ｃ
造
３
階
建

て
、
延
べ
面
積
は
約
１
２
０
０

㎡
。
築
年
数
50
年
ほ
ど
が
経
過

し
て
い
る
。

詰
ま
り
や
す
く
な
っ
て
い
る
状

態
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を

解
消
し
て
い
く
。

　
エ
ア
コ
ン
の
新
設
工
事
は
、

１
、
２
階
そ
れ
ぞ
れ
の
体
育
館

で
実
施
す
る
。
災
害
時
の
避
難

所
と
し
て
も
利
用
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
利
用
環
境
の
向
上
を
目

指
す
。

　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル
に
つ
い

て
は
、
体
育
館
に
あ
る
大
人

用
の
コ
ー
ト
、
ミ
ニ
バ
ス
用
の

コ
ー
ト
、
い
ず
れ
の
ゴ
ー
ル
も

老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
。
こ
の

た
め
、
交
換
工
事
を
行
う
こ
と

に
よ
り
、
利
用
者
の
安
全
性
を

確
保
し
て
い
く
。

　
建
物
規
模
は
Ｒ
Ｃ
造
２
階
建

て
、
延
べ
約
１
８
２
８
㎡
。
築

年
数
30
年
以
上
が
経
過
し
て
い

る
。

泉
を
は
じ
め
、
キ
ャ
ン
プ
場
、

コ
テ
ー
ジ
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
場

な
ど
を
備
え
た
複
合
施
設
。
滞

在
型
市
民
農
園
「
ク
ラ
イ
ン
ガ

ル
テ
ン
八
千
代
」
が
隣
接
す

る
。
賑
わ
い
創
出
の
場
と
し

て
、
さ
ら
な
る
魅
力
向
上
を
目

指
し
て
い
く
。

　
長
寿
命
化
の
基
本
計
画
は
、

施
設
内
全
体
に
つ
い
て
策
定
し

て
い
く
。
空
調
設
備
改
修
な
ど

も
行
う
予
定
で
あ
り
、
各
種
工

事
の
施
工
時
期
に
つ
い
て
も
基

本
計
画
内
で
定
め
て
い
く
も
よ

う
だ
。

　
空
調
設
備
改
修
工
事
の
実
施

設
計
業
務
は
つ
く
ば
建
築
設
計

事
務
所
㈱
が
担
当
。
経
年
劣
化

に
よ
る
故
障
等
が
頻
発
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
施
設
内
の
全
空

調
設
備
を
更
新
し
た
い
考
え
。

　
非
構
造
部
材
改
修
工
事
の
実

施
設
計
は
㈱
根
本
建
築
設
計
事

務
所
が
ま
と
め
た
。
ロ
ビ
ー
の

天
井
や
壁
の
改
修
、
照
明
の
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
な
ど
を
想
定
。

　
建
物
規
模
は
Ｒ
Ｃ
造
一
部
Ｓ

造
２
階
建
て
、
延
べ
面
積
は
約

４
３
５
２
㎡
。
築
年
数
は
20
年

ほ
ど
。

ば
、
２
０
２
５
年
７
月
か
ら
26

年
３
月
初
旬
ま
で
に
工
事
を
進

め
た
い
考
え
だ
。

　
旧
カ
ス
ミ
跡
地
に
あ
る
既
存

建
物
を
改
修
し
て
、
水
海
道
公

民
館
、水
海
道
児
童
セ
ン
タ
ー
、

オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
、
民
間
テ

ナ
ン
ト
が
入
る
複
合
施
設
と
す

る
。

　
既
存
建
物
の
建
物
規
模
は
、

Ｓ
造
平
屋
建
て
、
延
べ
面
積
は

約
１
９
０
０
㎡
。
隣
接
す
る
市

民
の
広
場
と
一
体
的
に
活
用

し
、
市
民
が
集
ま
り
や
す
い
環

境
を
創
出
す
る
。

　
公
民
館
部
分
は
約
６
０
０

㎡
、
児
童
セ
ン
タ
ー
は
約
４
０

０
㎡
、
民
間
テ
ナ
ン
ト
は
約
４

１
０
㎡
を
想
定
。
こ
の
ほ
か
、

施
設
の
利
用
前
後
に
過
ご
し
た

り
学
生
が
勉
強
で
き
る
場
所
、

建
て
、
延
べ
面
積
は
約
57
㎡
。

こ
の
ほ
か
、
機
械
室
、
更
衣

　
八
千
代
町
は
、
グ
リ
ー
ン
ビ

レ
ッ
ジ
（
松
本
５
９
２
）
の

温
泉
施
設
で
あ
る
「
憩
遊
館
」

を
、
地
方
創
生
拠
点
と
し
て
整

備
し
て
い
く
。
基
本
設
計
に
つ

い
て
は
、
㈱
岡
野
建
築
設
計
事

務
所
が
担
当
。
新
年
度
に
は
実

施
設
計
を
策
定
し
て
い
き
、
そ

の
後
工
事
着
手
を
目
指
し
て
い

き
た
い
考
え
だ
。

　
憩
遊
館
は
築
年
数
20
年
以
上

が
経
過
し
て
お
り
、
老
朽
化

が
進
行
し
て
い
る
。
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
工
事
を
実
施
す
る
こ
と

に
よ
り
、
地
元
農
業
や
観
光
の

振
興
に
向
け
た
施
設
と
し
て
い

く
計
画
。

　
利
活
用
の
方
針
に
つ
い
て

は
、
今
後
よ
り
詳
細
に
検
討
し

て
い
く
と
の
こ
と
。

　
建
物
は
Ｒ
Ｃ
造
平
屋
建
て
、

憩
遊
館
の
延
べ
面
積
は
約
１
４

３
１
㎡
。
１
９
９
６
年
に
、
新

耐
震
基
準
で
建
て
ら
れ
た
。
温

泉
施
設
の
ほ
か
、
地
元
の
農
産

物
等
を
販
売
す
る
直
売
所
や
レ

至 久喜白岡 JCT至 久喜白岡 JCT

至 つくば JCT至 つくば JCT

坂東 PA（外回り）坂東 PA（外回り）

坂東 PA（内回り）坂東 PA（内回り）

圏央道圏央道

※画像は現時点でのイメージです※画像は現時点でのイメージです

出典：常総市ホームページより出典：常総市ホームページより

常 総 市

水
海
道
市
街
地
を
整
備

保
健
セ
ン
タ
ー
移
転
な
ど

◀
旧
カ
ス
ミ
跡
地
で
は
、公
民
館
等
の
複
合
施
設
を
整
備

延
べ
面
積
約
2000
㎡
想
定

複
合
施
設
整
備
へ
プ
ロ
ポ

坂 東 市

筑 西 市

プ
ー
ル
の
解
体
・
改
築

下
館
西

中
学
校

新
年
度
以
降
に
工
事
着
手

岡野建築設計が計画
健康の駅長寿命化へ

古河市

新
年
度
は
実
施
設
計

憩
遊
館
で
リ
ノ
ベ
工
事

八千代町

海
　
　
洋

セ
ン
タ
ー 

新
年
度
よ
り
工
事
着
手

エ
ア
コ
ン
や
ト
イ
レ
改
修

五霞町

〒310－0013  水戸市若宮1丁目2番7号
TEL 029－224－6361㈹　FAX 029－224－6504

〒300－0051  土浦市真鍋1－14－17　オクイビル3F
TEL 029－869－6722㈹　FAX 029－869－6723
URL http://www.wachisyouji.co.jp

本 社

つくば営業所

ALC・杭・地盤改良・耐火被覆・金属屋根・OAフロアー・パーテーション・雨水貯留・スポーツ床・グラウンド改良・防球ネット・
インターロッキング・平板・木製デッキ・門扉フェンス・公園施設・噴水・遊具・トイレ・サイン・コンクリート二次製品

新しい都市景観創造
自然と調和する、より豊かで快適な生活空間を支えていきたい。
自由な発想と先進の技術で、地域社会に貢献していきたい。　 

――私たちは、和知商事です。

総合建設業 ISO9001：2015認証取得

横田建設株式会社

本　社/〒310－0845 茨城県水戸市吉沢町667
TEL. （029）247－0830
FAX. （029）247－9899

代表取締役　横 田  修 一
茨城県つくばみらい市下長沼118-1

確かな技術と誠実さで社会に奉仕致します

電話 0297(52)2298　　　
FAX 0297(52)4867　　　
URL https://www.ywr.co.jp/

株式
会社

本社　茨城県土浦市東崎町11－5
電　話　029(821)1105㈹
ＦＡＸ　029(822)1122

代表取締役 山　本　一　廣

足場工事、鉄骨組立工事、建築土工事、鉄骨仮設材リース業、仮設計画事業

茨城県知事許可（特-04）第21680号

代表取締役社長 松 　 浦 　 一 　 久

われら·夢·楽·創·人
総合建設業

㈲益子工務店
代表取締役　益　子　俊　文

本　社　〒319－3542　茨城県久慈郡大子町初原543
TEL　0295(78)0123(代表) 　　　
FAX　0295(78)0888  　　 　　　

総合不動産・総合建設業

芙蓉リビング株式会社
茨城県つくば市東新井２２番地１５－３

https://www.fuyou-living.com/

茨 城 県 取 手 市 片 町 ３ ３ ０ 番 地 １

https://www.fuyou-x-sell.com/

総合不動産

芙蓉エクセル株式会社

あなたのためのニーズに応える

グループ
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２
０
２
５
年

主
要
事
業

鹿
行
地
域

鹿
行
地
域

　
市
で
は
、
１
９
７
４
年
度
に

建
築
さ
れ
た
本
庁
舎
の
建
て
替

え
と
合
わ
せ
て
公
共
施
設
の
集

理
な
ど
を
行
う
た
め
整
備
推
進

協
議
会
を
設
置
。
本
年
度
内
に

基
本
計
画
を
策
定
し
、
新
年
度

以
降
に
基
本
設
計
に
取
り
掛
か

　
行
方
市
は
、
地
域
振
興
施

設
（
道
の
駅
）
の
整
備
に
向
け

て
基
本
計
画
を
策
定
中
。
市
は

整
備
事
業
の
考
え
方
や
条
件
整

約
化
と
複
合
化
を
計
画
。
公
共

施
設
の
一
体
化
に
合
わ
せ
て
周

辺
整
備
も
進
め
て
い
く
。
周
辺

　
鹿
嶋
市
は
公
営
住
宅
等
長
寿

命
化
計
画
に
基
づ
き
、
三
笠
山

団
地
３
号
棟
の
外
壁
改
修
を
計

画
す
る
。
新
年
度
か
ら
設
計
の

策
定
に
取
り
掛
か
り
、
順
調
な

ら
２
０
２
６
年
度
に
工
事
に
着

手
す
る
。

　
三
笠
山
団
地
３
号
棟
は
経
年

劣
化
の
た
め
外
壁
等
を
改
修
す

る
計
画
。
工
事
の
内
容
と
し
て

る
。

　
道
の
駅
は
東
関
東
自
動
車
道

の
（
仮
称
）
行
方
パ
ー
キ
ン
グ

エ
リ
ア
の
設
置
に
合
わ
せ
、
周

辺
地
域
に
整
備
を
計
画
。
２
０

２
３
年
度
に
基
本
構
想
を
策
定

し
た
。

　
基
本
構
想
に
よ
る
と
、
施
設

は
２
０
２
５
～
26
年
度
の
開
通

が
予
定
さ
れ
る
東
関
東
自
動
車

に
運
ぶ
と
い
う
方
式
に
な
っ

た
。

　
新
た
に
建
設
す
る
積
み
替
え

施
設
は
Ｓ
造
平
屋
２
７
０
㎡

程
度
で
計
画
す
る
が
変
動
す
る

可
能
性
も
あ
る
。
事
務
室
、
ト

ラ
ッ
ク
ス
ケ
ー
ル
、
仮
置
き

場
、
積
み
替
え
ス
ペ
ー
ス
な
ど

の
機
能
を
配
備
す
る
。
給
排
水

設
備
の
整
備
な
ど
も
行
う
。

　
工
事
費
の
内
訳
は
建
屋
が
９

８
０
０
万
円
、
ト
ラ
ッ
ク
ス

ケ
ー
ル
が
２
５
０
０
万
円
、
イ

ン
フ
ラ
が
１
０
０
０
万
円
、
外

構
５
０
０
万
円
、
解
体
５
０
０

万
円
。

　
実
施
設
計
は
㈱
日
産
技
術
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
茨
城
事
務
所
に

委
託
予
定
。

円
（
税
抜
き
）。
主
な
工
事
の

内
容
は
空
調
設
備
の
新
設
。

　
体
育
館
の
規
模
は
Ｓ
造
平
屋

９
０
４
㎡
。
１
９
７
８
年
の
建

設
。
熱
中
症
対
策
や
避
難
所
と

し
て
使
用
す
る
際
の
環
境
改
善

を
図
る
た
め
空
調
を
新
設
。
電

気
式
の
空
調
の
導
入
を
検
討
し

て
い
る
。
そ
れ
と
付
随
し
て
、

断
熱
材
の
設
置
な
ど
の
工
事
も

行
う
予
定
だ
。

　
潮
来
小
は
26
年
４
月
に
津
知

小
学
校
と
統
合
す
る
予
定
。
そ

の
た
め
、
統
合
ま
で
に
は
工
事

を
完
了
さ
せ
た
い
考
え
だ
。

等
、
階
数
は
１
階
又
は
２
階
建

て
で
延
べ
床
面
積
は
お
お
む
ね

３
０
０
０
～
３
５
０
０
㎡
程

度
。
棟
数
は
１
棟
。

　
主
要
室
等
は
給
食
エ
リ
ア
の

汚
染
作
業
区
域
が
荷
受
室
、
泥

落
室
、
検
収
室
、
肉
魚
類
下
処

理
室
、
野
菜
類
下
処
理
室
、
食

品
庫
な
ど
。
非
汚
染
作
業
区
域

が
野
菜
類
上
処
理
室
、
煮
炊
き

調
理
室
な
ど
。

　
事
務
エ
リ
ア
が
事
務
室
、
書

庫
、
給
湯
室
な
ど
。
供
用
エ

リ
ア
が
玄
関
、
ホ
ー
ル
、
風
除

室
、
階
段
室
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

室
、
見
学
通
路
な
ど
。

　
そ
の
ほ
か
附
帯
施
設
と
し
て

受
水
槽
、
排
水
処
理
施
設
、
受

変
電
設
備
、
ゴ
ミ
置
場
、
自
家

用
発
電
設
備
、
駐
車
場
、
植

栽
、
サ
イ
ン
、
外
灯
、
門
扉
、

フ
ェ
ン
ス
、
緑
地
帯
、
防
災
倉

庫
な
ど
を
整
備
す
る
計
画
だ
。

る
部
署
の
ほ
か
、
保
健
セ
ン

タ
ー
、
福
祉
事
務
所
、
水
道
事

務
所
に
所
属
す
る
部
署
、
教
育

委
員
会
（
旭
総
合
支
所
）
を
含

ん
で
算
定
し
て
い
る
。

　
敷
地
面
積
は
３
万
８
８
０
０

㎡
～
４
万
３
８
０
０
㎡
で
想

定
。
こ
の
う
ち
駐
車
場
面
積
は

２
万
４
６
７
５
㎡
（
９
７
５
台

分
）、
緑
地
面
積
は
６
２
９
３

㎡
～
７
５
６
０
㎡
を
想
定
。

　
鹿
島
地
方
事
務
組
合
は
、
波

崎
可
燃
ご
み
中
継
施
設
の
整
備

工
事
を
新
年
度
の
早
期
に
開
始

す
る
。
当
初
計
画
で
は
既
存
の

波
崎
Ｒ
Ｄ
Ｆ
セ
ン
タ
ー
を
改
修

す
る
考
え
だ
っ
た
が
、
同
セ
ン

タ
ー
の
敷
地
内
に
簡
易
の
積
み

替
え
施
設
を
新
築
す
る
計
画
に

変
更
し
た
。
工
事
費
は
概
算
で

１
億
４
３
０
０
万
円
を
見
込
ん

で
い
る
。

　
当
初
は
波
崎
の
Ｒ
Ｄ
Ｆ
セ
ン

タ
ー
を
改
修
し
、
可
燃
ご
み
中

継
施
設
と
し
て
整
備
す
る
計
画

だ
っ
た
。
し
か
し
コ
ス
ト
面
な

が
27
年
度
、
２

号
棟
が
28
年
度

を
見
込
む
。

　
ま
た
、
住
宅

以
外
で
は
平
井

団
地
の
集
会
所

で
改
修
を
計

画
。
工
事
の
内

容
は
屋
根
の
防

水
シ
ー
ト
張
り

替
え
な
ど
。
事

業
実
施
は
25
年

度
を
見
込
ん
で

い
る
。

で
、
県
と
と
も
に
整
備
を
進
め

る
方
針
。

　
具
体
的
な
施
設
概
要
と
し
て

は
、
休
憩
施
設
は
一
般
道
利
用

者
お
よ
び
高
速
道
路
利
用
者
な

ど
が
24
時
間
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て

安
ら
げ
る
よ
う
、
ベ
ン
チ
や

進
め
て
い
る
。
履
行
期
間
は
２

０
２
６
年
２
月
27
日
ま
で
。
市

が
策
定
し
た
基
本
計
画
に
よ
る

と
、
建
設
工
事
に
は
26
年
度
か

整
備
の
方
向
性
は
道
路
整
備
の

ほ
か
に
、
水
道
、
下
水
道
等
の

設
備
も
検
討
。
ア
ク
セ
ス
の
利

便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
公
共

交
通
網
の
再
構
築
を
検
討
す

る
。
さ
ら
に
公
共
施
設
の
一
体

整
備
に
併
せ
て
、
道
路
等
の
イ

ン
フ
ラ
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
に

よ
り
、
民
間
活
力
の
導
入
に
よ

る
商
業
施
設
、
住
宅
開
発
等
の

可
能
性
が
期
待
さ
れ
る
。

　
集
約
化
・
複
合
化
す
る
公
共

施
設
は
市
役
所
、
市
役
所
付
属

庁
舎
、
仮
設
相
談
室
、
農
業
振

興
セ
ン
タ
ー
、
原
子
力
防
災
倉

庫
、
防
災
倉
庫
、
図
書
館
、
中

央
公
民
館
、
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
と
も
え
荘
、
ワ
ー
ク
プ
ラ

ザ
鉾
田
、
市
福
祉
事
務
所
、
鉾

田
保
健
セ
ン
タ
ー
、
こ
ど
も
家

庭
セ
ン
タ
ー
。
新
た
に
整
備
を

行
う
公
共
施
設
は
防
災
拠
点

設
備
・
施
設
、
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
、
地
域
職
業
相
談
室
、

（
仮
）
多
目
的
文
化
ホ
ー
ル
。

　
新
庁
舎
の
規
模
は
延
べ
床
１

万
～
１
万
２
０
０
０
㎡
で
３
階

建
て
ま
た
は
４
階
建
て
を
想
定

す
る
。
窓
口
を
新
庁
舎
へ
集
約

す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
た

め
、
現
在
の
本
庁
舎
に
所
属
す

は
外
壁
が
メ
イ
ン
で
一
部
屋
根

や
給
水
管
な
ど
も
対
象
と
な

る
。

　
ま
た
、
三
笠
山
団
地
１
号
棟

と
２
号
棟
は
居
住
性
向
上
型
の

個
別
改
善
を
行
う
。
内
容
と
し

て
は
駐
車
場
の
改
善
事
業
で
、

駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
不
足
気
味
な

た
め
拡
張
も
含
め
た
検
討
を
行

う
。
事
業
実
施
年
度
は
１
号
棟

道
の
行
方
Ｐ
Ａ
（
仮
称
）
へ
隣

接
し
て
整
備
さ
れ
る
予
定
。
道

の
駅
機
能
（
休
憩
機
能
・
情
報

発
信
機
能
・
地
域
連
携
機
能
）

と
地
域
交
流
機
能
（
飲
食
、
物

販
機
能
を
含
む
）
を
持
つ
複
合

施
設
と
す
る
。
事
業
主
体
は
市

　
神
栖
市
は
新
た
な
第
一
学
校

給
食
共
同
調
理
場
の
建
設
に
向

け
、
基
本
・
実
施
設
計
業
務
を

㈱
パ
ル
綜
合
設
計
に
委
託
し
て

　
概
算
工
事
費
は
新
庁
舎
が
約

55
～
66
億
円
、
公
共
施
設
等
が

約
60
～
72
億
円
と
試
算
。
採
用

す
る
構
造
や
経
済
状
況
な
ど
で

変
動
の
可
能
性
が
あ
る
。

　
建
設
候
補
地
エ
リ
ア
に
つ
い

て
は
、
上
位
に
選
ば
れ
た
の
は

安
房
南
地
区
周
辺
、
安
房
北
地

区
周
辺
、
鉾
田
南
小
学
校
東
側

交
差
点
周
辺
、
鉾
田
南
小
学
校

東
側
交
差
点
先
周
辺
。

ど
の
理
由
で
計
画
を
変
更
。
受

け
入
れ
た
ご
み
を
パ
ッ
カ
ー
車

に
積
み
替
え
て
ご
み
処
理
施
設

　
潮
来
市
は
、
潮
来
小
学
校

（
潮
来
４
７
１
）
の
体
育
館
の

改
修
工
事
を
新
年
度
に
実
施
す

る
計
画
だ
。
本
年
度
は
工
事
に

向
け
た
設
計
の
策
定
を
実
施
。

委
託
事
業
者
は
㈱
三
上
建
築
事

務
所
で
委
託
額
は
１
４
３
７
万

テ
ー
ブ
ル
が
設
置
さ
れ
た
施
設

を
目
指
す
。
駐
車
場
は
十
分
な

台
数
を
確
保
。
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
を
推
進
し
、
身
障
者
用
の
駐

車
ス
ペ
ー
ス
は
施
設
か
ら
近
い

位
置
に
配
置
。
バ
イ
ク
や
自
転

車
の
ス
ペ
ー
ス
も
確
保
す
る
。

ら
着
手
。
予
定
延
べ
床
面
積
を

３
５
０
０
㎡
程
度
と
し
た
際
の

概
算
事
業
費
は
38
億
６
１
０
０

万
円
を
試
算
す
る
。

　
整
備
場
所
は
息
栖
字
稲
荷
４

０
０
５

－

24
、

－

25
、

－

26
地

内
の
民
有
地
で
面
積
は
約
８
５

０
０
㎡
。
建
物
の
構
造
は
Ｓ
造

　
鉾
田
市
は
新
庁
舎
・
公
共
施
設
等
の
一
体
整
備
を
進
め
る

た
め
、
本
年
度
は
基
本
構
想
の
策
定
を
進
め
た
。
建
設
候
補

地
エ
リ
ア
の
第
１
順
位
に
安
房
南
地
区
周
辺
を
選
定
。
建
物

の
規
模
は
新
庁
舎
お
よ
び
公
共
施
設
等
を
含
め
て
延
べ
床
１

万
６
８
３
０
㎡
～
２
万
１
４
３
０
㎡
を
見
込
み
概
算
工
事
費

は
約
１
１
５
億
円
か
ら
１
３
８
億
円
を
試
算
。

延床1.6～2.1万㎡、工事費115～138億
新庁舎・公共施設等整備へ基本構想

鉾田市

行
方
PA
隣
へ
道
の
駅
整
備

本
年
度
内
に
基
本
計
画

行方市

至
：
北
浦
IC（
仮
称
）

至
：
麻
生
IC（
仮
称
） 凡例

　　　台地（平場）

　　　低地（水田）

　　　傾斜地

潮
来
小
学
校
の
体
育
館

新
年
度
に
空
調
改
修
工

潮来市

第
一
学
校
給
食
共
同
調
理
場

26
年
度
着
工
へ
設
計
策
定

神栖市

波
崎
可
燃
ご
み
中
継
施
設

新
年
度
早
期
に
着
工
へ

鹿島地方事務組合

三
笠
山
団
地
３
号
棟
外
壁

改
修
へ
向
け
設
計
着
手

鹿嶋市
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建
築
物
の
省
エ
ネ
化
が
加
速

ト
ラ
ル
の
実
現
を
目
指
す
こ
と

が
決
ま
り
、
様
々
な
分
野
で

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の

挑
戦
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
特

に
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の
約
３

割
を
占
め
る
と
さ
れ
る
、
建
築

物
分
野
に
お
け
る
取
組
は
急
務

と
な
っ
て
い
る
。

　
そ
し
て
22
年
６
月
、「
脱
炭

素
社
会
の
実
現
に
資
す
る
た
め

の
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
の

公
布
で
建
築
物
省
エ
ネ
法
が
改

正
さ
れ
、
原
則
全
て
の
建
築
物

に
省
エ
ネ
基
準
へ
の
適
合
が
義

務
付
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。

　
建
築
物
分
野
の
省
エ
ネ
対
策

　
地
球
温
暖
化
に
よ
る
気
候
変

動
が
自
然
災
害
の
激
甚
化
・
多

発
化
の
原
因
の
１
つ
と
考
え

ら
れ
、
世
界
的
に
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
へ
の
取

り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
と

は
、
二
酸
化
炭
素
を
は
じ
め
と

す
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量

を
削
減
す
る
取
組
に
加
え
、
森

林
な
ど
に
よ
る
吸
収
量
を
増
加

さ
せ
る
取
組
に
よ
り
、
排
出
量

と
吸
収
量
を
均
衡
さ
せ
て
実
質

ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
を
意
味
す

る
。

　
我
が
国
で
は
菅
内
閣
総
理
大

臣
時
代
に
30
年
度
温
室
効
果

ガ
ス
46
％
排
出
削
減
（
13
年
度

比
）、
50
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

を
徹
底
し
、
吸
収
源
対
策
と
し

て
の
木
材
利
用
拡
大
な
ど
に
よ

り
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
寄

与
す
る
こ
と
が
目
的
で
、
30
年

度
に
は
住
宅
・
建
築
物
に
係
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
を
約
８
８

９
万
㎘
削
減
す
る
と
い
う
目
標

が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
現
時
点
で
適
合
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
る
の
は
、
非
住
宅
の

大
規
模
・
中
規
模
建
築
物
。
小

規
模
（
３
０
０
㎡
未
満
）
の
住

宅
・
非
住
宅
は
説
明
義
務
と

な
っ
て
い
る
。

　
今
年
４
月
の
施
行
か
ら
は
、

こ
う
し
た
規
模
に
関
わ
ら
ず
、

原
則
と
し
て
全
て
の
新
築
住

宅
・
非
住
宅
に
省
エ
ネ
基
準
適

合
が
義
務
付
け
ら
れ
る
こ
と
と

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　
構
造
規
制
に
つ
い
て
は
、
簡

易
な
構
造
計
算
で
建
築
可
能
な

３
階
建
て
木
造
建
築
物
の
範
囲

を
拡
大
す
る
。
現
行
は
高
さ
13

ｍ
以
下
か
つ
軒
高
９
ｍ
以
下
で

あ
れ
ば
、
二
級
建
築
士
も
設
計

で
き
る
簡
易
な
構
造
計
算
（
許

容
応
力
度
計
算
）
で
建
築
可
能

と
し
て
い
る
が
、
法
改
正
で
高

さ
を
16
ｍ
以
下
に
拡
大
す
る
。

　
県
内
に
お
け
る
近
年
の
木
造

大
規
模
建
築
物
と
し
て
は
、
22

年
に
完
成
し
た
大
子
町
庁
舎

（
Ｗ
造
２
階
建
て
、
延
べ
床
面

積
５
０
７
４
㎡
）
が
記
憶
に
新

し
い
。
林
業
が
盛
ん
な
大
子
町

な
ら
で
は
の
森
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
純
木
造
庁
舎
は
、
県
産
の
ス

ギ
や
ヒ
ノ
キ
な
ど
地
元
産
の
素

材
を
多
用
し
、
木
の
ぬ
く
も
り

を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き

る
。

　
主
要
構
造
部
に
あ
た
る
部
分

は
、
燃
え
代
設
計
を
採
用
す
る

こ
と
で
木
部
あ
ら
わ
し
を
実
現

し
、
建
物
全
体
に
木
架
構
を
展

開
し
て
い
る
。
大
梁
に
は
県
内

で
製
作
し
て
い
る
芯
持
ち
正
角

材
を
特
殊
接
着
剤
で
圧
着
し
た

新
し
い
木
材
軸
材
料
、
Ｂ
Ｐ
材

（
束
ね
重
ね
材
）
を
使
用
し
て

い
る
。

　
県
は
「
い
ば
ら
き
木
づ
か
い

チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
」
で
大
規

模
・
中
高
層
建
築
物
な
ど
の
木

造
化
を
支
援
し
て
お
り
、
今
後

も
県
産
木
材
の
さ
ら
な
る
利
用

促
進
が
期
待
さ
れ
る
。

　
新
２
号
建
築
物
は
木
造
２
階

建
て
、
あ
る
い
は
延
べ
面
積
２

０
０
㎡
超
な
ど
の
建
築
物
が
該

当
し
、
全
て
の
項
目
が
建
築
確

認
審
査
の
対
象
と
な
る
。
ま

た
、
建
築
確
認
申
請
を
行
う

際
、
省
エ
ネ
基
準
お
よ
び
構
造

安
全
性
基
準
へ
の
適
合
性
を
示

す
図
書
の
提
出
が
必
要
と
な

る
。

　
昨
年
４
月
か
ら
は
新
た
な
省

エ
ネ
性
能
表
示
制
度
も
始
ま
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
新
築
建
築
物

の
販
売
な
ど
の
際
、
省
エ
ネ
性

能
ラ
ベ
ル
を
広
告
な
ど
に
表
示

す
る
も
の
（
既
存
建
築
物
は
表

示
を
推
奨
）
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
性
能
や
断
熱
性
能
、
年
間

光
熱
費
の
目
安
な
ど
が
一
目
で

分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、

Ｚ
Ｅ
Ｈ
（
Ｎ
ｅ
ｔ 

Ｚ
ｅ
ｒ
ｏ 

Ｅ
ｎ
ｅ
ｒ
ｇ
ｙ 

Ｈ
ｏ
ｕ
ｓ
ｅ
）

水
準
や
ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
達
成
状
況
も
把
握
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
省
エ
ネ
住

宅
で
あ
る
Ｚ
Ｅ
Ｈ
は
補
助
金
な

ど
の
優
遇
措
置
も
講
じ
ら
れ
て

い
る
。

　
さ
ら
に
、
既
存
住
宅
の
省
エ

ネ
改
修
に
対
す
る
低
利
融
資
制

に
な
る
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性

能
に
及
ぼ
す
影
響
が
少
な
い
も

の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
規
模

（
10
㎡
を
想
定
）
以
下
の
も
の
、

現
行
制
度
で
適
用
除
外
と
さ
れ

て
い
る
建
築
物
は
適
合
義
務
の

対
象
か
ら
除
く
）。

　
ま
た
、
建
築
基
準
法
の
改
正

に
よ
り
、
建
築
確
認
・
検
査
対

象
の
見
直
し
や
、
審
査
省
略
制

度
（
い
わ
ゆ
る
「
４
号
特
例
」）

の
縮
小
が
措
置
さ
れ
、
建
築

主
、
設
計
者
が
行
う
建
築
確
認

の
申
請
手
続
き
な
ど
も
変
更
さ

れ
る
こ
と
と
な
る
。

　
４
号
特
例
で
は
小
規
模
建
築

物
（
４
号
建
築
物
）
の
建
築
確

認
審
査
の
一
部
が
省
略
で
き
た

が
、
改
正
法
に
よ
り
こ
の
区
分

が
廃
止
さ
れ
、「
新
２
号
建
築

物
」
と
「
新
３
号
建
築
物
」
に

再
分
類
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。

　
新
３
号
建
築
物
は
、
従
来
の

４
号
建
築
物
の
う
ち
平
屋
か
つ

延
べ
面
積
２
０
０
㎡
以
下
の
建

築
物
が
該
当
し
、
こ
れ
ま
で
の

４
号
建
築
物
と
同
様
、
建
築
確

認
時
の
審
査
項
目
が
一
部
免
除

さ
れ
れ
、
省
エ
ネ
基
準
お
よ
び

構
造
安
全
性
基
準
へ
の
適
合
性

を
示
す
図
書
の
提
出
が
不
要
と

さ
れ
る
。

度
（
住
宅
金
融
支
援
機
構
）
も

創
設
さ
れ
た
。
こ
の
制
度
で
は

省
エ
ネ
・
再
エ
ネ
に
資
す
る
所

定
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を
含
む
工
事

を
行
う
場
合
、
限
度
額
５
０
０

万
円
（
返
済
期
間
10
年
以
内
）

の
融
資
を
担
保
・
保
証
な
し
で

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
う
し
た
省
エ
ネ
対
策
に
加

え
、
重
要
と
な
る
の
が
木
材
利

用
の
促
進
だ
。
木
材
需
要
の
約

４
割
が
建
築
物
分
野
と
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
住
宅
だ
け
で

な
く
大
規
模
な
建
築
物
の
全
体

的
・
部
分
的
な
木
造
化
の
促
進

が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
法
改

正
で
は
木
材
利
用
の
促
進
を
図

る
た
め
に
建
築
基
準
の
合
理
化

な
ど
が
図
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
う
ち
防
火
規
制
で
は
、

３
０
０
０
㎡
超
の
大
規
模
建
築

物
の
全
体
的
な
木
造
化
の
促
進

に
向
け
、
新
た
な
木
造
化
方
法

を
導
入
。
従
来
は
木
造
と
す
る

場
合
、
木
材
を
石
膏
ボ
ー
ド
で

全
面
的
に
覆
う
必
要
が
あ
っ
た

が
、
改
正
に
よ
り
構
造
部
材
で

あ
る
木
材
を
そ
の
ま
ま
見
せ
る

「
あ
ら
わ
し
」
に
よ
る
設
計
が

可
能
と
な
る
。

　
ま
た
、
部
分
的
な
木
造
化
の

促
進
と
し
て
、
従
来
は
壁
や

柱
、
床
な
ど
全
て
の
部
位
に
一

律
の
耐
火
性
能
が
求
め
ら
れ
て

い
た
が
、
改
正
で
防
火
上
他
と

区
画
さ
れ
た
範
囲
の
木
造
化
が

可
能
に
な
る
。
さ
ら
に
、
延
焼

を
遮
断
す
る
壁
な
ど
を
設
け
れ

ば
、
低
層
部
分
を
木
造
化
す
る

　
２
０
２
２
年
６
月
に
公
布
さ
れ
た
改
正
建
築
物
省
エ
ネ
法
に
よ
り
、
今
年
４
月
か
ら
原
則

全
て
の
新
築
住
宅
・
非
住
宅
に
省
エ
ネ
基
準
適
合
が
義
務
付
け
ら
れ
る
。
す
で
に
大
・
中
規

模
の
非
住
宅
は
適
合
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の
約
３
割
を
占
め
る

建
築
物
分
野
で
の
省
エ
ネ
対
策
を
加
速
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
建
築
主
は
義
務

基
準
で
あ
る
省
エ
ネ
基
準
を
上
回
る
省
エ
ネ
性
能
を
確
保
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
建
築
士

は
建
築
主
に
対
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
資
す
る
事
項
を
説
明
す
る
よ
う
努
め

る
必
要
が
あ
る
。
あ
わ
せ
て
建
築
確
認
の
申
請
手
続
き
な
ど
も
変
更
と
な
る
た
め
、
関
係
者

は
法
改
正
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

大
規
模
建
築
物
へ
木
材
利
用

４
月
か
ら
住
宅
も
義
務
付
け

代表取締役　雲　井　万貴子

株式
会社

〒311－1111　茨城県水戸市小泉町267－1
TEL　029－269－4497
FAX　029－269－4492

公式ウェブサイト instagram

代表取締役　小　松　﨑　卓

〒319－0205　茨城県笠間市押辺2709－101
TEL　0299－45－2443
FAX　0299－45－7588

小松崎建設株式会社
特定建設業

KOMATSUZAKI

〒306-0044 茨城県古河市新久田211-5
TEL: 0280-48-5888 (代表)　 FAX:0280-48-6088
E - m a i l :  w a t a r a s e @ c r o n o s . o c n . n e . j p

明治 大正 昭和 平成 令和
創業120年

〒319－0123　小美玉市羽鳥2607－２　TEL 0299－46－0006

代表取締役 久保田　敏　夫
代表取締役　　原　清　寿

本　社　〒310－0851　水戸市千波町369番地１
TEL　029－241－6722㈹
FAX　029－241－4428

営業所　常陸太田市・かすみがうら市・那珂市・笠間市

おかげさまで創立 65 年

建設コンサルタント／補償コンサルタント／測量業登録

共同測量株式会社
代表取締役　河　野　　　武

〒319－1117　茨城県那珂郡東海村東海 2－1－19
TEL 029－282－1333
FAX 029－283－1363

総 合 建 設 業
株式
会社 

代表取締役 高根澤 和人

株式会社五建興業株式会社五建興業

〒311‒3137　茨城県東茨城郡茨城町網掛 30
TEL 029‒293‒9525　FAX 029‒293‒6302
URL http://www.gokenkogyo.com/company

【 本社 】
〒310－0804  水戸市白梅 1‒3‒23 興和ビル
TEL 029－225－6187 ㈹
FAX 029－224－0203

【 常陸太田営業所 】
〒313－0222  常陸太田市松平町 230‒2
TEL 0294－70－5180
FAX 0294－70－5181

代表取締役　平　根　成　浩

造園土木・一般土木・とび土工・法面処理・設計施工管理

代表取締役 栗　山　秀　樹

〒300－0427　茨城県稲敷郡美浦村布佐 1049
TEL 029－885－0477
FAX 029－885－0835

「次世代に引き継がれる最高のものづくりを提供していく」

代表取締役　大　貫　淳　司

〒311‒3107
茨城県東茨城郡茨城町小鶴 115‒1
TEL 029‒292‒3927　FAX 029‒292‒3469
https://www.oonuki.info

大貫測量設計株式
会社

総 合 建 設 業 総合建設業 一級建築士事務所

代表取締役　大　内　康　意

〒308－0857　茨城県筑西市小川1453
TEL 0296－28－0611
FAX 0296－28－2864
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代表取締役専務
代表取締役　櫻　井　俊　一

〒301－0011　茨城県龍ケ崎市横町 4235－11
TEL 0297－62－0128
FAX 0297－62－0151

櫻井建設工業株式会社
代表取締役　斉　藤　　　実

〒300－0805　茨城県土浦市宍塚 1677－1
TEL 029－821－2891
FAX 029－821－2882

千　葉　和　男

〒311－1203
ひたちなか市平磯町１５７６番地１
電　話　　0 2 9（ 2 6 2）2 5 0 5 ㈹

会　長　菊　池　忠　行　［ ㈱菊池工業 ］
副会長　中　村　友　裕　［ ㈲中村建材 ］ 　副会長　矢　吹　香　介　［ 矢吹工業㈱ ］ 　副会長　阿久津　雅　彦　［ ㈲鈴雅工業 ］

一般社団法人 古河市建設業協会
「未来を建設・地域貢献の道を拓く!」

あけましておめでとうございます。本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。

（順不同）

㈲ 張 替 工 業
増 田 建 設 ㈲
森 田 建 設 工 業 ㈱
㈱ 安 田 建 設
ヤ チ ヨ 設 備 ㈱
㈲ 吉 葉 工 務 店
吉 原 興 業 ㈲
㈱ 野 本 電 設 工 業

㈱ 川 上 造 園 土 木
㈲ 鈴 木 鋼 業

イ ー エ ム 建 設 ㈲
㈲ 岩 田 工 業
宇 都 木 建 設 ㈱
大 高 工 業 ㈱
小 川 建 設 工 業 ㈱
㈱ グ ッ ド レ イ ク
㈱ 幸 土
㈱ 幸 大

斉 藤 工 事 ㈱
㈱ 三 幸
サ ン ワ 設 計 ㈱
㈲ 城 北 工 業
㈲ 諏 訪 建 産 業
㈲ 総 和 解 体 工 業
㈱タカノ重機土木
㈱ 高 橋 芝 園 土 木

山 中 建 設 工 業 ㈱
㈱ ヤ マ シ ン
和幸不動産建設㈲
㈱ 内 田 組
㈱ エ イ ケ ン
㈱ 岡 本 工 務 店
㈱ 小 沢 道 路
草 間 総 合 建 設 ㈱

㈱ 田 中 工 業
㈱ チ ヒ ロ 建 興
生 井 工 業 ㈱
㈲ 新 良 建 設
坂 東 工 業 ㈱
㈱ ヒ カ リ 建 設
㈲ 丸 勝 建 設
㈱ 丸 健 工 業

㈱サンコー緑地建設
大 近 建 設 ㈱
㈲ ワ ー ク ス
㈱イワセ運輸機工
㈱ 鬼 山 工 業
㈲ 大 谷 組
開 発 産 業 ㈱
㈱ ゴ ヨ ー

㈲ 小 森 谷 建 設
㈲ 関 建 設
㈱ 高 崎 建 設
㈱ 平 建 設
㈲ 大 信 建 設
㈲ 筑 西 建 設
㈲ 並 木 建 設 工 業
㈲ 日 生 産 業

鶴 田 組株式会社

代表取締役　鶴　田　哲　男

茨城県那珂市菅谷4 4 5 8－ 7 3
T E L 　 0 2 9 － 2 9 8 － 1 1 3 5
F A X 　 0 2 9 － 2 9 8 － 1 1 5 3

代表取締役  仲　川　　　孝

〒308－0101　茨城県筑西市井上1356
TEL 0296－37－3753
FAX 0296－37－6886

株式会社　仲川建設
特定建設業

〒310－0841　茨城県水戸市酒門町 3218－1
TEL 029－248－0081
FAX 029－246－2388

代表取締役 庄　司　憲　生

造園設計施工管理

常磐造園株式会社

代表取締役　田　口　誠　壽
代表取締役　田　口　恵一郎

〒310－0803　茨城県水戸市城南 3－12－6
TEL 029－221－9047　FAX 029－227－5238

E-mail office@taguchi-kenko.jp

総合建設業
ISO9001:2015認証取得

代表取締役　飯　名　智恵子
専務取締役　田　口　年　彦

〒311－2102　茨城県鉾田市台濁沢 398－２
　　　　　　TEL 0291－39－3375
　　　　　　FAX 0291－39－8814

特定建設業

株式会社  田口建設工業

TEL. 0295-76-0007㈹　 FAX. 0295-76-0161

取締役会長　渡　邊　敏　男
代表取締役　渡　邊　東　子

〒311－1504　茨城県鉾田市安房1365－2
　　　　　　　TEL　0291－33－3775
　　　　　　　FAX　0291－32－2401

大 輝 建 設
特定建設業

株式会社

特定建設業　 茨城県知事許可　第32975号

●鹿嶋本社　　　　　〒314‒0012
 茨 城 県 鹿 嶋 市 平 井 1 0 6 0 － 1
　 TEL/0299‒82‒8077 FAX/0299‒94‒5010
●神栖本店　　　　　〒314‒0148
 茨 城 県 神 栖 市 深 芝 1 4 － 1
　 TEL/0299‒77‒8035 FAX/0299‒77‒8036

代表取締役　砂押一成

茨城県ひたちなか市高野48番地
contact@sunaoshi-engei.co.jp
https://sunaoshi-engei.co.jp/

緑を創造する。

株式
会社砂押園芸

代表取締役　廣　瀬　　　太

〒300－0835　茨城県土浦市大岩田534番地
　　　　　　　　T E L　029－821－3708
　　　　　　　　F A X　029－823－0669
　　　　　　　　E-mail　info@dai1zouen.jp

第一造園土木株式会社

〒300－0331
茨城県稲敷郡阿見町阿見 4666－3084
TEL 029－887－4834
FAX 029－888－2857

代表取締役　杉　原　栄　司

株式会社 杉原建設
特定建設業

〒319－2256　茨城県常陸大宮市田子内町 3200－1
TEL 0295－52－1242
FAX 0295－52－3011

代表取締役　生田目　香代子

civil engineering
architecture

& development

shin-ei

特定建設業
株式会社

代表取締役　関　根　敏　政

〒311－3114　茨城県東茨城郡茨城町大戸869－2
T E L 　 0 2 9 － 2 9 2－ 0 4 8 7
F A X 　 0 2 9 － 2 9 2－ 9 1 2 1
URL:https://www.sekine-denki.co.jp

関 根 電 気株式会社

茨城県知事許可（般）第 24354 号  東京電力委託店

あけましておめでとうございます 2025年2025年
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 田  康 廣副理事長玉 造  　茂副理事長

㈲ 谷 中 工 務 店
柳 田 工 業 ㈱
大 和 土 建 ㈱
渡 辺 建 設 ㈱
渡 辺 工 業 ㈱
㈲ 渡 辺 信 也 石 材

足 立 建 設 ㈱
㈲ 雨 谷 工 業
㈱ ア ー ル エ ス
飯 田 建 設 ㈱
㈱ 石 川 設 備
石 田 道 路 ㈱
市 村 建 設 ㈱
㈲ 市 村 工 務 店
市 村 土 建

伊 藤 設 備 工 事
㈲ 稲 葉 建 設
㈲ 茨 城 銘 石
榎 戸 工 務 店 ㈱
㈱ 大 塚 材 木 店
㈱ 大 橋 工 業
㈲ 奥 村 工 業
金 沢 工 務 店 ㈲
㈲ 小 森 興 業

㈲ 鈴 木 製 材 所
大 洋 建 設 ㈲
㈲ ダ イ ワ 建 設
㈱ 田 口 建 設
㈱ た ば や し
玉 造 建 設 ㈱
㈱ チ ク セ イ 21
塚 田 造 園 建 設 ㈱
つ か は ら 設 備 工 業

酒 寄 造 園 ㈱
酒 寄 鉄 工 所
櫻 川 造 園 土 木
㈲ 島 田 造 園 土 木
㈲ 下 条 工 務 店
㈱ 下 條 土 建
鈴 木 建 材 ㈱
㈱  鈴 木 工 業
㈲ 鈴 木 工 務 店

㈱ に の み や 工 務 店
㈱ 仁 平 工 務 店
野 口 木 工 所
㈱ 萩 原 工 業
白 田 工 建 ㈱
㈱ ハ グ ロ
㈱ 平 井 商 店
㈲ 平 石 緑 化 土 木
㈱ 平 田 建 設

㈱ ヒ ロ サ ワ
㈲ 広 沢 工 務 店
㈲ 廣 瀬 産 業
㈲ 藤 田 土 建
㈱ 堀 石 材 工 業
増 渕 木 材 店
㈱ マ ル ニ 工 業
丸 和 建 設 ㈱
宮 本 造 園

代表取締役　石　井　　　登

〒311－4153　茨城県水戸市河和田町3891
TEL　029－309－7266
FAX　029－309－7267

本 社
〒302-0110 茨城県守谷市百合ヶ丘1-2391-1
TEL 0297(48)0431㈹FAX 0297(48)6004

代表取締役　柳　田　洋　一

〒311－3107
茨城県東茨城郡茨城町小鶴 1357－3
TEL　029－292－6103
FAX　029－292－9294

総合建設業（特-6218）

代表取締役　永　井　剛　人

本　　社　〒310－0004　茨城県水戸市青柳町3657－421
　　　　　TEL（029）302－4770　FAX（029）302－4771
　　　　　E-mail　ryokuchi@lapis.plala.or.jp
常陸太田　〒313－0135　茨城県常陸太田市小島町1738
営 業 所　TEL（0294）76－2824　FAX（0294）76－2848

造園・土木・景観舗装・設計・施工・管理

代表取締役　安　　　雅　人
〒319－2144　茨城県常陸大宮市泉 243

TEL  0295－52－0593
FAX  0295－53－5773

E-mail：yasukura@maple.ocn.ne.jp

株式会社 やすくら工務店

代表取締役　藤　枝　洋　二
専務取締役　藤　枝　賢　一

〒311－2116　茨城県鉾田市札 670 番地の 4
　　　　　 TEL 0291－39－3270
　　　　　 FAX 0291－39－6840

FUJIEDA KENSETSU
藤枝建設株式会社

特 定 建 設 業

代表取締役　清　水　愼　一
〒311－3116　茨城県東茨城郡茨城町長岡1798

TEL　029－292－0325
FAX　029－292－1616

六美建設株式会社

URL　http://www.hitachidoboku.jp

本社：〒317－0073　茨城県日立市幸町2－18－5
電話：0294－22－2121　FAX：0294－23－3775
支店：水戸　営業所：東海・北茨城・いわき・ひたちなか

代表取締役会長　沢　畑　正　剛
代表取締役社長　須　田　要　介

日立土木株式会社
豊かで夢のある空間創りをめざして

総合建設業　ISO9001認証

〒317－0072　茨城県日立市弁天町2丁目2番3号
TEL 0294－22－1515（代表）　FAX 0294－22－0702
〒310－0851　茨城県水戸市千波町1853番地－1－201
TEL・FAX 029－303－5001

本　店　

水戸本社

代表取締役　佐　藤　雅　彦

地球環境の未来を考える

エコアクション21認証

〒300－0066
茨城県土浦市虫掛 3491
TEL 029－824－2772 ㈹
FAX 029－824－2774　

代表取締役　鈴　木　　　亮

総 合 建 設 業
北都建設工業株式会社

ISO9001:2015 認証取得
ISO14001:2015 認証取得

BCP認定企業

三国屋建設株式会社

Ⓡ

みっくにー

100隻の作業船と海の職人集団

茨城県神栖市奥野谷8083-1
TEL:0299-96-5068
FAX:0299-96-5098

代表取締役　樋　口　　　薦

〒300－1158　茨城県稲敷郡阿見町住吉 2 丁目 3 番地 19
TEL 029－842－8134
FAX 029－841－4581

樋口土木株式会社
特定建設業

関東

代表取締役社長　上石健太郎
〒300-4513　茨城県筑西市中根870-2
TEL:0296-52-5277　FAX:0296-52-5258

地域と共に

豊かで安全な地域社会創りをめざして

本　社　石岡市府中3－11－24
　　　　電話 0299（22）3248（代）  FAX 0299（56）3115
　　　　http://www.yaruyo.com
　　　　E-mail matsunagakoumu10@yaruyo.com

特定建設業
株式会社  松永工務店
一級設計事務所マツナガ

代表取締役　 松　永　英　信

代表取締役　羽　生　義　隆

〒311－1705　茨城県行方市内宿 1033 番地 1
TEL 0291－35－3148 ㈹　FAX 0291－35－3628

E-mail hanyu－kk@beige.plala.or.jp

株式会社

常陸太田市国安町1284-1
常 陸 大 宮 市 ・ 結 城 市

創業76周年

代表取締役社長　鎌　倉　孝　光

〒302－0038　茨城県取手市下高井 1020
TEL：0297－78－1111
FAX： 0297－78－2681

代表取締役　髙　橋　　　智

本　社　〒309－1717　茨城県笠間市旭町647－1
TEL　0296－77－6787㈹
FAX　0296－77－6783　　

特　定　建　設　業

謹んで新春の
　お慶びを申し上げます
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